
        
            
                
            
        

    


[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




第１話　豚足と呼ばれた男

第２話　シンデレラは笑わない

第３話　アドレスを交換するだけの簡単なお仕事

第４話　吉乃のマジックショー

第５話　あきさまとわたし

第６話　学生の本分は勉強です

第７話　デブとぽっちゃりの狭間で

第８話　ラブストーリーの処方箋

最終話　今そこにある危機

特別編　うちのおにーちゃん
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　質問　あなたの座ざ右ゆうの銘めいはなんですか？







「真ま壁かべー」

　担任教師の呼び声に、真壁政まさ宗むねは振り返った。

「こらこら。そんなにかまえた顔をするな。べつに授業の話じゃないから」

「……そうですか。すみません」

「そっちに関しては、先生ぜんぜん心配してないからな。編入試験の成績はちゃあんと知ってるぞ」

「はは」

　私立八や坂さか高校に転校してきて、かれこれ一週間が過ぎた。なにかあれば笑顔でかえす条件反射が板につきすぎて、頬ほおがこわばるのがきつかった。

　それでもボロを出すわけにはいかない。できるだけ愛あい想そよく対応する。

「どうだ真壁。もうここの学校は慣れたか？」

「はい、まあ、なんとか。先生方のご指導のおかげです」

「そうか。じゃあ部活はどうだ？　なにか入ってみればいい。ちなみに先生が顧こ問もんしてる部はいつでもＯＫだからな」

「ははは。ありがとうございます。考えてみます――」

「それじゃあな。また明日！」

　政宗は、今日も笑って一日を終える。

　なんとか無事にこなしたぞと思うと、どっと疲れがこみあげてくる。

（……部活ねえ――部活――無理だな。筋トレする時間減らさなきゃいけないからな）

　それ以前にあの先生って、新体操部とソフトボール部しか見てないんじゃなかったっけ？

　……ああそうそう、座右の銘の話だった。

　話を元に戻そう。

　たとえば放課後。長々と緊張の続いた授業もようやく終わって、あとは家に帰るばかりの頃ころ。昇降口から校門へ向かう途中に、テニスコートがあるとする。

　その学校には男子テニス部がないから、コートで黄色いテニスボールを追うのはみんな女子だ。テニスと言えば短いスコート。スコートと言えば女子テニス。見ろ、しなやかに弾はじける生足。ちらちらほの見える禁断の三角地帯。はっきり言えばかなりの眼がん福ぷく。しかし、こういう危険な絶ぜっ対たい領りょう域いきの近くで、並の男がうっかり携けい帯たいなど取り出したらどうなると思う？

　政宗の目の前では、いま話した事例が粛しゅく々しゅくと進行中だ。

「だから、誤解だって！　ちょっとメールしようとしただけだ！」

「ほんとうー？　あんな角度でメール打ったりなんかしないよねー」

「盗撮としか思えないしー」

　まったくひどい話だった。

　コートを囲む金かな網あみの向こうには、目を三角にした女子テニス部員がずらりと整列。彼女らのターゲットにされた普通男子フツメン君は、手にしたスマホのせいで、盗撮の疑惑をかけられてしまっているようだ。必死に抗弁しているけれど通じていない模様。

　こういう時、疑惑を晴らす手段がないってのは辛つらいね。男の子ってかわいそうだね。

　政宗は、針のむしろで脂あぶら汗あせダラダラの普通男子フツメン君に心から同情しながら、同じように近づいたのだ。

　音楽プレイヤーのイヤホンを外して、途中で拾ったテニスボールを持って。

「――これ、落ちてたよ」

　そりゃあもう劇的な変化って奴だった。

　ほんのついさっきまで『警視庁刑事部捜そう査さ一課デカチョー＠落としのヤマさん』もかくやという顔つきで普通男子フツメン君を責め立てていたはずなのに、お怒りテニスガールズときたら、とたんに甘ったるい『苺いちごチョコレートパフェ☆将来の夢はお嫁よめさんです』に変わるのだ。

「あっ、ありがとう真壁君！」

「部活、がんばってね」

「真壁君もね！」

　政宗は、ボールをフェンスの中へ投げ入れてやる。きゃあと先を争ってそれを受け取ろうとする女子が半分。まだポワンと立ちつくしてる女子が半分。政宗はにっこり笑ってきびすを返す。しかし、心はまったく晴れなかった。ふざけんなと言いたいぐらいだった。

　呆ぼう然ぜんとしている普通男子フツメン君を、もはや誰だれも相手にしていない。そう。相手にされないのだ。

　政宗は、普通男子フツメン君の肩を叩たたいた。

「災難だったね」

「あ、ああ……」

　――まったく、災難としか言いようがないよな。そんな顔に生まれついてしまったばっかりに。

　コートの近くでうっかりスマホを使ってしまった彼よりも、遠くで生脚とアンダースコートをガン視していた政宗の方がなんぼか罪深かろうに、女子テニス部員たちは気づかない。気づこうともしない。

　どうしてこんな理り不ふ尽じんがまかり通るのかって？　政宗は、答えを痛いほど知っていた。

　特に耳をそばだてなくても聞こえてくる。顔を寄せあわせての女子トーク。

「――ちょっ、いまのだれ？　マジかっこ可愛かわいくなかった!?」

「知らないの？　真壁政宗君！」

「先週二年Ｂ組に転入してきたの！」

「頭もいいんだって。編入試験満点だったって！」

「うっそ、マジデスカ！」

「体育のサッカーでハットトリックしたって」

「ぎゃー」

「しかもシャチョーの跡取りとか！」

　――人間の評価なんてのは、外見で簡単に変わってしまうものなんだよ。

　いや、これほんとだから。人生のテストに出るから。

　お勉強がたいそうできて金持ちで。そんな今の政宗のスペックで、『嫌味』『親の七光り』『ガリ勉』などというマイナスの烙らく印いんを押されずにすむのも、見た目が正統派のイケメン君というものに分類されるからだろう。

　体育の授業でちょっと目立ったところで、ブサメンじゃ認識もされない。テニスボールを投げ入れたところで「だからなに」だ。

　この世は理不尽。

　やってることは同じでも、見た目が違えば評価は変わる。これを一フレーズで表すとこうなる。




『ただしイケメンにかぎる』




　政宗の座右の銘だ。

　人類みな平等。んなわけない。狼おおかみは生きろ。豚ぶたは死ね。そんな言葉さえも真実には足りない。Good-looking guys only!　真壁政宗という人間が、十六年とちょっと生きてきた中で、ようやくつかみとった真実の言葉だ。

（だからこそ）

　政宗は誰にも知られるわけにはいかないと思っている。特にこの学校ではぜったいに隠し通すと決めている。

　こんな理不尽な世界を彩いろどる黒歴史。

　絶望に彩られた『あの日々』のことを――。




▼▼▼




「ただいま――」

　政宗の父親は、前述の通りそこそこな規模の建設会社を経営している。

　自宅は鉄筋コンクリート打ちっ放し、地下一階地上三階建のオシャレな一軒家で、オヤジ殿こだわりの一品らしいが、これがまたアホのように広すぎて、いま家に誰がいて誰がいないのか分かったためしがない。

　もっとも政宗の場合、諸事情でこの家を離れていた時間の方が長かったのだが――。

「おっかえりなさぁい、まーくんっ」

　ひいっ。と、鳥肌が！

　政宗は、顔がこわばるのを止められなかった。なにせ両腕を左右に振り振りした、きゃぴるん乙女おとめ走りで四十二才の主婦が玄関に躍おどり出てくるのだ。悪夢だろう。

　彼女の名は早はや瀬せ絹きぬ江え、一応政宗の生みの親だ。

　異様の上に超が付くほど若作りで、親子なのに名字が違うのは……まあ気にしないでくれ。

　ともかくいついかなる時もふりふりエプロンは欠かさず、箱入りお嬢じょう様から箱入り奥様になったおめでたい人だ。

「はい鞄かばんかして。上着もどうぞ？」

「ど、どうも」

「つかれたでしょう、お夕飯までに何かつまむ？」

「いや、いいよ」

「遠えん慮りょしなくていいのよ。まーくんが好きなドーナツ作ったの。お砂糖たーっぷりの――」

「いいってば」

　絹江、とたんにブワッと涙目。

「……やっと。やっと一いっ緒しょに暮らせるようになったのにぃ。まーくんはママのこと嫌い……？　またおじい様のところに戻りたい……？」

　――ああもう、このお呑のん気きおぽんち箱入り主婦が！　油ぬらぬらぬっコロスぞコラ！

　暗い怒りがそのまま放出されそうになるけれど、ぐぐぐっと我慢。クールダウンクールダウン。落ち着け俺おれ。

　政宗は、さわやかな笑顔で絹江を諭さとす。

「そういうんじゃないんだ。ぜんぶ昔と同じようにしなくていいんだよ。もう子供じゃないんだから」

「でもお。まーくん……」

「母さんの気持ちだけで充分だから。ありがとう。感謝してる」

　そうだぞ絹江・四十二才主婦。あんたがいたいけな子供の俺に、端はしから甘味と油分を与えていった結果、どうなったかわかってるか？　大変なことになっただろ。覚えてるよな？

　そんな政宗の葛かっ藤とうなぞなんのその、絹江はポッと頬を赤らめた。

「……ほんっとーにまーくん、カッコ良くなったわよね……ママ、いけないけどドキドキしちゃう……パパに叱しかられちゃうかしら……」

　ああ。誰かこの主婦を黙らせてくれ。

　寝ぼけたことをほざく絹江と別れ、政宗は逃げるように階段を上った。

　二階にある二十畳弱の私室には、最新のトレーニングマシーンやダンベルが整然と置いてある。すべてこちらの家に戻ってきてからそろえたものだ。

（大事なのは、規則正しい食生活と適度なトレーニング）

　政宗は、念仏のように唱えながら制服を脱ぎ、部屋着に着替える。その途中、壁かべの大きな鏡に全身が映った。

　我ながらどこにも贅ぜい肉にくがない、ほれぼれするような細マッチョ系の肉体美だ。

　右から見ても左から見てもパーフェクトボディ。ベリーグッド！　引き続き維持することをお勧すすめしますと鏡の向こうから聞こえてきそうである。

「ああそうだよ……俺は何があってもこの美ボディを守るからな……砂糖漬づけなんかにゃさせねー」

「うっわー、おナルだナルだ、ナルシストがいるヨー」

　この声は。

「千ち夏なつ！」

　陶とう酔すいから我に返って振り返れば、妹がソファに座りこんでいた。いつのまに。

　早瀬千夏。今年で十四の中学生だ。

　オフショルダーのロングＴシャツとショートパンツからのびた手足は、生まれてこのかた贅肉とは無縁なまま成長してきたのを見せつけるかのようだった。小こ脇わきにカロリーの高そうなスナック菓子を抱えているのがまたむかつくというかなんというか。

（太んないんだよなあ、こいつ。なに食っても）

　絹江の料理がハイカロリー一直線なのも、千夏が何を食べても変わらない特異体質が効いている面は確かにあった。

　少々タレ目が目立つ、今風な小顔も相まって、ティーン向け雑誌のモデルにスカウトされたこともあるそうだけど、そういう面倒なことは嫌いらしい。

　政宗は顔をしかめた。

「ノックぐらいしろって」

「したヨー、でも出てこないから開けてみたら、おにーちゃんがくねくねくほねほねキモチワルイ感じで……」

　どういう擬ぎ音おんだ。

「ねえねえ、帰ってくるなり鏡の前でポージングって、どんだけナルいのよおにーちゃんは。好きなタイプ自分、尊敬するひと自分、生まれ変わっても自分になりたいって感じ？」

「ナルじゃない、己への戒いましめだ！」

「ポテチ食べる？」

「いらんわ！」

　殺気立って答えると、千夏はまるで意に介さず、自分の口に菓子を放ほうり込んだ。

「……おにーちゃんてさー」

　はいはいなんですか、なんの御用ですか。

「たしかにイケメンにはなれたかもしんないけど、かわりにいろんなもんも減らしちゃった感じだよねー……」

　あーあー、聞こえないなー。なんにも聞こえないなー。

　千夏がどんなことを言おうと、今の自分には響ひびかない。甘ったれで無力だったあの頃にだけは戻らない。決めたのだ。

　政宗の部屋の壁のコルクボードには、一枚の写真がピンで留めてある。政宗は、あらためてそれを睨みつける。

　やや古ぼけた風体の、Ｌ版写真だ。今時稀き少しょうなフィルム撮影で、データも何も残っていないから、端の方は千ち切ぎれて、色はうっすらと変色しはじめている。それでも捨てられない、最初で最後の一枚だった。

　緑あふれる大きなお屋や敷しきを背景に、八歳前後の少女が映っている。

　いかにも勝ち気そうなツラをさらしているその少女のスナップ写真に、政宗は赤マジックで野太く丸まるを付けていた。

　そう。戻れないのだ。これがある以上――最強に憎ったらしい『この女』が、地上に存在している以上――。

「いやあああ。お、おにーちゃんが、ついに幼女の写真を壁に!?　ありがたそうになめるよーに!?　もうだめナルな上にロリ！」

「お前は一度黙れ！」

「ここですポリスメーン！」

　ごはんですよお、と絹江の脳天気な声も混ざってくる。もう嫌だ、こんな家。







　――聞こえてくる。鈴を鳴らすような『彼女』の声。




　――やさしいのね、マサムネは――。




　彼女は政宗の太陽だった。

　まわり中ぜんぶが敵で、消えてなくなれとみんなに言われて、本当にそれしか道がないと思っていた時に、彼女は笑って明かりを灯ともしてくれたのだ。政宗を攻こう撃げきする嫌なやつらから、ひと時でも守ってくれた。

　はじまりは、大きな庭の片かた隅すみだった。膝ひざにできていた擦すり傷の痛みと、さしだされた彼女の手を覚えている。太陽の下の、まぶしい白いワンピースも鮮やかに焼き付いている。今も。

　ほころぶ笑顔がまぶしかった。ずっと一緒だと思っていた。だけど――いつしか二人の世界は暗転する。




　――どうして。あきちゃん！




　呆ぼう然ぜん自じ失しつの政宗の前に、無残に投げ出された花はな束たば。逆光の中に浮かび上がる『彼女』のシルエット。歪ゆがんだ口くち許もとで吐き出されるセリフ。

　突き放すように呪のろうように。ア・ン・タ・ナ・ン・テ――。

（嫌だ嫌だ、もう嫌だ――！）




「わっ！」




　大声を上げてから、自分が寝ていたことに気がついた。

　そう――今のは、『夢』だ。

　政宗がいるのは、教室。八坂高校二年Ｂ組の、自分の席だ。四時間目の教科書を開いたままだったが、周りはもう昼飯を食べはじめていた。

（……や、やっちまった……）

　なんたる失態。授業中に居眠り、あげく寝ぼけるときた。

　せっかく築き上げた『成績優秀・スポーツ万能・笑顔の似合うすてきな転校生くん』のイメージが。ノートによだれが落ちていたのも見つかっただろうか。

　大慌てでノートと口許をこすっていると、

「はは。起きたか真壁ー、もうとっくに昼だぞ」

「よく寝てたよねー」

「カワイー」

　へっ？

　早弁済みの男子や、机をくっつけあって弁当タイム中の女子が、笑いながらこっちを見ているのだ。なんとも言えず――温かいまなざしだった。

「あ、あははは……昨日あんまり寝てなくてさ」

　そうか。これも『ただしイケメンにかぎる』なのか。よだれ垂らして居眠りもイケメンなら許されるのか。なんだよ焦って損したじゃないか。

　いい気分になるよりも腑ふに落ちない気分になるのは……やっぱりまだ慣れてないんだろうな。この破格な扱いに。

「真壁君、起きたんだね」

　心のイケメン手帳に、いまの出来事を記録していると、涼しい声がした。

「お昼、まだだよね。買ってきたから一緒に食べよう」

「し、朱しゅ里り……」

「小こ十じゅう郎ろうでいいから」

　そいつは両手に総そう菜ざいパンを抱え、可か憐れんとしか言いようがない笑みを浮かべている。

　クラスメイトの朱里小十郎だった。

　全体的に華きゃ奢しゃで小柄、かつ色素が薄めの顔立ちは、軽井沢のサナトリウムあたりにいそうな病弱美少女のように庇ひ護ご欲よくをそそる。けれど、その体で着ている服は男子用なのだ。一緒に体育の授業なども受けるのだ。神様が性別を間違えたとしか思えないこの仕打ち。やはりこの世は理不尽なのだと政宗は思う。

「ハイこれ」

　向かいに座った小十郎が渡してきたのは、あろうことかコロッケパンと焼きそばパンだった。

（うっ。あ、油物と炭水化物……！）

　コイツ、天使ちゃんみたいなツラしてなんて劇物をよこしやがると震しん撼かんするが、顔に出すわけにはいかなかった。

「……わ、わあい。ありがとう。助かったよ……」

　ちくしょう仕方ない！　寝る前に腹筋追加だ！　覚えてろよ朱里小十郎！

　当の本人は、それが昼飯なのかと問いかけたくなるようなコンビニスイーツを食しつつ（なあお前はほんとに男子なのか？　つくものはついているのか？）、にこにこしているからたまらない。

「そういえば真壁君、この間のテスト、順位貼はり出されてたよ。すごいね一番なんて」

「そ、そうだったか？」

「見てないの？　ほんと成績いいのに偉ぶらないし、僕なんかとも仲良くしてくれるし。うらやましいよ真壁君のことが」

「は。バカ。よせよ小十郎。すごいっていうならお前だってそうだろ。『総受けの小十郎きゅん』とか言われて一部の女子に大人気らしいぞ？」

「ううん。お世辞なんかじゃないよ！　実はこの学校、真壁君と同じようなスペックの人がいるけどさ」

　うっそマジですか？　それじゃ俺の希少価値なんてゼロじゃないか。聞いてないぞ。

「もーその人と真壁君じゃぜんぜん……」

　その時だった。いきなりガラリと、教室の戸が開いた。
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「――タナベアキオはいる？」




　その第一声は、特別大きいわけでもないのに、すっとこちらの耳にとけ込んで響いた。

　高すぎもせず、低すぎもせず、誰が聴いてもおそらく『いい声』と表現するようなメゾソプラノだ。

　振り返った政宗が見たのは、黒髪の姫御ご前ぜんだった。

　すっとのびた背中を覆おおう、豊かな黒髪のウェーブヘア。制服から覗のぞく素肌は陶とう器きのように白くてなめらかで、頬のあたりにだけかすかに赤みが差している。形のいい唇くちびるは硬く引き結ばれ、長い長い睫まつ毛げに縁取られた大きな瞳ひとみで、教室一帯を見渡した。

　一見して正統派なお嬢様風なのに、なぜか政宗の心臓は、その子と目が合った瞬間に縮みあがった。呼吸さえも止まった。

　しかも次の瞬間、そのお姫様は政宗のところに近づいてきて、

「！」

　ダイレクトにこちらのネクタイをふんづかまえたのだ。

「――あなたでもいいわ。答えて。タナベアキオはいるのかいないのか。どうなの？」

「い、い、いや、えっと……」

「ぼ、僕です！」

　釣つり針にひっかかった魚――あるいは金かな縛しばりのカエルのように動けない政宗の後ろで、声が上がった。

　名乗り出たのは、ころっとした丸顔にノンフレームの眼鏡めがねをかけた、良く言えば実直そうな、悪く言えば野や暮ぼったい風ふう貌ぼうの少年だ。

　まだ覚えていなかったが、タナベアキオは本当に政宗のクラスにいたらしい。

　お姫様は、政宗のネクタイから手を離し、つんと胸をそらしつつ、そのタナベ君のもとへと歩いていく。自然と人が割れて、道ができた。

　彼女の後ろを、見慣れない感じの女の子がついて歩いていく。ものすごくちびっこくて、キョドキョドと挙きょ動どう不ふ審しんな感じの子だ。

　そして、お供を引き連れたお姫様は、タナベ君に向かって開かい口こう一いち番ばん、




「今日からあなたを『むっちん王子プリンス』と呼ぶわ」




　政宗は、耳を疑った。

　感謝しなさいねとばかりに、優ゆう雅がな上から目線に微び笑しょうさえ交えて言い放ってくれた。むっちん、ぷりんすと。

「だってそうでしょう？　『体育の時の凛り々りしい姿に惚ほれました』って、ようは私のスパッツの足が大好きってことよね。あなたにぴったりの称号だわ。むっちん王子プリンス」

　そしてお姫様は、タナベ・むっちん王子プリンス・アキオ君の目の前で、彼が書いたとおぼしきラブレターを、木こっ端ぱみじんのびりびりに引き裂いた。

　紙片は彼女の周りだけではなく、政宗たちのところにまで飛んできた。

　中心で君臨する彼女は、怖いぐらいに美しかった。

　そう。まるで、花はな吹雪ふぶきをその身にまとっているかのごとく鮮やかで。

　小十郎が、政宗の近くでこっそり囁ささやいた。

「……ほら。彼女がそうだよ。安あ達だ垣がき愛あ姫き」

「あだ、がき？」

「入試トップで家は安達垣グループの筆頭で、すっごい美人さんだけど、ちょっとその、性格がね」

　ひとしきり話して満足したらしい安達垣愛姫が、くるりときびすを返す。その直後、むっちん王子プリンスが落ちた。精神的フルボッコをくらって脳の回路が遮しゃ断だんされたようだった。目は白目。耳からは煙が出ている。

「……あーあー。また無む謀ぼうなやつに手ぇだしやがって」

「やられたなー、むっちん王子プリンス」

「相手だれだと思ってんだよ」

　そんなあざけりの声も聞こえてくるなかで、政宗は。政宗自身は――。

「安達垣さん、ものすごい男嫌いなんだよ。それで、告白してくる男子には、いまみたいに容よう赦しゃナシのあだ名付けて撃げき退たいするんだ。ついた呼び名が残ざん虐ぎゃく姫ひめ」

「――ほら吉よし乃の、なにしてるの。早く行くわよ！」

　安達垣愛姫が、お付きの小動物少女を叱しっ咤たし、教室を出ていく。本当に最後の最後まで堂々と、目をそらせないほどの美少女オーラを振りまきながらの退場だった。

「まったく、困った人だよね。ちょっとは真壁君を見習ってほしいよ……って、大丈夫真壁君。かお真っ青だよ！」

　小十郎の声が、やけに遠く聞こえた。その時の政宗はもう、自分の意識を保っているだけで精一杯だったのだ。

　傍ぼう若じゃく無ぶ人じんの女有あり吉よし。驚きょう異いの人格破壊ネーム創造主。

　そうか。あれがそうか。

（残虐姫とな）

　政宗の中で、暗い記憶が蘇よみがえる。ああ本当に、あいつはなんにも変わっちゃいなかったんだ――。







　学校の授業が終わると、政宗はいつものようにイヤホンで両耳をふさぎ、家への道のりを歩いていた。

　閑かん静せいな住宅街が、今までとはまったく違う世界に見える。

（――安達垣愛姫め）

　あの女。こちらを思い出しもしなかったようだが、こちらは忘れたことなんて一度もなかった。

　そう。同情するべきはかわいそうなタナベアキオだ。きっともう学校の明るいところを歩くことはできないだろう。『むっちん王子プリンス』などと屈くつ辱じょく的な名前を呼ばれ、指をさされて笑われて。ふられ野郎の烙印も押されて、再さい起き不ふ能のう。まるでいつかの真壁政宗みたいに――。




　――あんたなんか好きにならないわよ、××。




　浮かびあがるは、忌いまわしい遠い記憶。逆光の中で、二階の窓辺にたたずむ『彼女』が笑う。ゆがんだ口許に白い歯が光る。

「ふおおおおおおおおおお！」

　政宗は、わきあがる衝しょう動どうのままに駆け出すと、目に付いた児童公園の中に飛び込んでいく。

　体中が熱い。燃えそうだ。そして、今まさに缶かん蹴けりの缶を蹴らんとしている小学生をぶっちぎりで出し抜き、思い切り缶を蹴っ飛ばしてやった。

　かこ――――ん。

　缶が飛んでいく。あの頃よりもずっと高く遠く、青空に映はえるフェンスのさらに向こうまで。

「あー」

「すげー」

「とんだー」

　そして吠ほえる。

「――俺はもう、××じゃねえ！」

　そうだろ。ドン底から出直したんだ。生まれ変わったんだ。

　もうあんな思いをするのはごめんだと、心の底から希こいねがったんだ。

　衝しょう撃げきで耳から外れたイヤホンから、高い女の声が漏もれ聞こえてくる。題して『夜の女王』のアリア。天へ突くようなソプラノの洪こう水ずい。オペラ『魔ま笛てき』より『復ふく讐しゅうの炎ほのおは地じ獄ごくのように我が心に燃え』。

「安達垣――」

　超絶技ぎ巧こうのコロトゥーラが、政宗の道行きを鼓こ舞ぶし、彩ってくれるかのようだった。

「愛姫ぃ！」

　そう。もう恐れる必要はない。怖がる必要はない。

　こんなに体中が震えるのは、きっと武者震いだ。

「は。はは。あははははは！」

　さあはじめようぜ。

　仕掛けるのはこちらから。八年ぶりの――素敵な宴うたげだ。










▼▼▼










【ミッション１】弱点を探れ







　さっそく政宗は、現時点での安達垣愛姫に関する情報収集と観察をはじめた。

　なに、弱腰だって？　馬ば鹿か言わないでくれ。何も知らずにことにあたるのは、丸腰で敵陣に突っ込むようなものだ。そんなのはごめんである。

（……安達垣愛姫。八坂高校二年Ａ組。成績優秀。容よう姿し端たん麗れい。極度の男嫌いだが――）

　ここまでは、おおむね小十郎から聞いていた通りだった。

　とにかく気に入らない男には、手ひどいあだ名で牙きばをむきまくる傾向にあり、たいていの男子は、その報復をおそれて近寄らない。だが、意外や意外。そんな凶暴クイーンがつねに孤こ高こうかといえば、そうでもなかった。

「……ねえねえ、真壁くーん。早く行こうよ。パンなくなっちゃうよ」

　昼休みのはじまりに、政宗たちは一階の売店に向かっていた。

　しかし政宗が渡り廊ろう下かの途中に立ち止まって動かないものだから、小十郎が駆け戻ってくる。

「なに、安達垣さん？」

「ああ……けっこう女子の友達多いんだな……意外っつーか……」

　中庭のベンチに、残虐姫がいた。

　女子のクラスメイトらしいメンバーに囲まれて、あの時の般はん若にゃのようなドＳ顔が嘘うそのように、にこにこ愛想よく笑っている。

　信じられない。これがふだんの安達垣愛姫なのか。

　愛姫の美び貌ぼうに負けず劣らずスペックの高い女子で固めたその世界は、『百合ゆり御ご殿てん』とも『御前様ハーレム』とも呼ばれているらしい。

「うん。はっきりしてるところが、女子には人気みたいだよ？」

「な、なんて不毛なやつだ、残虐姫のくせに……」

「え？」

「いやいやこっちの話」

　政宗は笑ってごまかす。

　しかし、本当に資源の無む駄だ遣いだ。一匹ぐらい男子に分けてやれよ。

　取り巻きの一人がおもしろいことでも言ったらしく、どっと笑い声があがった。

（む……）

　半比例して、こちらの眉み間けんに皺しわが寄る。

　あの女、性格最悪のくせに友達も多いだと？　ありえないだろ。こうなると、なかなか攻めどころが見つからなくて厳しいな。くそ。

「それじゃあごめんなさい、私はこのあたりで――」

　あれ？

「ええー、またあ？」

「たまには一緒に食べましょうよ、愛姫さま」

「残念だけど、ごめんなさい」

　てっきり安達垣愛姫は、そこできゃっきゃうふふと取り巻きをはべらしつつ、お嬢様弁当を広げるかと思ったのに。

　肝かん心じんの彼女一人だけが、にこやかに挨あい拶さつをして離脱してしまうのだ。

（――あれ？）

　あれれ？







「なんか……変なんだよな」

「変って？」

　政宗は、教室に戻ってもまだ、中庭での出来事を引きずっていた。

　だってそうだろう？　なぜあそこでいなくなる必要があるんだ。昼休みなんてまだはじまったばかりだっていうのに。

　政宗は、なにげないふりをして、小十郎に疑問をぶつけてみた。

　小十郎は、安達垣愛姫が昼時に消えることに、疑問すら抱いていなかった。

「え？　安達垣さんが、どこでお昼食べるのかって？」

「そう。ちょっと気になってさ」

「さあ……どうなんだろう。いつもいる子たちと一緒じゃないっていうなら……単に一人で食べるのが好きなんじゃないかなあ」

「嘘だな」

「へ？」

　ダウト。

　政宗は、確信をもってそれだけは言えた。

　あの女は、安達垣のクソ姫は、孤高をきどる狼じゃない。そこは決してまちがっちゃいけない。

　性別オス野郎のことは視界に入れるのも嫌なぐらい忌いみ嫌ってはいるが、基本は取り巻きをはべらせハーレム状態をよしとするやつなのだ。他人が近くにいることが苦痛にならないタイプなのだ。

　そういうやつが、わざわざ飯時だけ一人を選ぶなんて矛む盾じゅんした真似まねをするか？

（答えは――否）

　そう。こういう時こそ己の人脈ときゃっきゃうふふっぷりを他者に見せつけつつ、本当の孤独に震えるぼっちどもに屈くつ辱じょくを与えるのが筋ってものだろう。

　他ほかのやつらは騙されても、この真壁政宗、本物の便所飯を知る俺の目はごまかされねえぞ安達垣愛姫！

「ちょっ、ちょっと真壁君。まさか安達垣さんのこと……!?　やめなよぜったいひどい目にあうよ！」

　これは――さらに探る必要があるな。くくく。見てろよ。







【ミッション２】――チャンスは逃すべからず







　政宗は、気合いを入れて愛姫の足取りを追いはじめた。

　気分はまさに刑事か探たん偵ていであった。昼休みになると消える彼女の行方ゆくえを探すため、本格的な追跡がはじまる。しかし、これが意外と難しかった。

　一口に行方を探すと言っても、学校内はけっこう広い。中庭や校舎裏、屋上はとっくに行って、いないことを確認した。さらに飯を食うのに適したところがあるとすれば――。

（あるには、ある）

　だが、そこに行くのはきわめて困難をともなう。

　いわゆるあれだ。ぼっち飯の定番にして極北の地であるトイレ――この場合は女子トイレ――に、男の政宗が足を踏み入れるわけにはいかないだろう。

　ちらちらと女子トイレのドアを視界に入れつつ、政宗は葛藤していた。女子と目が合えば男子トイレに行くふりをしつつ、いなくなればまた戻りつつ。

　――ダメだ。

　これは非常にダメだ。これ以上ここにいたらカンペキ不ふ審しん人物になる！　いくらイケメンでも限度はある！　それぐらい俺にだってわかる！

　さあどうするべと思案にくれる政宗の目の前を、一人の人間が通りすぎていった。

（今のは確か――小こ岩いわ井い吉乃！）

　キランと目を光らせて振り返る。

　例のタナベ・むっちん王子プリンスの命名式の時にも随ずい行こうしていた、愛姫の子分というか取り巻きだ。とても同じ高二には見えないちびっこっぷりと、首に縄なわでもつけられたかのように愛姫の後ろを付き従っていた、薄はっ幸こうオーラには覚えがある。

　彼女は小さい手にスマホ、さらにはやたらと膨ふくらんで重そうなビニール袋を提さげていた。

　そのまま右を見て左を見てと人の有無を確認をし、誰もいない北階段を一人で降りていく。

（そっちに行くのか？）

　政宗のカンが、激しくうずいていた。これは何かある。

　刑事ヤマさんモードを続行し、黙って彼女の後をつけていくことにした。







　階段を下りていった吉乃は、手荷物の多さにふらつきつつも、一階までやってきた。そのまま外そと靴ぐつにはきかえて、表へ出ていく。

（外？）

　政宗も、あわてて靴をはきかえ後を追う。彼女の行き先は、校舎裏の格技場に近い、古い倉庫のようだった。

　こんなところに倉庫があったのか。転校したばかりだった政宗は、鼓動を高ぶらせながらことのなりゆきを見守ることにした。

　吉乃はビニール袋をがさがさ言わせ、重たい鉄製の扉とびらを開けた。

　はてさて、中にいるのは、お腹なかをすかせた子犬か子こ猫ねこちゃんか――。




「もう、遅いわよ吉乃！　まちくたびれたじゃない」




　人間！

　まがうことなき、あのにくったらしいクソ女の声が聞こえてきた。

　政宗は、中に入っていく吉乃に続いて、びたりと倉庫の壁にはりついた。嫌でも心拍数が上がる。ちょうど頭の上に、格こう子しのはまった窓があったので、思い切ってそこから覗いた。

（どれどれ）

　おそるおそる格子の隙すき間まから見えたのは――。

「…………ごめんなさい。カツサンド、二こしか、なかったから……」

「それなら何か適当に買ってくればいいでしょう。気が利かないわね」

　安達垣愛姫が、薄暗く埃ほこりくさい体育用具にかこまれて、カエル座りで弁当を食べていた。

　うすうす予想していたとはいえ、肉眼で見るのはかなり衝撃的な光景だった。

　しかもなんだあの弁当は。政宗は、もっとしっかり見ようと、窓の格子につかまり直す。

　だがそんなこちらの視界に、地上で最もっとも忌まわしい、ドス黒い八本足の邪神が降臨し――。

（ん？）

　ソレが何であるか、しかとわかってしまった瞬間、

「ふぎゃああああああ」

「だれ!?」

　叫んでいた。がまんができなかった。

　――白状しよう。俺、真壁政宗は正しく健康体にはなれたけれど、『クモ』だけは克こく服ふくできなかったんだ。







　質問。どうしてこうなった。

　答え。わかりません。

「……その……わ、悪気はなかったんだよ。ちょっと小岩井さんが歩いてくのが見えたから……つい……」

　問もん答どう無む用ようで投降させられた政宗は、倉庫の床に正座して、精一杯の低姿勢で弁解するしかなかった。

　体操マットに女王様のごとく腰かける安達垣愛姫が、凛々しい目を三角にしてこちらを睨みつけている。怖い。ちょうこわい。

「まさか私がいるなんて思わなかったって？」

「そうなんだよ。まさかこんな狭いとこでぼっち飯囲ってるなんて」

「ひっ、人聞きの悪い言い方しないでよ！」

「し、しかも天下の安達垣愛姫がガテン系御ご用よう達たしのドカ弁愛用してるなんてギャップがすごすぎて！」

　いま彼女が抱えている、食べかけの弁当（アルミ弁当箱。でかい。でかすぎる。漫画雑誌サイズ）を見てそのまま言ったはずなのに、愛姫の瞳はさらに燃えた。政宗はますます慌てた。

「だけどっ、それぐらいだったら運動部の女子でも食べてる子いるし、うちの妹だってけっこう食うし、そんな隠れる必要……」

　政宗は、人間が一回りしぼむ瞬間ってやつを、はじめて見た気がした。

　安達垣愛姫は端整な顔を赤くして、気まずそうに目をそらした。そんな彼女の膝元には、まったく同じ少年ジャンプサイズの弁当がもう一個と、吉乃が追加で買ってきたらしい総菜パンが、ごろごろと転がっていた。

「………………ああ、うん……それはちょっと多い、かもね……」

　かもね。控ひかえめに言ってもそうかもね。というかなんだその量は。華奢なナリしてどんな胃袋してるんだ。腹の宇宙にブラックホールでも飼ってるのか。コスモが燃えてるのか。

「仕方ないでしょう……」

　ぽそっと愛姫が呟つぶやく。

「みんなと同じに食べてたら、すぐにお腹がすくんだもの。もともと低血糖気味だし、こまめに糖分補充しなきゃだし、本気で寄生虫でもいるのかって検査もしたけど異常なかったし！」

　米のついたお箸はしを人に向けないで！

「とにかくお腹が鳴るのだけは避けなきゃいけないのよ！　だって普通の女子高生はお腹なんて鳴らさないものでしょ。そういうものでしょ。それともなにあなた、この私の腹がビッグベンのように鳴っててほしいの？　そういう趣味なの!?」

「違う違うめっそうもございません！」

　ぐきゅるるるるるるる。

　政宗と愛姫の、不毛かつ殺さつ伐ばつとしたやりとりに、アンサンブルで腹の虫が加わった。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「……あのさ、食べたら？」

「…………」

「まだ残ってるし、昼休みもあるし」

「…………」

「食べ物に罪はないし」

　愛姫は長く長く黙りこんでいたけれど、やがてもそもそと、ドカ弁の白米を口に運びはじめた。そうそう、その調子だお嬢さん。おとなしくね。しずかにね。

　おっさんサイズのアルミ弁当とは裏腹に、いざ食べはじめればお上品きわまりない箸使いであった。細くて繊せん細さいな、白しら魚うおみたいな手。シュールだ。シュールすぎる。

「あ、じゃあ、俺はこのあたりで……」

　おいとましてもいいだろうか。

　意味もない愛想笑いとともに、体育倉庫を後にしようとするけど。




「……………………ばらしたら、しょうちしないから」




　まるで地獄の底から響くような声だった。

　安達垣、愛姫。はっきり言って、震えるほど恐ろしかった。本当に恐ろしかった。でもたぶん俺は、相当使える切り札を手に入れたのだ。

　……ここまで変なカードだとは思わなかったけどさ。







【ミッション３】――カードのご利用は計画的に







　まあ、手に入れたのはいいけれど。

　どうにも――解げせない。

　こちらが知ってる昔の安達垣愛姫は、あそこまで強烈な食しょく欲よく魔ま神じんだったろうか。

　思い出そうとするのだが、邪悪な黒い感情が邪魔をするせいか、いまいちピンと来ない。

　あの当時、どちらかというとよく食べていたのは政宗の方だし、彼女が食べ物に執着していた記憶は……あまりないような気がするのだ。

「あれれ、おにーちゃん、どしたの？　ごはん食べないノ？」

　政宗の目の前には、千夏と絹江の二人がいて、夕飯のメニューは和風ハンバーグと温野菜サラダに味み噌そ汁しるである。

　一時期の超ハイカロリーな食しょく卓たくに比べれば、これでも前進した方だった。父親は例によって仕事でいない。政宗の箸は、ノルマの三分の一を食べたあたりでほとんど進んでいない。

「あらあ。まーくん、やっぱりハンバーグよりメンチカツの方がよかった？　ごめんね次はいっぱい揚あげてあげるから！」

「うまいなあハンバーグ！　あっさり大根おろしがたまらないよ母さん！」

　政宗は必死に遅れを取り戻す。

　そうやって胃の中に肉を送り込むわけなのだが、今の政宗はもちろんのこと、子供時代と比べても、今の安達垣愛姫ほど食える自信はなかった。

（いったいいつから変わったんだ？）

　というか人間はあそこまで飢うえることができるものなのか？　神秘か？　人体の神秘なのか？

　考えに考え、そして翌日のことだった。

（……あ、噂うわさをすればだ。残虐姫）

　仏教の六りく道どうに出てくる餓が鬼き道どうと、腹ペコの関係について考察を重ねていたら、校舎の向こうから安達垣愛姫がやってきた。

　彼女はいつものように、お取り巻きの女子をたくさんひきつれていた。

　見れば見るほどゴージャスなハーレム集団だ。この間の一件さえなければ、お嬢様然とした安達垣愛姫を筆頭に、知的な美人から小動物系の小岩井吉乃にいたるまで、まさしく美少女の無駄遣い。

　政宗はと言えば、職員室で担任に渡されたノートの束を持っていた。

　両手がふさがっているこちらを、愛姫は確かに視界に入れ――にこりと微笑わらった。

「こんにちは、真壁政宗君」

　政宗も、つられて笑った。

「や。こっちこそ。腹の虫の方はいかが――でっ！」

　近づく愛姫は、わざわざこちらの手の甲こうをひねり上げてすれ違った。

「ちょっ、痛いじゃないか」

「ばらすなって言ったじゃない。なに考えてるの？　ああ、なにも考えてないのね。ごめんなさいね馬鹿に無理言って」

　手が離せない政宗に、愛姫が小声ですごみ、あざける。こ、この女ぁ！

　だが、かように腹をたてる政宗とは裏腹に、世の噂というのは知らないところでひたひたと広まるものらしい。

　仏教の六道に出てくる地じ獄ごく道どうと、性しょう悪わる女の関係について考えていると、小十郎がおそろしいことを口にした。

「――真壁君、さいきん安達垣さんと仲いいんだって？」

　は？

　そのとき政宗たちは、サッカーのリフティングの練習している最中だった。政宗は驚きのあまり、あやうくボールをあさっての方向に飛ばしそうになった。むりやり足をのばして軌道修正をする。

「……どこ情報よ、それ」

「どこって、いっぱい。女子とかが騒いでるのしらない？　今度こそ安達垣さんが落ちるんじゃないかって」

　なんとまあ。

　あの程度のやりとりで、そこまで妄もう想そうできるのか。

（イケメン様パワーすげえ。というか女子の恋愛脳こええ）

　だが現実の政宗たちの関係は、どうだろう。校内ですれ違うたびに脅きょう迫はくまがいの嫌味をささやき、遠くから手を振ると同時にガン付けもしてくる安達垣愛姫。本当にろくな目にあっていないのだが。

「いつも微笑ほほえみあって、親しげに手を振り合う仲だって」

「ははははは」

　おいおいおい、なんでそうなる！

　政宗は薄ら寒さを覚えつつ、蹴り続けていたボールを止めた。そのまま、校舎の方向を振り仰ぐ。

　安達垣愛姫はＡ組の教室で、一番窓際の席に座っていた。

　前方の黒板をじっと見つめる横顔は、一流大学合格間違いなしと呼び声高いパーフェクトスチューデントらしく、凛りんとした空気が漂っていた。見ているこちらまで身が引き締まりそうだ。

　でも真壁政宗は知っている。あれ、あの顔でドカ弁たいらげるんだぜ。しかも複数。信じられるか？

　プリントが前の席から回ってくるのに合わせて、政宗は片手を上げてみる。

　すると向こうはこちらに気づくやいなや、手元のノートに何ごとかを書き付け、びりっとそれを破いて窓へ――『ハウス』って俺は犬か！

「やっぱ可愛くねえ――てっ」

　仏教の六道に出てくる畜ちく生しょう道どうと哀あわれな俺について考えていたら、いきなり後頭部に衝撃が走った。

　頭をおさえて振り返れば、サッカーボールが転々と遠ざかっていくところだった。

「だ、大丈夫真壁君！」

　今のは……ぶつかったのか？　それとも、わざと当てられたのか？

　政宗は、頭をふって犯人を捜す。だが、名乗り出る奴は誰もいなかった。ただ心配そうに小十郎が、こちらをのぞきこんでくるだけだ。

　みんな、普通にボールを蹴ったり転がしたりしている。知らないふりを――しているのかもしれない。




「……いい気に、なるなよ」




　ああ、まただ。

　あわてて振り返る。だが、やはり誰もいない。わからない。

　なんだよこれは。なんなんだ。気味が悪い。

　もしわざとやったのだとしたら、なんのために？　意味なんて何もない……いや、まてよ。

　政宗は、なんとなく犯人の心情がわかりそうな気がした。

　この世は理不尽。見た目が変われば対応も変わる。

（……恋愛脳は、女だけの専せん売ばい特とっ許きょじゃないってことか）

　うん。もしかしたらこの状況、うまくすればつかえるかもしれない。

　その先に訪れる結果を思うと、政宗は――笑いそうになるのを必死にこらえるしかなかった。




▼▼▼




　――ねえねえ、聞いた？　安達垣さんと真壁君の話。

　――聞いた聞いた。ついにつきあうんだって？

　――えー、早くない？

　――告白ってどっちから？

　――わたしは、真壁君からって聞いたけど。

　――そうなの？　わたしは安達垣さんからって聞いたよ。押してきたのは真壁君だけど、じっさいに口にしたのは安達垣さんだって。

　――もう。どっちなのよお。

　――なんでもいいよ。いいなあ、うらやましい！







「それじゃあね、愛姫さま。あたしたちは駅だから」

「元気出してください。親衛隊もクラスのわかってる女子も、みんな味方ですから」

　ありがとうみんな。

　愛姫は礼を言って、友人たちを送り出した。

　授業が終わったあと、カフェテリアに寄り道し、盛大に愚ぐ痴ちをこぼしてしまったところだった。

　彼女の悩みの種は、ここ最近ヤブ蚊かのように周りを飛びかっている噂である。

　すべて根も葉もないデタラメで、うっとうしいことこのうえない。仲のいい友人たちに、恋愛ゴシップなど気にすることはないと励はげまされ、ようやく浮上できたところだった。

「さ。行くわよ、吉乃」

　愛姫は、お付の少女である小岩井吉乃を連れ、安達垣の自宅へと歩き出した。

　大通りから一歩離れた川沿いの小道は、車が入ってこないのでひどく静かだ。細い川かわ面もは光り、右手の公園は新緑に輝いている。一緒に帰る吉乃が喋しゃべらないタイプなので、鳥の声さえ大きく聞こえてくるほどだった。

「そういえば吉乃」

　返事はない。

「ちょっと吉乃、歩きながら寝るのはやめて。今日の予定はなんだった？」

　きつく言うと、ようやく吉乃は目をさました。まったく、歩きながらよくぞそこまでポーッとできるものだと感心するぐらいだ。

　吉乃はあわててカバンを探りはじめ、手帳を取りだそうとするが取りこぼし、もたもたと拾って埃を払う。そのスピードもまた遅い。それでも辛抱強くつきあってやると、ようやく吉乃は喋りはじめた。

「……………………えと、四時四十五分から、おはなのお稽けい古こ……六時から、家庭教師の東あずませんせい……そのあと夕食で、時子さまと唄のおさらいです」

「東ね――課題を置いてきちゃったわ。戻って取ってきてくれる？」

　吉乃のハイライトが少ない丸い瞳が、ぼんやりとこちらを見上げる。

「……そうよ。今からよ。ロッカーの中だから、早くね」

　しっかり念を押したおかげで、吉乃も事態が呑のみ込めたようだ。愛姫に渡されたロッカーキーを握りしめ、ぱたぱたと来た道を引き返していった。

（あの子も、もうちょっとしっかりしてくれるといいんだけど）

　――きゅるるる。

　思考に重なるように、いまいましい腹の虫も鳴く。

　なぜだ。これでも一応、お昼には弁当とパンをしっかり食べ、ついさっき友人たちとアイスクリームを食べたばかりなのに。ああそれなのになぜ。どんどん燃費の悪い体になっている気がする。




　――まさかこんな狭いところでぼっち弁囲ってるなんて。




　さらにはむかつく男の声まで思い出してしまい、愛姫は顔をしかめた。

（なんであんなヤツに言われないといけないのよ）

　そう。これだから男子はキライなのだ。悩んでいるのに無神経でいい加減で。そんな奴と自分がつきあうなど、誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうもいいところだ。ふざけている。ふざけすぎている。

　愛姫は思い出し怒りに火がついた。ただもう脇わき目めもふらず、人気のない小道を歩き続けた。

　早く帰って、一息ついて、空っぽの胃に物を入れたかった。

　しかし、愛姫の意思とは裏腹に、しだいに空は雲が厚くなり、空気に肌寒ささえ感じてくる。

「やだ……降るのかしら」

　思った直後、頬に雨の気配がした。さらに足を速めた。

　だが、急ぎ足の自分の足音に、微妙に別の足音がかぶさってくるのだ。はじめは気のせいかと思った。ためしに速度をゆるめれば遅くなり、また速めれば向うも追いついてくる。

　目だけで背後を見やるが、それらしい人の姿はない――気がする。

（誰……？）

　愛姫は、今度こそ振り切るつもりで駆け出した。

　その時だった。

「そんなに急いでどこ行くの？」

「！」

　反射的に振り返った愛姫は、声を失った。

「……もしかして、真壁とデートでもするんだ？」

「あなた……」

　名前がすぐに思い出せない。確かそう――。

「むっちん王子プリンス」

「その名前で僕を呼ぶなあ！」

　やっと思い出した。タナベアキオだ。

　ノンフレームの眼鏡越しの雰ふん囲い気きは、以前に見たとき以上に暗く荒すさんで見えた。何より、どうしてこんな人気のない道の真ん中に現れているのかわからない。傘かさどころか、鞄すら持たずに。

　のびきった長い前髪の下からのぞく瞳が――愛姫を見つめてキュッと細められる。反射的に肌が粟あわ立だった。からめとられそう。そんな危険を感じる微笑だった。

　黙って近づいてくるので、愛姫は後ずさろうとした。

「なんだよ。逃げるのかよ」

　こいつ、怖い！

　背を向けて逃げようとしたとたん、乱暴に髪をつかまれる。

「は、はなして！　吉乃！　吉乃！」

「あんたのせいで、僕はいい笑いものだよ。どうしてくれるんだ」

「離して！」

「……ふざけるなよ。この髪も目もぜんぶ真壁のものか……僕のことは捨てたくせに、真壁ならいいんだ。はは。ほんとにイケメンと美人は得だよ――吐き気がする！」

　タナベの袖そで口ぐちから、銀色のハサミが滑すべり落ちた。瞳には、こうこうとした狂気の光。タナベがハサミをふりかざす。

「あんたも少しは思いしれ！」

（やめて！）

　血の気がひく。でも体が動かない。

　――ジャキン！

　何かやわらかいものを『切る』音が響いた。けれど、愛姫の足下に、自慢の黒髪は散らばらなかった。
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　かわりに赤い鮮血が、ぽたり、ぽたりと落ちていく。

　愛姫は目を見張った。

「――いつかさ、こういう目にあうって思ったんだよ。安達垣さんおっかないから」

　どういうこと？

　どうして真壁政宗が、自分の手のひらから血を流しながら、こちらとタナベの間に立ちふさがっているのだ？

「わ、わあああ！」

　タナベが己のしたことを信じられず、血のついたハサミを放り出してへたりこんだ。

　政宗が、こちらを振り返った。少年は、痛みに顔をしかめながらも微笑っていた。愛姫のことを気遣うように表情をゆるめた。

「怪我けがはない？　安達垣さん」




▼▼▼




（ぃいってええええええええええええ！）

　いてえいてえいてえマジ痛いガチ痛いめっさ痛いメガ痛い！

　なんかうまいこと言ってる政宗の頭の中は、現在進行形で救急車のサイレンと回転灯がエンドレスリピートなう。もう泣きたいっつーか、ぶっ倒れてもいい？

　だけど、でもそれでも、なけなしの根性を振り絞しぼって口には出さなかった。

　なぜなら目の前には、本当に泣きそうな顔の安達垣愛姫が立っているから。

　ここ数日、力を入れて噂を広め、タナベアキオにプレッシャーをかけ続けた甲か斐いがあった。まさに狙ねらい通りに動いてくれた。

　――そうだよ残虐姫。そんな顔しなくても、ちゃんと対価はもらっているから大丈夫。

　煽あおられた形のむっちん王子プリンス君には悪いけどさ。

　だってそうだろ？　彼女はこれで、俺のことを無む碍げにはできないよね。

　大事な秘密を知られたうえに、一方的に守られて。そこまでの借りや弱みを作ることは、プライドが許さないだろうからね。

　ふった男に襲おそわれたショックと流血沙ざ汰たに、血の気をなくしてたたずむ安達垣愛姫は、まさしくこちらが思っていた通り。たやすく握りつぶせそうで、政宗はいっそ愛いとおしくてならなかった。

　今でも言えるよ。安達垣愛姫サン。俺は君のことが大嫌いだ。憎らしくて憎らしくてたまらない。

　だからこそ、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて、今の君を恋に落としてみようと思うんだ。




　――あんたなんか好きにならないわよ、豚足。




　今から八年前。身長百三十センチ、体重四十八キロだった八歳の俺に君は言ったから。

（上等だよ）

　元デブの豚足だろうと、きっとやれる。やってみせる。

　そして、本気で恋に落としたら最後。

「ところでこれさ、バンソウコでふさがるかな」

「ふ、ふさがるわけないじゃない。バカじゃないの」

　最高の形で捨ててあげるよ――。







　これが俺のリベンジ。最高の復讐。

　その決意に、政宗は名前を付けていた。

「人呼んで――『デッド・オア・ラブ作戦』！　今に見ていろ安達垣愛姫！」

　ふははははははは！

　復讐へのはじめの一歩を踏み出したその日の夜。政宗は自室のルームランナーを走りながら快かい哉さいを上げていた。

「いいぞいいぞその意気だ！」

「おにーちゃんってさー、余計なこと考えない方がリア充できるんじゃないの？」

「俺の生き甲斐をバカにするな！」

　というか千夏！　人の目の前でポテチ食うな！　腹へるから！

「なに？　食べたいの？　ほら明太マヨ味」

「夜九時以降に食べたら太るだろう！」

「………………残念イケメン」

　ため息つくな。

　さあがんばれ俺。負けるな俺！　明日の復讐のために、次は腹筋一五〇回！

　なんて思っていたら、




「ま～くーん」




　いっきなりがくっときた。

　主婦・絹江が、溶けたアイスみたいな笑顔で顔を出した。

「いや、母さんね。千夏もだけど。入る時はせめてノックをね……」

「そんなことより見て見て、まーくんにラブレターよ！」

　じゃあんとばかりに、彼女は苺のシールがついた封ふう筒とうを掲かかげてくる。

「さっきね、郵便受けを見たら入ってたのぉ。まーくんも隅におけないわねえ。ねね、見ていい？　一緒に見ていい？」

「ダメだって母さん」

　政宗が、あわてて取り返そうとした時には遅かった。ノリ付け部分が剥がされ、中から折りたたんだ便せんが引き抜かれる。

　そこにはたった二文字だけ、太いマジックでこう書いてあった。




『豚足』




「とん……」

「そくぅ……？」

　――あれ。なにこれ。

　俺、いきなり正体ばれてね？

　あれれ？
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　そもそもの前提を語ろう。その昔、真ま壁かべ政まさ宗むねはめっちゃ太っていた。

　おぽんちな母親、早はや瀬せ絹きぬ江えがさんざん甘やかし肥こやしまくってくれた結果、小学二年生にして体重五十キロに迫ろうとしていた。

　見た目のままにデブ宗むねだブタ政まさだといじめられ続けていたわけだが、それにとどめを刺したのが、安あ達だ垣がき愛あ姫き命名による、『豚トン足ソク』という、残ざん酷こくなあだ名である。




　――あんたなんか好きにならないわよ、豚足。




　これを聞いたいじめっ子たちは、大喜び。

『うっわだっせえ！　トンソクだって！』

『今日からこいつは豚足だあ！』

　格かっ好こうの燃料投下となったわけだ。

　この日を境に、政宗の辞書に人権はなくなったと言っていい。家か畜ちくの脚の名にふさわしい、ブラックなスクールライフである。

　いじめの加速で引きこもりになった息子をどうにかしようと、預けられたのが母方の祖父の家だった。

　真壁姓せいを名乗る祖父は、信しん州しゅうの奥地に隠居暮らしをしていた。

　猿さるや鹿しかどころか、熊くまの親子も出そうな山奥の屋や敷しきに、たった一人で住む祖父は、基本的に鬼だった。

『……お、おじいちゃま……ぼくってカワイソウ……？』

　涙ながらにたずねる孫を前にして、優しい言葉をかけるどころか、

『なぁにがカワイソウじゃ！　まずその手に持っとるチョコバーを離さんかい！』

『ぼくのおやつう！』

『そんなんじゃから、妙みょうなあだ名なんぞつけられるんじゃ。菓子なんざスルメと干ほし柿がきでじゅうぶんじゃ。良いか、これからわしが徹てっ底てい的てきに鍛きたえてやるからな。覚かく悟ごせい、わが孫よ！』

　右も左もわからない孫から荷物という荷物を取り上げて（中には絹江がつめた食い物が、大量に入っていた）、一いち汁じゅう二に菜さいの粗そ食しょく暮らしを叩たたきこんだ。それでも減らないぶんは、ひたすら野山を走り回らせた。

『ほうれ足が止まっとるぞ、こんのバカ孫が！』

『ひいっ』

　これもまた、一種のいじめではなかろうか。

　耳の後ろから聞こえる檄げきと杖つえの一打を思い出すたび、政宗の膝ひざは震えそうになる。

　過か酷こくな禁欲暮らしに耐えかねて、実家の家族に手紙を書けば、それすら目ざとく見つけて取り上げられた。

『なあにぃ？　おじいちゃまがいじわるでおやつをくれません？　つきましては庄しょう和わ堂どうのお菓子を送ってください？　ははははははははは。没ぼっ収しゅうじゃ』

『のーん！』

　家族との交流も絶たれ、あるのは徹底的に肉体を苛いじめ抜く減量の日々。

　安達垣愛姫め。

　よくもよくも。

　ぜったいに許さない。

　ほとんどそれだけを心の支えに、こちらは八年という月日を耐え抜いたのだ。







　そして今の真壁政宗は、基本的に早起きだ。

　ようやく日が昇のぼりはじめた頃ころに起き出して、軽いジョギングで目を覚ました後、熱いシャワーを浴びて汗を流す。着替えた後は野菜と果くだ物もの中心の朝食を取り、さわやかなイケメンオーラを振りまきつつ、転校したての学校へと登校する。

「おはよう、真壁君！」

「うっす真壁！」

　高二の五月で転校というハンデを抱えた政宗であったが、減量で改造した外見は大いに生活を助けてくれている。

　今もほら、ただ登校してるだけだというのに、朝練中の女子生徒だの、チャリ通の男子生徒だのが、朗ほがらかに笑って挨あい拶さつをしてくるのだ。もちろん向こうからだ。

　だから新参者な政宗も、半分ぐらいは名前も知らないのに笑って手を振り返す。

「おはよう」

「あっ、あっ、ありがとう!!」

　適当に挨拶を返したら、朝練中のジャージ女子は、顔を真っ赤にしたあげく、

「やったよみんなー！　真壁くんにあいさつ成功！」

　くるりときびすを返し、彼女を遠巻きに応援していたジャージ集団のところに、小走りで帰っていくのだ。

　――なんだろう。ちょっと前までこの手のシチュエーションと言えば、罰ゲームか人違いが相場だったというのに、変われば変わるものである。

　人の好意ってすごいな。蔑さげすみがないってすごいな。日光が三割ぐらい明るく感じるな。まぶしすぎて泣けてくるよ。

「真壁君、おはようっ」

「やあ、早いな小こ十じゅう郎ろう！」

　今度はクラスメイトの朱しゅ里り小十郎だ。息せききって肩を叩いてくる。

　政宗も、機き嫌げんよく応こたえた。

　小十郎はうれしそうにはにかんだ。大変に可か憐れんだ。

「どうしてか知りたい？」

「ん？」

「今日、僕が早い理由」

　なんだろう。わからないぞ。

「教えてくれ小十郎」

「なんとね、すごいんだよ。今日は朝から――」

「朝から？」

「信号が全部青なんだ！」

「そっかー、青かー」

「青なんだー」

「へえー」

「ふふー、このまま真壁君も抜かしちゃうよっ」

「あっ、待てよこいつ～」

　小十郎を追って走り出した。

　ああなんかもう平和だ。平和すぎてこのままキャッキャウフフのＢＬ世界に突入してもいいような気さえする。ラブ＆ピース。小十郎きゅん可愛かわいいよ小十郎きゅん。




「――豚足ってありえないよねえーっ！」




　ぼぐああああああああああ。

「真壁君!?」

　魔まが差し掛けた政宗の内臓が、激しくよじれた。ついでに足もよじれて地面に転がった。

「だ、だいじょうぶ真壁君！」

「だいじょう……ぶ……」

　政宗は、胃をおさえてあたりを見回した。

　少し離れたところで、女子生徒が男子生徒をつかまえて騒いでいた。

「聞いて聞いてっ、こいつってばね、今日の弁当に豚足入ってるんだって！」

「うっ、うるさいな。しかたねーだろオカンが勝手に詰めたんだから！」

「どうやって入れたの。まさか丸ごと？」

　わいわいがやがや――明るい会話。鞄かばんを抱えて赤くなる男子生徒を、友人らしい生徒たちが、取り囲んで質問責めにしている。

　こちらは関係ないのだとわかると、少し息がしやすくなった。だけど心は休まらない。一ミリも。

（ばれたよ）

　なんでばれた。誰にばれた。

　俺おれの最悪な黒歴史。豚足と呼ばれた過去のこと。




▼▼▼




　八年かけて贅ぜい肉にくを捨てきって、イケメンにのし上がって戻ってきた心を占めるのは、安達垣愛姫への復ふく讐しゅう心しんだ。

　自分のことを裏切り、くそみそに扱った女、『残ざん虐ぎゃく姫ひめ』こと安達垣愛姫に復讐してやりたかった。今も変わらず残酷な名付けを繰り返すクソ女に取り入って、惚ほれさせてメロメロにして捨ててやるつもりだった。

　まずは相手が絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいのピンチのところを、颯さっ爽そうと登場。第一段階の宣せん戦せん布ふ告こくはうまくいったと思う。

　だが――。




　――そんなことより見て見て、まーくんにラブレターよ！




　忘れもしない。家の郵便受けに入っていた、消けし印いんのないラブレター。白い封ふう筒とうに苺いちごのシール。差出人の名前はなかった。

　中に入っていたのは、忌いまわしいあのあだ名、『豚足』の二文字だけ。

　これはなんだと尋ねる千ち夏なつと絹江に、どこまでも忍の一文字でとぼけ続けて、けれどその日から政宗の心が休まった日は一日もない。

（ばれてたじゃないかよ。何がデッド・オア・ラブ作戦だ）

　八年前、田舎いなかの祖父のところに預けられる時に、養子縁組もしたので名字は変わっている。激げき痩やせしているから、面おも立だちだって別人のはず。もはやこちらがいじめられっこの『豚足』だと知る手がかりはどこにもない――そのはずだったのに。

　政宗は、授業が続いている教室内をじっと眺ながめた。

　あいつも、こいつも、そこの女子も、政宗にはみな親切だ。こちらが明るくさわやかなイケメン君だからだ。『ただしイケメンにかぎる』とはそういうことだ。

　でももし万が一、元デブのいじめられっこだってわかったら？

「えぇーっ、嘘うそ！　真壁君そんなだったの!?」

　いきなり立って教科書の朗読をしていた女子が、こちらを向いて叫んだのでどきりとした。

「だますのは感心せんな」

　古典の先生まで眼鏡めがねのブリッジをおさえて嘆く。いやいやいやいや！

「……え、い、いやでも。昔は昔で、今は今」

　蚊かの鳴くような声で反論する。体中から冷や汗が出てくる。

「ハッ、今さら言い訳かよ」

「板についてないことしたってばれるに決まってるだろ」

「底辺のくせして生意気だよな」

「真壁ー。ちょっと行ってジュース買ってこいよ。慣れてんだろー」

「ほんとがっかり」

　クラスメイトたちの囁ささやきが、冷たい視線が、政宗を追いつめていく。




「「「豚足」」」




　とんそくトンソクＴＯＮＳＯＫＵ!!

（いやだ――――――――――――――――――――――――――――――――っ！）

　そうだよ。これが本来の反応なんだよ。ちょっとイケメン君には親切でも、化けの皮がはがれれば手の平を返すんだ。俺の過去を知ればみんなそろって俺を見下すんだ。そうに決まってる。

　全部みんなまやかしなんだ。なんて短い栄華だったろう。







「…………壁。真壁。おいどうした。早く三行目から読んでみろ」

　想像上のクラスメイトが、ブーイングの嵐あらしを浴びせまくる中、現実リアルの教師が政宗を指名した。

　政宗は立ち上がり、にじんでくる涙をぬぐった。

「ま、真壁？」

「……すみません。ちょっと本気で泣けてきて……」

「そうか……平家物語でそこまで感激する生徒は先生もはじめてだ……」

　祇ぎ園おん精しょう舎じゃの鐘かねの声、諸しょ行ぎょう無む常じょうの響ひびきあり。

　黒板に書いてある冒頭だが、今の政宗にこんなに響くブンガクはきっとない。魂たましいの名文だ。

「真壁君って、繊せん細さいなんだね……」

　女子がひそひそ囁いてるけれど、こんな好意的な解釈も砂上の楼ろう閣かくってやつなのだ。

　政宗は鼻をすすって、情感たっぷりに教科書を読み上げた。席についても、さしこむような腹の痛みはなかなか治らなかった。

（……………………………………………………ぽんぽんが、痛いっす）

　ストレス性胃腸炎ってやつだった。




▼▼▼




「無理はしちゃダメよ。お昼休みなんだから少し寝ていったら？」

「……いえ、薬いただいただけで十分です……」

　保健室の養護教きょう諭ゆは、えらくこちらを心配してくれたが、とてもそんな気分にはなれなかった。丁てい重ちょうに礼を言って保健室を出た。

　その養護教諭がくれたのは、市販の鎮ちん痛つう剤ざいだった。これで少しは痛みもおさまってくれるといいのだが。

（えーっと、なんだ。確かこういうのって、なんか胃に入れた方がいいんだよな）

　はっきり言って食欲なぞかけらもなかったが、一応売店で飲むヨーグルトとツナサンド的なものを買ってみた。

　この売店というのは、正規の商店ではなく、校舎一階のテラスに昼休みだけ出店する出張販売だ。外部のおばちゃんが、総そう菜ざいパンやおにぎりなんかを売ってくれるのである。

　政宗は、備え付けのベンチを一つ確保すると、ストローをヨーグルトのパックに差し込む。ずずずと吸い込む。ツナサンドは……だめだ食えそうにない。

（みんな元気だよな）

　明らかに顔色がゾンビな政宗と違い、売店の前は、常に競せり市のような怒声が飛び交っていた。この手の争いが嫌いな人間は、はなから弁当持参か、遠回りでもコンビニに寄るのだろうと他人ひと事ごとのように思う。

　きっと自分もあと五分来るのが遅かったら、あの中にいたわけか。死ぬな。

　ベンチでチューチュー乳にゅう酸さん菌きんを摂せっ取しゅしていると、ふと変なものが見えた。

（なんだ、ありゃ）

　競り市に、明らかな異物が混じっている。

　髪が綿菓子みたいにふわふわで、動作はいちいちちょこちょこしている。まるで小学生のようなミニマムサイズの女の子。がま口のお財布を手に持って、野郎どもが群れる総菜パン売り場の周りをうろうろしている。

　その子はなんとか手をつっこんで、目当てのパンを取ろうとしたり、人ひと垣がきの向こうを見通そうとジャンプを繰り返すけれど、非力すぎてまるで無理だよお嬢じょうさんって感じの頼りなさだ。

（あれ……もしかして小こ岩いわ井い吉よし乃のか？）

　たぶんそうなのだろう。

　人ひと混ごみの間から、山盛りの総菜パンを持ってゴリラみたいな男子生徒が飛び出してくると、その彼女はまともにぶつかって弾はじき飛ばされてしまった。

（あ）

　もう気まずいなんてものじゃない。尻しりが尻が尻がケツが。プリーツスカートがめくれてパンツ丸見せ。ちょっとがんばりすぎだよって感じのレースの紐ひもパン、それを盛大にご開帳して彼女は倒れている。

　そして、それだけ派手に見せているというのに、周りの連中はパン買うのに夢中で誰だれも気づいてねえっていうのがより涙を誘う。パン以下のパンツか。ひどすぎるだろ！

「……あ、あの、大丈夫……？」

　政宗は、ついつい近づいて声をかけてしまった。

　地面に突っ伏していた吉乃が、重そうに頭を持ち上げる。

「……さいきんのてんごくはがっこうみたいなのですね……」

「いや生きてるから！」

「しんでなおののしられるのです……うんめいはよしのにどこまでもつめたいかぜをふきかけるのであった……まる」

「終わったあ！」

　震えたあげくカクッと事切れた小岩井吉乃を抱えるはめになる。死ぬな小岩井吉乃。人生の男坂ははじまったばかりだぞ。

「起きろ小岩井さん！　リスタート！　パパはこれぐらいで死ぬ子に育てた覚えはありません！」

「…………でも、もう……かえない……かえれない……」

「これか？　これ買えばいいんだな？」

　瀕ひん死しの吉乃から赤いがま口と買い物メモをむしり取った政宗は、野郎どもが群れるパン売り場へと突っ込んだ。なんだかわからないがもう必死だった。

（なになに……爆弾コロッケパンが五個……）

　パンのプラスチックケースに並ぶ、ソフトボール大の巨大総菜パンを見て目眩めまいがした。これを五個だあ!?

「はい僕っ、なにがほしいのっ」

「……えと、そのコロッケパン……五個と、カツサンドを……四つばかり……」

「みんなのぶん買いにきたの？　えらいねおばさんおまけしちゃうわ。ハイ！」

　政宗の顔をしげしげ眺めて、えらく嬉しそうなオバチャンは、はしゃいだ声で袋を渡してくれた。受け取ってみたそれは、想像以上にずっしりと重かった。

（でもみんなのぶんっていうかさ、たぶんコレ、食べるのは複数じゃないと思うんだけど……）

　政宗は、問題の吉乃のところに戻ってきた。

　誰にも踏まれないよう、敷しき地ちの端はしっこに避難させられた彼女の鼻先に、ビニール袋を置いてあげた。

　彼女はうっすらと目を開け、

「これはゆめ……まっちうりのしょうじょがみたさいごのゆまぼろし……」

「俺が買ってきたんだよ！」

「かさじぞうだった……」

　起きあがって、大事そうに袋をきゅっと抱きしめるのだ。本当にほっとしたって感じに。

　俺は地蔵じゃないぞと言いたかったが、その小さな背中を見ると、とてもじゃないけど言えなくて。

「そのパンさあ……食べたいのは君じゃなくて、安達垣さんだよね」

　吉乃の背中が、ぴくりと震えた。

　政宗が、小岩井吉乃の人となりについて知ってることは少ない。だが、政宗の宿敵にして『デッド・オア・ラブ作戦』（今は風前の灯ともし火びだけど）のターゲットである安達垣愛姫の取り巻きというか、子分役をしていることは知っていた。いつもいつも彼女の後ろにひっついて、ほとんどパシリに近いこともだ。

「俺もさ、一いっ緒しょに行っていい？」

　思い切って言った。とたんに吉乃は顔を真っ青にして、脱だっ兎とのごとく逃げだそうとするから、後ろから襟えり首くびをつかまえる。

「ごめんなさいゆるしてゆるしてゆるして」

「ククク。どの口がそれを言うんだ？　さんざん楽しんだ以上、身体からだで払ってもらうのが筋だろう。ああん？」

「ごめんなさあい」

　あんまりな怯おびえように、思わず悪徳業者のノリになる。いかんいかんやりすぎだ俺。

「ごめん冗じょう談だんだよ。君が怒られるようなことには絶対しないから」

　政宗は言った。吉乃がゆっくり、首だけ振り返る。

　すっかり怯えきって、食われる寸前のウサギみたいだった。だからこそ、こちらは精一杯のスマイル。無害で無臭な俺アピール。

「ほんとほんと。俺が無理言ってついてきたって、ちゃんと彼女に説明する。大丈夫だから」

「……ほんと？」

「ほんとほんとほんとほんと」

　そこまで言い切って、彼女はようやく、固くしていた身をぷらんとほどいた。地面に下ろしてみても、怯えた感じは抜けきってないけれど、逃げはしなくなった。

　政宗は、なんだか胸が痛くなってしまった。

　そこまでするほど愛姫の奴が怖いのかっていうのと。こんなに小さいのにけなげというか不ふ憫びんというか。なんだか意地悪な継まま母ははにいびられるシンデレラみたいじゃないか。

（……共感するよ、豚足として……！）







　彼女と二人で行きついた先は、例の格技場近くにある体育倉庫だ。

　吉乃の方が先に入ると、「遅いっ！」と愛姫の叱しっ責せきが響いた。

「人を空腹で倒れさせたいの？　はじめてのおつかいの幼よう稚ち園えん児じと競争しても負けるわよ！　吉乃の馬ば鹿か！」

　続けて政宗が入ると、口いっぱいにコロッケパンを頬ほおばらんとしている安達垣愛姫と遭そう遇ぐうしてしまった。うわあ……。

（なんつー残虐姫だ）

　その容姿は極上の日本人形。成績はトップクラス。金きん融ゆう関係で有名な安達垣グループのご令れい嬢じょう。そして何より、男嫌いの残酷ニックネームマスター。あまたの野郎どもには憧あこがれとともに恐れられ、女にはできないことをやってのける勇者として人気を集めているらしい。

　ああ、なのに。

　今まさに安達垣愛姫は、「うぷぅ！」とコロッケと千切りキャベツを吹き出し、胸をばしばし叩き、うん、アンチの俺でもあんまり見たくない映像だった。早いとこ消去しよう消去。

　あんまりへっぽこな絵え面づらは、今後の復讐計画にも支障をきたすからな。

「…………っ、えほっ、な、なんであなたが！」

「大丈夫？」

「吉乃――あの子ったら逃げたわね！」

「違うよお茶買いにいったんだよ。君のために」

　政宗は吉乃の代弁をしてあげた。

　いいかい継母。お口にパン粉つけてる場合じゃないぞ。あのけなげで不憫なシンデレラはな、小さい身体でまたトコトコ自販機に走ってるんだ。ほんと可哀想すぎて泣けてくるよ。

　愛姫は顔を真っ赤にしながら政宗をにらみつけ、レースのハンカチで口くち許もとをぬぐった。それでようやく、いつもの綺き麗れいなお人形顔に戻る。

「……何しに来たのよ」

「ご挨拶。元気にしてるかなと思ってさ」

　政宗は言って、倉庫内にあった跳び箱の上に腰かける。

　床の上に置いてあるのは、すでに彼女が食べ終えたらしい風ふ呂ろ敷しき包みの弁当箱だ。普通の袋にはおさまらなかったらしい。米何合入るんだろうな、あれ。

　愛姫は、ちらりと横目で、こちらを見返す。

「……あなたこそ、問題はないの？　その……」

「ああ、これ？」

　政宗は、むっちん王子プリンスに切られた手の平をかざして見せる。

「うん。ちょっと風呂入るのに沁しみるのと、服が着替えにくいかな。でもべつに平気だよ」

　いわゆる愛姫を助けた時にできた勲くん章しょうだった。親指の付け根から走る傷口は、幅広のテープでふさいである。むちゃくちゃ痛かったが今は言わない。その方がききそうだから。

　へらっと屈くっ託たくなく笑う政宗を見て、愛姫ははっきり分かるぐらい顔を曇くもらせた。傷ついている顔だった。

「…………あなたを巻き込むつもりは、なかったのよ。怪我けが、させるなんて」

「だからそれはいいよ。俺が勝手にやったことなんだからさ」

　そうそう。

　プライドがエベレストの山頂にある残虐姫が、こちらの言い分に納得することができないのも計算通り。そのことで精神的に優位に立つのも織り込み済みだった。

　だがここまで予定通りということは、逆に豚足のラブレターを出した『怪人Ｘ』は、愛姫じゃない可能性が高かった。こちらの方が痛い。

（参ったね）

　こちらの過去を知りうる人間という意味では、愛姫が一番怪しいかもと思っていただけに。

「……あー、最悪だ……」

「わ、悪かったわねえ。ごめんなさい！」

　ため息混じりにこぼすと、悲鳴のように愛姫が叫んだ。いや、あんたに言ったわけじゃないんだけどさ。

　同時に、倉庫の方の扉とびらが開いた。現れたのは、吉乃だった。

「あれ、小岩井さん。お茶どう？　買えた？」

　すってーん。

　こちらに対する答えは、転倒。戻ってきた早々、入り口のドアレールにけつまずく。またもやスカートがめくれて、後ろパンツご開帳。

「こ、これは……っ」

「馬鹿、見ちゃだめ目をとじなさい！」

「ぎゃあ」

　いきなり目つぶしをするのはやめてくれないかな！

　こちらが「目が目が」とムスカ様状態から復活すると、吉乃は何事もなかったように起き上がっていた。愛姫にブリックパックの緑茶を差し出している。

　そしてなんとシンデレラ、政宗のところにもやってきて、苺牛乳を差し出すのだ。おずおずと。

「え、なに、俺にも？」

　吉乃は、こくりとうなずいた。

　う、うれしいなあ、なんていい子だこと……！

「吉乃は誰にでも腰が低いのよ」

　なごみまくる政宗に、愛姫が水をさした。

「いつもぺこぺこびくびく。悪い癖くせよね。八はっ方ぽう美び人じんなんてやめればいいのに」

　クールビューティー全開な冷さめた口調で、ブリックパックにストローを突き刺している。

「なに、その顔。私はいいの。吉乃が私のために働くのは当然だもの」

「いや、鼻にソースついてるから」

「！」

　ばしばしと、自分の顔を叩くようにぬぐっている。ほんとに綺麗が持続しないお人だよ。

　でもまあ、当然ときたか。政宗は鼻はな白じろんだ。こういうところはまったくもってお姫様思考だ。シンデレラの献けん身しんは当然ってか。

「――確かにね。俺だって誰にでも平等に優しくなんてできないし」

　政宗のセリフに、愛姫が一拍置いて、はっとしたように見返した。

「それって、どういう……」

「さあ。どういう意味だろう」

　意味深に笑ってやる。さりげなく傷口のテープを見せながら。

「見返りは求めない。でも願いはするよ。小岩井さんより俺を頼りにしてくれると嬉しいなとか」

　言うだけ言って、苺牛乳と一緒に跳び箱から飛び降りた。彼女の白い白い頬ほおに、飲みかけのブリックパックの冷たい側面をくっつけて、じゃあねと体育倉庫を出ていく。

　一歩、二歩、三歩に四歩。で、もう一歩行ったところで。

「なっ、なんなのよ――――っ!!」

　よっしゃ決まったあ――っ！

　おそらくは残虐姫、いまごろ真っ赤っかだ。そりゃあそうだろう。自分をかばって流血沙ざ汰たにまでなった奴にそんなこと言われれば、混乱するし意識もする。

（千夏の少女マンガ読んでてよかった……！）

　震えないように、吹き出さないように、ここまで必死に演技した甲か斐いがあった。

　力の入れすぎで、ストローから苺牛乳が噴水みたいに吹き出したけれど、政宗の中は、達成感のようなものでいっぱいだった。

（いける！）

　これで彼女が俺をより意識して、可哀想なシンデレラを解放してあげればより結構。

　デッド・オア・ラブ作戦、また一歩前進じゃありませんか!?







（さーて。次は――メルアドをゲットする方法だ）

　異性の携けい帯たいのアドレスを聞き出すという、前ぜん人じん未み踏とうのミッションだがやってやるぜ。

　豚足の手紙の謎なぞは残ったままだったけれど、新たな作戦を練るべし練るべし練るべし。

　そのまま家への道のりを急いでいた。

　耳にはイヤホン。勢いのまま、近道の公園を突っ切ってやることにした。

　だからその足下に、謎のロープが輪になって置いてあることなんて、気がつかなかった。

　くんと足首が引っかかってしまってから、違和感に気づく。

「んん？」

　どこかで、何かが切れる音がした。次の瞬間、政宗は限界までしなって倒れていた竹の反動にのせて天高く打ち上げられ、

（ぶーびー、とらあああああああああああっぷ！）

　そして、逆さまにつり下がった。

　いったい何が起きたのか、まったくわからなかった。天地が逆さまになった視界に、動く影があった。

　ふわふわの髪に小学生サイズの小柄な体つき。もみじのように小さな手には、不似合いなほどごついコンバットナイフを持って、女子高生が歩いてくる。

「豚足」

　怯えた小動物が嘘のように据すわったまなざしで、彼女は言った。

「豚足は、愛姫さまにしかえししたいの？」




　――おまえかあ！　手紙の主！




　背筋が凍こおった。

　そこにいたのは、あの小岩井吉乃だったのだ。
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　あ、どうも、逆さまの国からこんにちは。俺おれの名前は、真ま壁かべ政まさ宗むね。改姓する前は、早はや瀬せ政まさ宗むねでした。元デブのイケメンです。

　今はなぜかブービートラップに引っかかって、逆さづりになっているところです。まったく意味がわかりません。

（――って、逃避してる場合じゃねえ！）

　逆さまになった政宗の視界にいるのは、小こ岩いわ井い吉よし乃のだ。

　とろくて不ふ憫びんでかわいそうだと思っていた、あの安あ達だ垣がき愛あ姫きに従うシンデレラ。

「豚トン足ソク。あなた、愛姫さまにふくしゅうしたいの？」

　似たようなセリフを、再び口にする。

　なんでだ？

　なんであんたがその名前を言うんだ？

（だってそれを言えるのは）

　政宗の脳裏に、八年前の一風景が、走そう馬ま灯とうのように思い浮かんだ。







「ひっ、はっ、ふっ」

　そもそもの昔、政宗がデブのいじめられっこだったことはご存じの通り。

　体重マシマシ背せ脂あぶら多めだった八歳の政宗は、その時も思うように動かない体を引きずって、町外れの雑ぞう木き林ばやしの中を走っていたのだ。

「いたか!?」

「こらでてこいよブタ政まさぁ！」

　いじめっ子どもの追っ手を逃のがれるため、ただもう無む我が夢む中ちゅうだった。

　べつに光の速さまではいらないけれど、もう少しかけっこが速ければと願わなかったことはない。せめていま追いかけてくる連中を、振り切れるぐらいには素早くなりたかった。

　でも、現実は変わらず、デブはデブで。

　体中が心臓になったみたいに苦しくて、ただでさえ出やすい汗が滝みたいに流れていく。

「……ぼっ、ぼくのおうちはお金持ちなんだぞう！」

　――まあ、こんなことを言ってしまう当時の政宗も、少し……いや、かなり世間ずれしていたかもしれないが。

　ともかく八歳の政宗は、遅いなりにも必死に走り続けたのだ。そうして行き着いたのが、例の巨大なお屋や敷しき、『無む敵てき城じょう』の前だった。

　政宗は、自分の立場を忘れて鉄てつ柵さくの前に立ちつくした。それぐらいでかい家屋敷だった。

　古風な白しら壁かべにフランス窓の洋館で、足下には広々とした緑の芝しば生ふ。花か壇だんには花が咲き乱れている。

「……すごい。ぼくんちよりおっきい……」

「みつけたあ、早瀬政宗！」

　うわみつかっちゃったあ！

　我に返った時は遅かった。後ろにはずらりと並ぶ地じ獄ごくの番犬ズ、もとい政宗をいじめる悪ガキたち。政宗は涙目だった。本気で死を覚かく悟ごした。

「へへ。もう逃げられねえぞ」

「手こずらせやがって」

　逃げ場所などないのに後ずさった――その時だ。

　バウバウバウ！　と、本当に本物の番犬ドーベルマンが、庭の奥から吠ほえたてながら、こちらに向かって走ってきたのだ。

　間に柵があったとしても、大型犬の迫力は充分すぎた。

　政宗もいじめっ子も、犬の強面こわもてに面食らってびびっていると、後から可愛かわいい女の子がやって来た。

「――こらショーン！　やめなさい。どうしたの」

　嘘うそではない。本当に可愛かったのだ。

　白いリボンと同じ色のワンピース。いったいどこの妖よう精せいの国からやって来たの。そう問いたくなるほど可か憐れんな顔。今は少し、柵の向こうの不ふ審しん人物たちに警戒心をあらわにしているけれど、本当に綺き麗れいで可愛くて。

「あなたたち、どこから来たの？」

　番犬の大きな首をなでながら、彼女が尋ねる。それが――のちに政宗を『豚足』と名付けるクソ女、安達垣愛姫だったわけで。







　つまり、一つだけはっきりしていることがある。

　政宗のことを『豚足』と呼ぶのは、政宗のことをいじめていた小学校の番犬ズと、あの屋敷にいた『残ざん虐ぎゃく姫ひめ』こと安達垣愛姫だけのはずである。

　小岩井吉乃は持っているコンバットナイフを一いっ閃せんさせ、トラップのロープを切断した。

　政宗は、真っ逆さまに落下した。

「でっ」

　それでも政宗の頭の中は、『なんで!?』の一言ばかりだった。なんでだ。なにせ政宗が覚えているかぎりで、こんなにちびっこい女の子が番犬ズに加わっていた覚えはない。愛姫の周りにだって――。

（いや――待てよ）

　政宗は、直前で待ったをかける。混乱する頭で、必死に考える。

　いま自分の部屋に貼はってある写真を思い出せ。八歳の安達垣愛姫が写っている、あの古い写真だ。

　真ん中には愛姫と太った政宗がいて、背景には白壁の無敵城。そして花が咲き零れる花壇。

　こいつを脳内で拡大してみれば――。




　倍率一二五％ズームアップ――なにもない。

　倍率一五〇％ズームアップ――なにもない。

　倍率二〇〇％ズームアップ――なにもな――。




（いたああああああああ！）

　すげえ端はしっこの館やかたの窓に、なんか人っぽいのが写ってる。髪はふわふわ、どこか眠そうな顔つきの子供。どう見ても目の前にいるこの人としか！

「あ、あ、あの時、館にいた!?」

「うちはむかしから、安達垣さまにつかえるかれいのかけいなの」

「カレーの家計？」

「家令の家系。使用人ひとすじさんびゃくねん」

　インドじゃないのか。えらい気合い入ってんな。

　などと間の抜けたリアクションを返している場合ではなかった。そこまで鉄の絆きずなで結ばれたご主人様がいるというのか。それが愛姫なのか、吉乃にとっては。

　政宗は――全身から力が抜けていくのがわかった。

　実に八年ぶりの再会で、愛姫に復ふく讐しゅうしてやることだけを考えてきたけれど、案外あっけなく終わりは来たみたいだった。

　だっていま目の前にいるのは、可か哀わいそうなシンデレラではない。主人のためにナイフで武装した死神だ。すっかり見た目の小動物っぷりにだまされてしまった。

「……はは。笑いたいなら笑えよ」

　あえて受け入れよう。でもな、それでも俺は――。

「それでも俺は、あの女に一いち撃げきくらわせてやろうと思ったことを、後こう悔かいする気はまったくない！」

「……いいんじゃない？　やれば？」

　――へ？

　吉乃は、あっけにとられる政宗のところに近寄ってきて、ちょっとよろけた拍子に足首を切断――ではなく、こちらの足首にからみついたままだったロープを外してくれた。

「わたしもきょうりょくしてあげる」

　訳がわからなかった。

　だってこいつ、自分で家令の家系だって言ってなかったか？　使用人一筋三百年って。それが協力って？

　彼女はどうして政宗が不思議がってるかも分からないらしく、きょとんと小首をかしげた。

　これは――。

「いやっ、いい！　自分でやるから！」

　なにか本能的にキケンを感じて、脱だっ兎とのごとく逃げ出した。







　まったく恐ろしい目にあった。本当に信じがたい出来事だった。

（……べつに俺、間違ってないよな。あれでよかったんだよな）

　政宗は、校舎の窓枠にもたれながら、昨日の体験した恐ろしい出来事について振り返っていた。

　協力なんて、してもらうつもりはない。やるなら一人だ。これは政宗の政宗による、政宗のためのデッド・オア・ラブ作戦なのだから。

　だいたい残虐姫の家来なんて、何か罠わながあったらどうする。

　四階の窓からは、隣の校舎へと歩いていく安達垣愛姫が見えた。いつものように、きらびやかな御ご前ぜん様ハーレムを形成しつつ、つんと澄まして歩いていく。

　どうだ見ろ。見ているだけでふつふつと怒りとやる気がこみあげてくる、イイ面構えではないか。

（そうだ。次の作戦のステップは――『安達垣愛姫とメル友になる』だな。よし）

　手帳にメモった復讐計画を確認し、窓から離れた。

「おーい。まっさむっね君！　そっちに行っても教室戻れないよー！」

　政宗は、頭をかきながら振り返る。

「あれ――双ふた葉ばさん」

「まだ学校慣れてない？　案内図でも作ってあげようか？」

「悪いよそれは」

「へーきへーき。これも委員長のつとめだから。転入生君のためならいっくらでもがんばっちゃうよ。へへ」

　なんとまあ、やる気にあふれたセリフを。

　彼女の名前は、双葉妙たえ。政宗が所属する、二年Ｂ組の委員長だ。

　ショートカットの姉御肌で、こちらの転校初日からかいがいしく世話を焼いて声をかけてくれる。ちょうどこんな具合にだ。まさしく親切心が服を着て歩いてるような子だった。

　政宗は、彼女について歩き出す。必然的に、一いっ緒しょに教室へ行くことになってしまった。

「そうだ。今度ねー、クラスでバーベキュー大会でもやろうかって話してるところなの。みんなで河原かわらで楽しいよ」

「ははは。すごいね」

　なあ。なんで休みに集まって肉を焼かなきゃいけないんだ。理解不能だ。

　思う腹とは裏腹に、政宗はちょっと試してみることにした。作戦の予行演習だ。

「なあ、双葉さん」

「ん？」

「よかったら俺とアドレス交」

「なに？」

「こう……っ」

『換かん』――ただその一言が、どうしても言えなかった。本当にどうしても出てこなかった。さわやかな笑顔を貼りつけたまま、だらだらと冷や汗だけが流れていく。

「……どうしたの？　まさむね君」

「ごっ、ごめん。急用思い出した。こっちでいいんだよね！」

「え、え、え！」

　政宗は走った。走って走ってＢ組の教室に駆け戻って、今まさに背伸びしてロッカーの荷物を取ろうとしていた愛らしい小こ十じゅう郎ろうきゅんのところで靴くつ底ぞこ急ブレーキ！

「……な、なあ！　小十郎。ちょっと俺と常識クイズしてみないか？」

「え、クイズ？」

「スマホでアドレスを交換する時、登録してあるアドレスの数も一緒にばれる。○か×か！」

「…………×だと思うんだけど」

「ほんとか？　ほんとだな？　嘘つきは泥棒のはじまりだからな？」

「っていうか真壁君、なんでそんなこと気になるの……？」

　やったことないからに決まってんだろ！　言わせんな恥ずかしい！







（ＬＩＮＥやろうとか、メルアド教えろとか、言ってきた奴はいたぞ？　そりゃもうたくさんさ）

　けれど、長いこと豚足生活で、脱出してもその過去をひた隠しにしてきた政宗にとって、プライベートをさらすような真似まねができるはずがなかった。ツイッターもフェイスブックも、インスタグラムも同じだ。どこでぼろが出るかわからないから、ずっとその手のツールからは距離を置いてきた。

　とりあえず、こちらからアドレスやＩＤの交こう換かんを申し出たところで、ぼっちがばれることはないらしい。それはよかった。ちょっとほっとはしたけれど、真壁政宗十六歳、念には念を入れる男だった。聞いておきながら断られるようなへまはしたくない。

（なんかないかな。俺が安達垣に聞いても、不自然じゃないシチュエーション。もしくは向こうから聞いてくるようなの）

　同じ部活に入る？　たしかあいつは習い事ばっかりで、学校の部活には入ってなかったはずだ。委員会は――。

「んもーうっ、やめなってば！　ケンカしなーい！」

　政宗は、顔を上げた。

　教室後ろの扉とびら近くで、双葉委員長が声を張り上げている。

　いつもながら元気だなと思うが、なんだか様子が変だ。眉まゆをつり上げた女子生徒数人と、坊ぼう主ず頭の男子生徒一人が、委員長を挟はさんでにらみ合っていた。というより、女子が数に任せて男子の方を責め立てているような感じだ。

「なにそれ。べつにケンカじゃないわよ。コイツが一人で当番さぼってるだけなんだから」

　女子が委員長に言えば、男子も男子で弁明する。

「そ、そう言うけどさあ、こっちも大会近いから抜けられないんだよ。わかるだろ？」

「わかんないわよ。試合あれば委員の仕事はさぼって当然ってこと？　うわ最低。野球部の横暴」

「なにもそこまで言ってないだろ」

「いってるようなもんじゃん！」

「だからケンカしないで。おちついてよー！」

　必死に双葉委員長が取りなそうとしているが、それがかえって女子陣の機き嫌げんをそこねてるようだ。一人はチッと舌打ちし、委員長をにらみつける。

「双葉ぁ。あたしらとしては、Ｂ組から美化委員の仕事してくれる奴出してくれれば、なんにも問題ないのよ」

「そうそう。放課後に旧校舎の掃除するだけなんだから。なんなら双葉がかわりにやってくれる？」

「え？　で、でもあたし、部活もクラス委員もやってるし――」

「でしょ？　できもしないことに口出さないで。うざいから」

　うわキツッ。双葉委員長の顔から、さっと血の気がひいていく。

　政宗は席から立ち上がると、彼らに声をかけた。

「俺がやろうか？」

　そう言ったら、みなが目を丸くした。「真壁が？」「まさむね君が？」「うそ、真壁政宗君!?」――それぞれ信じられない顔で政宗を見る。政宗は、笑いながらうなずいた。

「うん。だって俺、まだどこにも入ってないからさ。夏の大会終わるまででいいんだろ？」

　野球坊主君が、「真壁ええ！」と泣きそうな顔で飛びついてくる。やめて、むさいから。

「マジ感謝！　助かるわ！」

「がんばって勝てよ」

「あたぼーよ！」

　毒づく腹の中とは裏腹に、政宗の顔は善人モード全開だった。

「あの……ほんとにいいの？」

「いいっていいて」

　双葉委員長に言った。

　ほんとに問題ないよ――ちょっと思い出したんだよね。安達垣愛姫あいつが、美化委員だったことに。







　かくして政宗は、堂々と美化委員が集まる場所へ顔を出す権利を手に入れたのだった。

　野球坊主君いわく、放課後に旧校舎前へ集まって、委員で手分けして校舎まわりの清掃をするらしい。「この礼は甲こう子し園えんで必ず！」と、彼はユニフォーム姿でグラウンドへ駆けていった。まあせいぜいがんばってくれたまえ。

　たどりついた旧校舎前には――いたいた。長い黒髪の残虐姫。非常に絵になる姿勢でたたずんでいる。

　さて、こちらからはなんと声をかけるべきか。いかにも奇き遇ぐうっぽくふるまった方がいい気がする。

「あれ、安達垣さんも美化委員だったんだ」

「え――真壁？」

　なんでここに？　と言わんばかりの顔。よっしゃ、何十という脳内シミュレーションを経ただけに、ここまではまったく予想通り。

「俺は、クラスの奴の代理なんだ。安達垣さんがいるなら安心だな」

「安心って……」

「いろいろ教えてくれるかな」

　そこまで言った時だった。

「いやあああ真壁くぅぅん！　ほんとに来てくれたんだ！　ありがとう助かるっ」

　……おおっと。続けようとする端から女子の洗礼が。あっという間に囲まれてしまう。

「普通こないよー。ほんと偉いよね。うちの男子ときたら――」

　参ったな。こっちは話してる途中だってのに。まあ仕方ないよなイケメンだもんな。だがしかし！　それでも俺は安達垣愛姫を優先することで好感度を上げ――って、いねえよ！　召集かかってるからってさっさと歩いてくなよおまえ！　俺はどうでもいいのかよ！　一ミリでいいから振り返れよ！　おい！　おおい！




（……かわいくねーなー）




　なんだか自信がなくなってくるじゃないか。

「はいそれじゃあ、一年は表の草取り。二年は旧校舎内の窓拭ふき。三年は床掃除でお願いしまーす」

　リーダーの号令とともに、美化委員が持ち場へ散っていく。

　政宗たちもえっちらおっちら、掃除道具片手にお掃除をはじめる。

「ちりとりどこー」

「こっちまだやってないよなー」

　どことなくけだるげな雰ふん囲い気きがただよう中、政宗もまた適当な教室に入り、一人で窓を拭き始めた。雑ぞう巾きん片手にごしごし、ごしごし。

（……なにやってんだ俺）

　わざわざ掃除当番の交代まで申し出て。あげくスルーはないだろうスルーは。

「わあっ、すごい偶ぐう然ぜん！　これって運命の赤い糸？」――とまでは行かなくても、もう少し反応してくれたっていいだろうに。ちらとも振り向かないで速足とはひどすぎるだろう。

「……あ、曇くもり発見」

　つぶやきながら根詰めて磨みがきまくっていると、自分が本当にとるに足らない惨みじめな人間に思えてくる。

　どうせアドレス交換するにもびびるような奴だし。

　痩やせたけど元・豚足だし、クモは死ぬほど苦手だし。ＬＩＮＥいじめとか怖くてしょうがないし。

　――いかん。本気で落ち込んできたぞ。

「まさむね君」

　……はぁいなんですか。アイム真壁・豚の足・政宗君ですよ。実にとるに足らない男ですよ。こんな俺になんのご用事ですか。

「ごめんね、掃除中」

「あ」

　双葉妙だった。

　政宗は、あわてて雑巾をそのあたりに置いた。双葉委員長は笑う。けれどその笑みは、どこかぎこちない。

「その……うん。特にね、意味はないんだ。様子見に来たっていうか……謝りたいっていうか……まさむね君に面倒なこと押しつけちゃったって思ったから」

「いや、いいってそんな。委員長が責任感じる必要ないって」

「ううん！　自分でもわかってるんだ。おせっかいの口ばっかりって。黙って助けてくれるまさむね君とは、正反対だ……」

　委員長は、そう言ってうつむいた。制服の肩が、細かく震えていた。

　今さら政宗は意識した。この旧い教室の中に、いるのは自分と委員長だけだった。

　いわゆる、このシチュエーションってやつは――。

「委員長……」

「あのさ。バーベキュー大会は、みんなと一緒がいいけど。その前に映画とかいかない？　ふ、二人で……」

　告白――ってやつではありませんか――っ!?

　元気でボーイッシュな顔立ちの委員長が、いつも明るい双葉妙嬢じょうが、顔を真っ赤にして言うのだ。もはや決定としか言いようがなかった。

　めきめきと、どん底にまで落ち込んでいたテンションが回復していくのがわかる。すげえうれしい。最高にうれしい。そうだよいけてるじゃん俺！　大丈夫じゃん俺！

　だが、そこではたと気づいた。

　ここで委員長の告白を受けてしまったら、俺の復讐計画はどうなる。安達垣愛姫を落として捨ててやるという、壮大な計画が。

　くそ、やっぱり駄目だ。政宗は、断腸の思いで断るしかなかった。

「……委員長のことは、すごいイイコだと思う。だけど、ゴメン……」

　委員長の表情が、みるみる曇り、悲しみに染まっていった。

「そ、そっか……ありがとう。言いにくいこと言わせちゃってごめんね。これからもトモダチでいてね」

　ただそれを言うのが精一杯とばかりに、泣き笑いの顔で教室を出ていく。

　…………。

　…………。

　…………。

　はあ。もてる男は辛つらい。もてる男は罪だ。さすがにマジ告白を蹴けるのは心が痛む。

　これからもこんなことが続くんだろうか。そう思うと微妙に憂ゆう鬱うつな気分になる政宗の前に、なんと本命が顔を出した。

　安達垣愛姫だ。

「……バケツ、新しいのと交換に来たから」

　彼女は固い表情のまま、水入りのバケツを持って教室に入ってくる。

「サンキュ、安達垣さん」

「今の人――委員でもなんでもない人よね」

「うん。ちょっと話があったみたいだ」

「話、ね。おモテになってけっこうですこと」

　こちらに背中を向けているけれど、声には露ろ骨こつにトゲがあって、ちょっと可愛いなと思ってしまった。なんだか俺、嫉しっ妬とされてるっぽい？

　政宗は、さわやかに困った顔をしてみせる。

「……好きでもない子に、いくら誘われてもうなずけないよ」

「そう。誰だれならいいの？」

「安達垣さん」

　さあさあどうだ。この天てん下か御ご免めんのモテメンが直々にお誘いしてやるぞ。今ならダイナミックキャンペーン中！

「どう？　安達垣さんと一緒に遊びに行けたらって思うんだけど」

　安達垣愛姫が、床のバケツから手を離した。お人形めいた美び貌ぼうが、政宗を正面から見返した。さすがに緊張して冷や汗がにじむ。

　そのまま彼女は――にっこりとわらったのだ。

「ありがとう」

　ありがとう。ありがとう。ありがとう。

「…………そっ、そっか。良かった。あの、アドレス教えてくれる？　連絡するからさ」

　こくりとうなずく愛姫。うわあなんてこった。こんなにトントン拍子で目標達成しちまうなんて。

（さすが俺。さすが『ただしイケメンにかぎる』！）

　あとはスマートにアドレスの交換をすればいいだけだ。この期ごに及んで操作方法をミスるなどというアホな醜しゅう態たいをさらすわけいはいかない。ぶつぶつと小声でおさらいをしていると、

「ああ、でも、ごめんなさい。いま携けい帯たいは修理に出してるの。次の当番の時でもいい？」

　え？

　愛姫が申し訳なさそうにしている。

　修理。そっか……拍子抜けだけど仕方ない。

「わかった。じゃあ次の時にね」

　笑いあう二人。こちらの手にかかれば、ざっとこんなものだった。政宗は高笑いをしたいほどだった。




▼▼▼




　――翌週。政宗は約束通り、旧校舎にやってきた。

　制服のポケットにはもちろんスマホが入れてある。安達垣愛姫の姿は、と――。

（あれ、いない？）

　掃除がはじまる。だけど、やっぱりいない。

　おかしい。政宗は、首をひねりながら自分に割り振られている教室に行く。

　風邪かぜでも引いているのだろうか。確かにここでと言っていたはずなのに。

　がたつく窓を開けて、もう一度教室内を振り返る。

「ん？　真壁君へ――？」

　黒板に、なにやらメモが貼ってあることに気がついた。

　視力二・〇の目を細め、メモに近づく。やはりそうだ。真壁君へ。習字のお手本になりそうなぐらい綺麗な字だ。

「教きょう卓たくの中を見てください……？」

　その教卓は、政宗のすぐ後ろにあった。引き出しが一つついている。この中だろうか。

　開けた政宗は、目を疑った。同じようなメモが入っていたのだ。

「掃除ロッカーの中を見てください……？」

　ロッカーの中にも、メモが一枚貼ってあった。

「窓側一番後ろの机の裏」

　政宗は、いわれるままに机をひっくり返した。今度は小さな鍵かぎと、やっぱり同じメモがセロテープで張り付けてあった。

「飼育小屋の中を見てください……？」

　なんだよ。いったいなんの伝言ゲームだよ。意味不明ではあったが、ここまで来たらつきあうしかない。なかば意地になって、指定された飼育小屋を探しにいった。

（小屋か……俺、まだ見たことないんだよな。どこにあるんだ？）

　学校の飼育小屋は、さんざんうろついた結果、校舎裏の端の端に見つかった。

　トタン屋根と金かな網あみに囲われた小屋の中で、ヤギやらウサギやら鶏やらが飼われているようだ。ときどき小さな鳴き声も聞こえてくる。長なが野のの分校時代を思い出した。

「鍵、は……これで開くのか」

　なにげなく扉を開ける。それがすべてのはじまりだった。

　政宗は懺ざん悔げする。視力二・〇のくせに、こんな時にかぎって気がつかなかったのだ。扉に『危険・生物部』の文字があったことを。




　――こけええええええええええええええええええええ！




　薄うす闇やみにとどろくのは、怪鳥の咆ほう哮こう。

「ぐあ！」

　次の瞬間、政宗の眉み間けんに激げき痛つうが走った。政宗は顔をおさえて飛び退のく。地面にまるまる太ったニワトリ（推定・白色レグホン３キロ）が着地した。

「な、な、な」

　ニワトリか？　いま自分は、この鶏に顔面蹴られたのか？

　その鳥はどこまでもふてぶてしい顔つきで、片かた膝ひざをつく政宗を見み据すえている。後ろにはもう三羽いた。おそらく軍鶏しゃもとチャボと名古屋コーチン種。

　額をおさえていた手を離すと、べったり血がついていた。

「こけっ」

「こけっ」

「こけっ」

　凶相のニワトリたちは、不気味な警戒の声をあげながら、政宗の周りを等とう間かん隔かくに回り続ける。一羽の脚輪には、今までと同じ色のメモが挟まっていた。

「……取れっつーのか？　こいつらから？」

　こけっ。こけっ。ひたすらあざけるように鶏が鳴く。じりじりと回る輪の範囲を狭せばめながら、こちらの退路を断ちに来ている。

「ああ……まるで飛んで火にいる夏の虫。血祭りの準備とでもいいたいみたいだな……」

　だが――断る。

　自分はここで死ぬわけにはいかない。

　生きて安達垣愛姫に復讐しなきゃいけないんだよ！

「……たかが家か畜ちく。たかが鳥類の分際で、ヒト科ヒト属イケメン様に逆らう気か！　いい度胸だかかってきやがれ！」

　くええええええええええええええ！




　――FIGHT!




　戦いのゴングが鳴り響ひびく。

「あっ、こら目は反則だぞ目は！　こうしてやるこうしてやるこうしてやる痛いた、痛ーってのいたたたたたホワチャ――っ！」




▼▼▼




　――戦いの、果て。

　俺、真壁政宗は戦いきった。

　俺、真壁政宗は負けなかった。

「――俺は、勝った……！」

　激しい死し闘とうだった。バトルの代だい償しょうの傷は深かった。そこらじゅうが生傷だらけ。まだふわふわと小さな羽がまとわりついている。けれど、いま小こ脇わきに抱えているニワトリどもを黙らせ、脚からメモを取り外すことには成功した。

「……くそ、苦労させやがって……『はじめの、場所から、窓を見て』……？」

　政宗は、最後の気力をふり絞しぼり、メモに従って旧校舎の階段をあがる。

　足が重い。視界がかすむ。

　だんだん何がなんだかわからなくなってきた。そもそも俺は、いったいなんのために鶏の首をしめなきゃいけなかったのだ？

　はじめの目的も記憶も曖あい昧まいになりそうな極限状態。政宗は、その中で教室の窓を開けた。

「――は」

　そこで、信じられないものを――見た。

　校庭の真ん中に、安達垣愛姫が立っている。

　彼女は長い黒髪を風になびかせ、完かん璧ぺきな微笑を浮かべ、手に持つ巻物風の何かを高々と掲かかげる。

　スパーンと、その中身をつまびらかにしてみせる。

　今までと同じ綺麗な文字で、




『お断りよ』




　そう一言。墨書きで書いてあった。

　相手はこちらが読めているとわかっているようだった。再び巻物を巻き直すと、一礼とともに校庭から退場していく。

　鞄かばんからスマホを取り出す後ろ姿からは、表情が見えない。けれど、高笑いをしていても、まったくおかしくはない。つーか。

「ふっっっざけんなよお前！」

　だめだ！　やっぱり最悪だあの女！　ぜったい許さねえって！　許、許、ふぐぁああああああ！

「おきのどくさま」

　錯さく乱らんして窓辺にはりついていると、声がした。

　小岩井吉乃が、ホウキを抱えて入ってきたところだった。

　彼女はドアのレールにけつまずくものの、なにごともなかったように掃除をはじめている。

「何しに来たんだ……？」

「愛姫さまのかわりにおそうじ」

　さっさかさっさか、黙々とホウキを操っている。

　ああ……まあそうだよな。使用人一筋三百年だもんな。家令の家系だもんな。

　政宗は、ため息をついた。

「……あんたの主人のぶんは、俺がやっとくから。出てってくれないか……？」

　正直、今は誰の顔も見たくなかった。好きなだけ落ち込みたかった。

　そうしたら。

「あなたあますぎなの」

　小岩井吉乃は、可憐な声でそう言った。

「きょうりょくするっていったでしょう？　わたしにまかせてくれれば、アドレスのこうかんもデートもおもいのまま、だよ？」




　――なんだって？







[image: ]







　たとえばよく晴れた日曜日。ファッション雑誌から抜け出たような、イケてるコーディネートできめた政まさ宗むねが、駅前で安あ達だ垣がき愛あ姫きを待っているとする。

　普通に立っていても、見るからに人目を引く立ち姿だ。当然、通行人の視線が集まる。そこに改札を抜けた愛姫がやってくる。

「ごめんなさい、待った？」

「いま来たとこだよ、安達垣さん」

「良かった」

　完かん璧ぺきな美男に完璧な美女の取り合わせに、通行人からはため息が漏もれる。

　そこから二人は映画館に行き、ロマンチックなラブストーリーを堪たん能のうした後、景色の綺き麗れいなレストランで食事をしながら映画の感想を語り合う。カンヌで賞も取った映画監かん督とくの創作理論と、美術の手仕事で盛り上がる。

「あなたの視点はおもしろいわ」

「君には負けるよ」

　安達垣愛姫ははにかんだように微笑ほほえむ。

　楽しいデートも終しゅう盤ばん。そろそろ別れの時間がやってくる。

「今日はありがとう真ま壁かべ。とても楽しかったわ」

「俺おれもだよ」

「あなたって本当に素敵な人ね」

　愛姫はそう言った後、ふいに泣きそうな顔で政宗の胸に飛び込んでくるのだ。

「安達垣さん――」

「……今までひどいことばかり言ってごめんなさい。私、本当はあなたのことがとても好きよ」

　政宗はそんな彼女の肩を抱き返し、そっと耳元に囁ささやくのだ。




「誰だれが好きになるかよ、お前なんか」




　こちらが言ったセリフが信じられず、愕がく然ぜんと目を見開く愛姫に向かって、政宗はにやりと笑う。積年の恨うらみを、たっぷりとこめて。

「今までさんざん人のこと馬ば鹿かにしてきただろ。今さらしおらしいこと言って通じるわけないじゃないか。お前みたいな性格ブス、誰が好きになるかよ」

「そ、そんな嘘うそ……嘘って言って……真壁……」

「恨むんなら自分の行いを恨むんだな、ははははは！」

　いやああああ！

　膝ひざをついて泣き濡ぬれる残ざん虐ぎゃく姫ひめに、政宗の哄こう笑しょうが重なる。晴れて悲願達成。大団円。真壁先生の次回作にご期待ください。







（――てなことができるとでも？　ねえ小こ岩いわ井いさん）

　政宗の妄もう想そうは、そこで終わった。

　そもそもカンヌで賞取った映画監督の創作理論どころか、名前もおぼつかないし、景色の綺麗なレストランなんぞ、予約したことすらない。あんなチョロすぎる安達垣愛姫がいるか？　チョロインか。簡単でいいなあ！

　だが、小岩井吉よし乃のは言ったのだ。自分の手にかかれば、デートもアドレス交こう換かんも思いのままだと。それはつまりこういうことではないのか？

「……や。でもあんた家令の家系なんだろ？　なんであんたが？」

　半はん信しん半はん疑ぎどころか不信たっぷりに尋ねると、吉乃は小首をかしげる。

「そんなにへん？　あなたならわかるとおもうの。わたしがどれだけ苦労してるか」

　澄んだ瞳ひとみで見つめられて、政宗はまたも言葉につまった。

　それはまあたしかに、毎回パンを買いに走らされるは、茶を買いに走らせるは、あのパシリっぷりはまさしくシンデレラにふさわしいと思ってしまったぐらいではあるが。

　吹けば飛びそうな小動物フェイスはそのままに、吉乃は人差し指をたてる。

「愛姫さまは、すこしじぶんをみつめなおすひつようがあるとおもうの。あなたにふられてけんきょになるなら、わたしにもメリットはじゅうぶんある」

　メリット、という言葉が妙みょうに生っぽく響ひびいた。

「じゃ、携けい帯たいかして」

「え？」

「携帯」

　呆ぼう然ぜんとする政宗の前に小さな手が差し出されて、そのままスマホを渡してしまう。吉乃は当たり前のように自分のスマホと政宗のスマホを操作して、また戻してきた。

「わたしの番号、いれといたからね」

「あ、ああ……」

「だいじょうぶ。きっと週末にはデートできるよ。豚トン足ソク」

　吉乃は子リスみたいにもじもじしていたが、こちらと目が合うと、はにかんで笑った。

　顔だけなら本当に可か憐れんで不ふ憫びんって言葉がぴったりくるというのに。

　――あなたあますぎるの。

（わかんねえ、小岩井吉乃！）




▼▼▼




　政宗は、教室の自分の席で、自分のスマホのアドレス画面を見つめていた。

　家でも何十回と見返したかわからない、小岩井吉乃のナンバーだ。これは罠わななのか。そうじゃないのか。裏があるのか。ないのか。

（………………祝☆女子アドレス）

　って逃避してる場合じゃねーから！　そこ違うから！　血迷うな俺！

　考えすぎの果てに、ひとりつっこみで頭を振ってると、バイブが震えてさらにビクッとした。

　問題の吉乃からのメールだった。




『作戦せいこう。そっちに愛姫さまがいくから、はなし、あわせておいてね』




　――話？

　訳がわからず、まじまじと画面に見入る。

　そこに教室のドアが開いた。現れたのは、なんと安達垣愛姫だった。

（こいつ、どのツラさげて！）

　その人の形をした悪あく魔まは、むっつり不ふ機き嫌げんそうな表情を隠そうともせず、戸口から政宗のことをにらみつける。こちらも先日の借りを思い出して血管を切りそうになる。

　ヤツは、「ちょっといい？」とばかりに、廊下を指さしてきた。

（……ケンカか？　いいぞ買うぞ？）

　殺人ニワトリの恨みを晴らす時だ。内心の怨おん念ねんを押し隠しつつ、愛姫の後ろをついて歩いていく。

　校舎の人通りのない踊り場までやってくると、愛姫はいきなり振り返った。

「正直、迷惑なのよね」

　あ？

　噴出しかけた黒オーラ。思わぬ形で出鼻をくじかれる。

「あなたのメンタルが、豆腐なみなのはよくわかったけど。でもだからって、あてつけみたいな真似まねはやめてくれない？」

　なぜそこでため息をつく？　何が起きている？

「……えっと、ちょっと話が見えないっていうか……俺がなにか……？」

「とぼけないでよ。食事も喉のどを通らないんでしょ？　授業中に泣き出して保健室登校で、長なが袖そでの下にはためらい傷がいっぱいで」

　……あの。どこのメンヘラ失恋女子ですかそれは。

「あなたのことなんて好きでもなんでもないけど、この間のぶんも入れて謝罪してあげなくもないわ。一日ぐらいならつきあってあげる」

　彼女はそう言って、映画のチケットらしいものを一枚、差し出してきた。

「これに感謝して心安らかに過ごすことね」

　じわじわと思い出してきた。




　――作戦せいこう。そっちに愛姫さまがいくから、はなし、あわせておいてね。




　そうか、なるほど。これのことか！

　吉乃のメールの意味が、やっとわかった。なんて上から目線のお誘いだコノヤロウと思いつつ、政宗は一転して笑顔を作る。

　せっかくのチャンスだった。利用できるものは利用させてもらうしかない。

「ま、まじ？　すげーうれしいよ安達垣さん！　さんきゅー！」

「ちょっと、なにつけあがってるの？　一日だけってわかってる？」

「だって嬉しいんだよ。ずっと見たいやつだったんだ。ていうかデートだよねこれ」

「軽々しくそういうこと言わないで」

「え、だめ？　もしかして初デート」

「ば、ばかにしないでよ！」

　そんなやりとりをしてる最中、政宗は愛姫の後ろの柱に、例のふわふわな頭を見た。

　小岩井吉乃は、顔を半分だけ出してこちらを見ていた。にこりともしないで、ぐっと親指だけを上に向けた。

（やるな、おぬし……！）

　本当に残虐姫と話を付けてしまうとは。

　かくして政宗は、吉乃が言った通りにデートをすることになったのである。




▼▼▼




　――さあいざ、リアルで決戦の時！

　政宗は、ばさりと寝間着のＴシャツを脱ぎ捨てる。

　脱衣場の鏡に、上半身裸の自分が映る。少し甘めかもしれないが、すっきりと整った目鼻や顎あごの輪りん郭かくをじっと見つめる。見つめて見つめて見つめ倒す。よし。

　唐突に右斜め四十五度角チェーック！

「よしイケメン！」

　左斜め四十五度角チェーク！

「大丈夫イケメン！」

　上から！　下から！

　あえて髪を乱してややワイルド！　きっちりまとめて委員長風！　ハード！　ゆるふわ！　きれいめ！　ロック！

「オールクリア！　ありがとうございます！」

　礼をして終わる。

「……フッ、いける。これならやれる……」

「――以上、変態の現場からお送りしました」

「コラ千ち夏なつ！」

「やーんまーくんかっこいー！」

　なんでか千夏が女子アナの真似をしてたり、絹きぬ江えが脳みそを花畑にして声援を送っていたりする。おまえら出てけ。一秒でも早く。

　ともかく服を着替えて、家を出た。

　今日は約束の土曜日だった。愛姫に指定された映画館は隣町だったので、シネコンがある駅の前で待ち合わせをすることになっていた。

　なんとなく不安だったので、一応ウィキペディアでカンヌ映画祭とアカデミー賞の項目を熟読してきてはいる。グルメサイトで評判のいいレストランの連絡先もおさえてある。これでネタがゆうばり国際ファンタスティック映画祭に流れなければたぶん大丈夫。たぶん。

「――うわ。ちょっと見てあれ。すっごいカッコイイ！」

「どこ行くのかな。でもあの感じじゃぜったいデートだよねえ」

　電車の吊つり革かわにつかまって腕の時計を気にするふりをしながら、さりげなく入ってくる周りの声に耳をダンボにして気を強くする。こちらはまさに、妄想の通りだ。うんうん大丈夫。いまの俺はイケてる問題なし。

　隣に愛姫が並べば、この賞賛も二倍二倍か。まったくパンピーってのはちょろすぎて片腹痛いですな！

　でも、改札を出た政宗を待っていたのは、予想外の人だかりだった。

「……うわ。ちょっと、見てあれ。すっごいカッコ……」

「どこ……までイッちゃった……っていうかなんのバイト……？」

　んん？

　政宗は目を細める。そこは、駅前広場の大時計前。まさしく政宗が愛姫との待ち合わせ場所にしたところだった。

　なにげなく野次馬の中にまぎれこんでみた政宗は、声をなくした。

（は、はいいい？）

　たぶん信じてもらえないけど報告しよう。

　残虐姫こと安達垣愛姫が、魔ま法ほう少女のコスプレをして立っている。

　繰り返すぞ。

　あの残虐姫こと安達垣愛姫が、超ミニでふりふりな魔法少女のコスプレをして立っている。

　ものすごい仏ぶっ頂ちょう面づらで、むちゃくちゃ居心地悪そうに立っている。

（あ、あれって確か……大昔の日曜朝にやってた『わたしはハダピュア』とかいう……）

　そう。たぶんあっているはず。

　美白にこだわる白い魔法少女ホワイトニングと、美肌にこだわる黒い魔法少女サンスクリーンが、お肌の敵と戦う女児向けアニメだ。いろいろトンチキな設定ながらも、友情やバトルのツボをおさえたストーリー展開で、本来のターゲット層以外のハートもがっちり。続編や劇場版も毎年作られていると聞いている……。

「あの～、写真撮らせてもらってもいいですか？」

　あっ、ついにマニアな人につかまったぞ！

　愛姫は、露ろ骨こつにうろたえた。

「な、な、何を」

「よくできてますねよねえ！　ハダピュアのホワイトニングのコスですよね。あえて初代ってとこが渋いなあ。自分で作ったんですか、それとも業者？」

「し、知らないわよそんなの。私はただ」

「特にこのフリルのところなんて――」

　鼻をのばした男が、カメラをかまえるふりをしながら愛姫のきわどいスカートの裾すそを触ろうとする。いやそれむっちゃドサクサだろう！

「安達垣さん！」

「ま、真壁！」

　愛姫が男の手をふりはらい、野次馬の間にいた政宗のところへ駆けてくる。そのままこちらの後ろにさっと隠れた。

「……く、くそ、男連れかよっ」

　マニアさんは怒りと悲しみが一体になった怨えん嗟さの捨てぜりふを吐いて逃亡していく。

　なんて言うか……どうしてこうなったって感じだ。

「だ……大丈夫？」

「……これだから無ぶ粋すいな男はキライなのよ。雑ぞう巾きん＆サン○ール略して『ぞうさん』のあだ名を進呈してあげるわ」

「略すればフツーなところが渋怖いね……」

　俺としては、あんたのコスプレ具合の方が意味不明なんですが。

「とにかく……」

　愛姫は乱れた髪をただして一呼吸。

「トラブルは去ったわ。早く行きましょう」

「説明なしなのその格かっ好こう!?」

　思わず叫んじゃったよ。

　そうしたら彼女は、きょとんと目を見開いた後、ハハーンと勝ち誇ったように笑った。

「あーら、なにあなた、ずいぶん経験豊富なふりしてデートのドレスコードすら知らないの？」

「は？　どれす？」

「初デートは打ち解けるために仮装が鉄則。常識中の常識じゃない」

　こちらが口ぽっかーんしていると、ヤツは急に不安になったようで、

「……お、おかしいわね。吉乃の調べが甘かったのかしら……」

　などとこっそり呟つぶやいている。というか甘いんじゃなくて、単に外げ道どうなんだと思うよ。どさくさにまぎれてなに吹き込んでるんだよ腹黒シンデレラ。

　途中でスマホのバイブが震えたから、政宗は断りを入れて物陰に避難した。

　電話の相手は吉乃だった。

『どう？　うまくいってる？』

「……どうもこうもないよ。なんの魔法使えばこんな残虐姫ができあがるんだよ」

　あんたシンデレラじゃなくて魔法使いだったのか。

『魔法じゃない。わたしだからできるの』

　吉乃は淡々と訂正した。

『わたしは愛姫さまの命令はなんでもきく。だから、愛姫さまはわたしがすることに嘘はないって思ってるの。簡単に信じちゃうの』

　それは――理り不ふ尽じんな主従関係を逆手に取った、究極のだまし方とも言えた。たしかに吉乃にしかできない。他人には再現不可能だ。

『じゃあね、デートがんばって豚足』

「……そのあだ名だけはやめてください」

　懇こん願がんしながら通話を切り、あらためて仮装している愛姫を見た。

　なんだか神しん妙みょうな気分になってしまう。その吉乃が仕組んだ結果が今日のデートであり、おぽんちなハダピュアのコスプレというわけか。

　ここにいない小柄な少女のことを思う。あっぱれだ。マジで上には上がいる。このチャンスは使わせてもらうぞ、小岩井師し匠しょう！

「ごめんごめん、待たせた？」

　愛姫は、戻ってきた政宗を、目だけでキッと見やる。

「本当にごめん。ぜんぶ俺が不勉強だったよ」

「……そう？　ほんと口ばっかりでしょうがない奴ね」

「ハダピュア好きなんだね」

「ぜんぜん知らないわよ。単に子供の頃ころにやってたから覚えてただけ」

「かなり朝早い時間にやってなかった？　今はもう起きられなくて無理だなあ」

「バカ？　私はちゃんとレコーダーで予約して――」

　あははははははは。引っかかりました引っかかりました！

　もうぱんぱん手ぇ叩たたきたくなりましたよ。でも顔には出しませんよもちろん。

「ていうか安達垣さんもさ、これがデートだって認めるんだね」

　愛姫は二度目のガンを飛ばす。色んな意味がこもった黒い顔つきでこちらをにらみつける。

「本当にバカじゃないのあなた。これはあなたという人間の浅はかな化けの皮を剥はぐためのテストみたいなものよ」

「うれしいなあ安達垣さんとデート」

「ひとの話は聞きなさい！」

　政宗は、あらためて考えた。

　まだ安達垣愛姫は、こちらのことを信用していなければ、忌いみ嫌う男の一人としてしか見ていない。だが、吉乃の言葉を信じてこんなコスプレをしてしまうのだ。恋愛慣れしていないお子様なのは明らかである。

　きっと吉乃は、政宗に愛姫の弱点を教えようとしているのだ。つけこむ隙すきが必ずあるはず。

（よし）

　――そして、肝かん心じんの映画なのだが。

　まあとにかくおどろいたというかなんというか。まずは観みる場所のこと。

「……え、なにこれ、貸し切り？」

「そんなにおどろくほどのこと？」

　いやあ、相変わらずお嬢じょうだわこの人。

　たどりついたのは、自分たち以外、ひとっこひとりいない貸し切りホール。そのド真ん中に愛姫が座るから、こちらはその隣に腰掛けようとしたら。

「ちょっと。近すぎ」

　ぎろっとにらみつけられる。

　ああそうなのねと、もう五つばかり端はしに移動したら、

「なんでそんな遠いのよ」

　うああああめんどくせっ。じゃあ二つ空けますよ！

　頭をかきむしりたくなる状況で、明かりが落ちた。

　そういえば、肝心の映画はなんというタイトルだったろうか。身なりのチェックばかりに気をまわしてしまったが、もう一回ぐらいチケットを確認しておけばよかったかもしれない。

　スクリーンに出た英字タイトルは――『WORKING DEAD』――？




『いやあああああ』

『ぐ、ぐあっ。見ろ、俺の足が、俺の足がねえ！』

『ダーリン、お願い来ないで！』

『なぜだいハニー。あの頃みたいに笑ってくれよ』

『死んでるからよ！　来ないで、こな……』

『ああ、うまいなあ君の臓物の味……最高だよ……』




　愛と感動とグロと内臓をふりまく、一時間半。堪能した後、暗かった館内の照明が復活する。

　政宗は、大きくため息をついた。

（……なんとまあ）

　まさか血しぶきたっぷりのゾンビホラーだとは思わなかった。カンヌ出る幕なかったわ。みんな死んでたわ。

「……どうだった、安達垣さ……」

　立ち上がった政宗が見たのは、二つ隣の椅い子すに深く腰掛けたまま、微び動どうだにせず固まるハダピュア＠ホワイトニングさんの姿だった。

「――ちょっと待って。いま突発的に両膝に力が入らなくて椅子と体が離れない現象が起きてるの」

「それは……腰が……抜けたんじゃないかな……」

　けっきょく愛姫は、こちらの腕にしがみついたまま、よろよろと生まれたての子ヤギみたいな足取りで建物の外まで出るはめになった。

「ホラーだって知らなかったの？」

「だって、吉乃が勝手に用意したから……」

　ほんっとに容よう赦しゃねえなあ、小岩井師匠。切れ味鋭い復ふく讐しゅうの見本。

「ほんとあの子って気が利かなくてマヌケなのよ……」

　いやいや逆ですよ実は。

「食事とかは、まだ無理かな」

「――無理じゃない」

　涙目でぴしゃりと。ついでに腹の虫がぐぐーと。さいですか。

（まったく――）

　どこまでこちらの中のイメージを破壊すれば気がすむんだろうか、この女。

　容よう姿し端たん麗れいに見えてへっぽこ株がストップ安じゃないか。

　真壁政宗が知っている『あきちゃん』は、もっと強くて、もっと傍ぼう若じゃく無ぶ人じんで。

　少なくとも、ハダピュアの格好しながらファミレスのランチ（この格好で入れる『景色の綺麗なレストラン』なんぞ政宗は知らない）を綺麗なナイフさばきで三人前たいらげるような人間じゃなかった。

（さりげなく空の皿押しつけんのやめてくれねーかな）

　これじゃ俺一人が食いまくってるように見えるじゃないの。愛姫の周りは、いま食べてるパフェのグラスしかない。

「たぶんだけどさ」

「なに？」

「安達垣さんがよく食べるのって、生まれつきじゃないよね」

　聞かれた愛姫は、細長いスプーンを握りしめたまま、遠い何かを思い出したように目を伏せた。

「そうね……ちょっと昔、いやなことがあってから、かしら……」

「いやなこと？」

「ねーねー、おねーちゃん！」

　政宗たちの会話に、あどけない声が重なった。

　見れば四、五歳ぐらいの女の子と男の子の二人組が、愛姫のことを見上げている。

「……なにか？」

「おねーちゃん、なんでそんな変なかっこしてるの？」

　うおお、いきなり核心を！

　テーブルを凍こおり付かせるにふさわしい、イノセントなお子様質問アタックだった。

　愛姫の口くち許もとが、ひくりと引きつる。

「へ、変じゃないわよ。これは『わたしはハダピュア』からの引用で」

「えー、そんなハダピュアしらないよー」

「あなたが生まれる前にやってたのよっ」

「おねーちゃんハダピュアになりたいひとなの？」

「いたいひとなの？」

「違う違う違うわよ！」

　愛姫は、椅子から立ち上がる。むかし懐なつかしアニメのコスプレで、店中の好奇の視線を一身に浴びながら。

「いいこと、あなたたちは子供だからわからないでしょうけど、これは男女のつきあいにはかかせない儀式なの」

「ぎしき？」

「ええそうよ、初デートの時は、お互いがうち解けるために必ず仮装して――」

　もうだめだ！

　政宗は、ドヤ顔で熱弁をふるう愛姫の手を引き、支払いをすませて店を飛び出した。

「ちょっと真壁！　いいところだったのに！」

　そう抗議してくれるが、これ以上客の視線が集まる方がキツかったのだ。俺はもう少し普通に生きたい。

「……ごめん安達垣さん。なかなか言い出せなかったんだけどさ……」

　政宗は、ぼそぼそと事情を解説するしかなかった。初デートの時に仮装するのは、よくあるパターンではないのだと。

「……普通は、やらない？」

「うん。安達垣さんぐらいのお嬢様なら、それが普通かもしれないけど……」

　もしかしたらあるかもしれないという路線を残しつつ、精一杯申し訳ない顔をしたら、愛姫はつきものが落ちたような顔つきになった。

「そう……庶しょ民みんはやらない……やらないの……」

　右を見て、左を見て、あらためて自分のコスプレドレスを揉もみ揉みと揉みくだし、

「そっ、そういえば夏物がそろそろ出始めるわね。チェックしてみようかしら」

　ぎっくしゃっくと、油のきれたぽんこつロボットのようにわざとらしい足取りで、洋服屋の中に入っていった。

　ああもう、ヤツに恥をかかせるよりも、周りの視線に負けるとは。

（……俺も甘いな、小岩井師匠……）

　愛姫が店の奥の、試着室へ入っていくのが見えた。
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　愛姫がショップの中で選んだのは、やわらかい素材の水色のカットソーと、白いスカートであった。

　仮装していた衣装を脱ぐと、少しだけほっとした気がした。

　試着室の中で息をつく。

「……まさか違ってたなんて……」

　吉乃を信じた自分が馬鹿だったのだ。朝からここまで、どれだけの距離を歩いた？　何人の人とすれ違った？　きっとみんな、こちらのことを変な人だと思ったに違いないのだ。

　たとえばあのとき道を教えたお爺じいちゃまも。ベビーカーを押していた奥様も。老ろう若にゃく男なん女にょ、生まれたばかりの赤ん坊にいたるまで、全力で恥を開かい陳ちん――。

「ああああああああああ」

　思い出し絶叫。

「安達垣さん、大丈夫!?」

　いきなりカーテンが開いた。

　こちらはコスプレ衣装を脱いで、格好はほぼ半裸。いまいち凹おう凸とつにとぼしい華きゃ奢しゃな身体からだがさらされる。

　開けた真壁政宗が、固まっている。




「いやあああああああああああああああああああああああああ」




　あらためて愛姫のアッパーカットをくらった政宗が、紙人形のように飛んでいく。

　ありえない。ほんとうにありえない！




▼▼▼




　そのとき政宗の脳裏をよぎったのは、ひどく昔の映像えだった。

　デブのいじめられっこだった政宗が、逃げ込むようにたどりついた、町外れの大きな屋や敷しき。そこにいたのが安達垣愛姫で。

　彼女は可愛かわいく美しく、そして容赦がなかった。




　――もっと強くなりなさいよ。情けないわねマサムネは！




　彼女の口くち癖ぐせだ。政宗を助けておきながら、他ほかのいじめっ子と同じレベルでしごきまくってくれたものだ。

　高速アッパーカットから薄目を開けると、あの頃から八年分成長した安達垣愛姫の顔が見えた。

　場所はたぶん――公園のベンチのようだった。政宗のことを膝ひざ枕まくらしたまま、目を閉じうつらうつらと舟ふねをこいでいる。

　太もものやわらかい感触が、夢ではないと告げていた。手ものばせば髪も頬ほおも触れられそうで、でもできない。なぜだろう。

（ああ、そうだった）

　俺の知っている『あきちゃん』は、もっと強くて傍若無人で。




　――やさしいのね、マサムネは。




　でも同じぐらいに――優しかったんだ。こんな風に。

　胸をかきむしりたくなるような昔せき年ねんの想おもいと一いっ緒しょに、あの頃の情景があふれだしそうになる。笑顔の彼女。優しい言葉と優しい声。

　これはたぶん、俺の計画には不要な感情だ。だから俺は、俺は――。

（あ）

　ぱちりと愛姫の目が開いた。政宗と目が合う。

「起きたのね。なら帰るわ、私」

「てっ」

　いきなり膝の位置をずらされ、後頭部をベンチに打ち付けた。

「ちょっとちょっと安達垣さん！」

「まだ何か？」

　なにかってね。

　ハダピュアの面おも影かげも、記憶の中の優しい情景もなにもない、水色のカットソーと白いスカートを着た彼女は、冬の澄み切った朝みたいに冷さめた顔でこちらを見返すのだ。

　綺麗で、隙なく整って、本当に何もかも幻だったみたいに。

「……えっと、びっくりさせるような真似してごめん」

「当然よ」

　そこは「ううん私の方こそ」、じゃないの？　なにそのドヤ顔。

　心の中で毒づき見上げる東の空には、いつのまにか、猫ねこの爪つめみたいにほっそい月がのぼっていた。

　――ちぇ。







「……とまあ、いきなりコスプレで現れた時はびびりましたよ。あれ、あんたの入れ知恵のせいなんだろ」

　政宗は家に帰ってから、本日の成果を吉乃に報告した。

　スマホの向こうにいる吉乃は、相変わらずおとなしい。いるかいないか、分からないぐらいだ。

「映画見て腰抜かしてさ」

『…………そう』

「でもあれだ小岩井さん。いくらなんでも後半は仕込み過ぎなんじゃないの？」

『…………？　しこみ？』

「うっかり萌もえそうになったじゃねーの。いきなり膝枕なんてさ」

　いろいろありすぎた疲れが、政宗を饒じょう舌ぜつにしていた。

『そんなのしらない』

「またまたまたあ。謙けん遜そんしてもばればれだよこの腹黒シンデレラ。よっ、日本一の策士だよ！」

　吉乃が『しらない』とかたくなに言い続けても、それもまた彼女の方便なんだと思い続けたのである。

「てわけで、これからもよろしく頼むよ、小岩井師匠」

　笑いながら通話を切って、ベッドの上で伸びをする。

　脳裏に思い浮かぶのは、夕暮れの公園と安達垣愛姫の姿。政宗を膝に乗せて目を閉じていた数分間。

「ほんっと――あざとい真似しやがるよなあ」

　疲れたせいか、ひさしぶりによく眠れそうな気がした。
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　――一方、小岩井吉乃は、居間の明かりが漏れる縁側で、スマホの画面を眺ながめていた。

　彼女の家は、広大な安達垣邸ていの敷地の片かた隅すみにある。使用人一筋三百年の家令の家系は、一家そろって安達垣家と生活をともにしているわけである。

「めっずらしい。あんたがお嬢様以外の人間と話すなんて」

　いきなり後ろから話しかけられ、吉乃は顔を上げた。

　そこにはメイド服を着た若い娘が、煙草たばこをふかしながら立っていた。吉乃に面おも立だちは似ているが、彼女以上にけだるい雰ふん囲い気きをただよわせていた。姉の成なり乃のだ。

「おねえちゃん」

「楽しいことでもあった？」

　吉乃はうなずくかわりに、ふたたび政宗の着信記録を見直した。

　口許が淡く、笑みの形を作る。

「……たのしいよ。すっごく……」
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　そもそも吉よし乃のと愛あ姫きは、生まれた時から一いっ緒しょにいることが決まっているようなものだった。

　それを真ま壁かべ政まさ宗むねに言ったら、ひどく驚かれた。

「え、生まれた時から？」

「そううまれたときから」

　飢うえた男子生徒がごったがえす、昼休みの売店前の出来事であった。

　この後は吉乃は、愛姫様指定のパンを買占め、とって返してお茶を買いにいかなければならない。なぜならそう決まっているからだ。

　小こ岩いわ井い家は、江戸の昔から安あ達だ垣がき家に仕えており、ちょうど吉乃が生まれるのと前後する形で、本家の奥様も愛姫お嬢じょう様をご出産なされたのだ。同じ母乳こそ飲みはしなかったが、同じ敷しき地ちで同じ母の手で同じ粉ミルクを飲んですくすくと育った。

「……じゃあ、なにか。ほんとに乳ち姉妹きょうだいみたいなやつなんだな……なんか大変だな。あの残ざん虐ぎゃく姫ひめと生まれた時からなんて」

「そのとおり」

　西に泣いている愛姫様がいればすっとんでいき、東に怒っている愛姫様がいれば、行ってお慰なぐさめするのが常だった。

「ききたい？　ちょっとこころにしみるいいはなし」

「う」

　政宗は、端たん正せいな顔を露ろ骨こつにしかめる。

　あの愛姫に復ふく讐しゅうしたいと言っているわりに、肝心のメンタルは、アルミホイルのようにぺらぺらな奴だと吉乃は思っている。

　鍛きたえていけば、そのうち使い物になってくれるだろうか。どうだろう。

「や、聞きた……いやいやでも俺おれの計画に余計な情報は入れない方が……いやいやいや」

「それは愛姫さまとわたしが小学校にあがったばっかりのころ」

「わ――っ！」

　吉乃は、面倒なのでそのまま語り続けた。

　今から九年前。まだあの『事件』も起きる前。

　安達垣の邸てい宅たく内で起きたことだ。




▼▼▼




「――三十八度三分」

　小岩井家の長女、成なり乃のが体温計を見ながら呟つぶやいた。

　当時姉の成乃は、小学校六年生。それがどれだけ高い数字か、まだ一年生の吉乃にはよくわからなかった。

「それ、すごいの？　おねえちゃん」

「すごいっていうかね……まあ普通の体温じゃないわね。立派に風邪かぜって感じ。熱くて汗が出て、ぐったり元気がなくなる」

　成乃は、妹の疑惑のまなざしを前に、目をそらした。

　吉乃は信じられなかったのだ。元気がなくなる？　これが？　本当に？




「んもー、寝るのあきたわ！　ごはんおいしくない！　つまんない！　ショーンとあそぶ！　あたらしいハダピュアみたい！　お・も・し・ろ・く・なーい！」




　怪獣大爆発の間違いではないだろうか。

　絵本の中のお姫様のように、大きな大きな天てん蓋がいつきベッドの上で、安達垣家のお姫様が文句をたれている。

　こちらが物心ついた時から一緒にいる『愛姫さま』だが、彼女は身内でも友人でもなく――そう、やはり『愛姫さま』としか言いようがない存在であった。

「吉乃。愛姫さま見てて。あたしお水もらってくる」

「あ」

　成乃は無情にも仕事を妹に押し付けて、部屋を出ていってしまう。

（ずるい）

　目の前にいる暴君を鎮しずめることが、どれだけ困難かわかっているのだろう。姉もまた味方ではない。孤こ独どくさを噛かみしめ、吉乃はため息をついた。

　本日のお嬢様は、朝から熱を出して、ベッドの住人だ。気は強いものの、もとよりあまり丈夫なたちではないのだ。ちょくちょくこうして体調を崩くずす。安静にしていろという主治医の言いつけだが、それを守らせるのは、年の近い吉乃たちの役目だった。

「……愛姫さま」

「なによ吉乃」

「おねつはくるしくないんですか？」

「ふん、ぜーんぜんよ。ぜんぜん。こんなとこにずっといる必要なんてコレッポッチもないんだから。風邪なんてへっちゃらよ。見てなさい吉乃、でんぐりがえしだってできちゃうんだか……ら」

　彼女はいきなりベッドの上で前転をはじめる――が、転がったところで目が回ったらしく、倒れたまま起き上がれなかった。

「ぜん……ぜん……へー……き」

　だめだわ、これは。また何度か熱が上がったかもしれない。

　そんなに真っ赤な顔で言われても困ってしまうのだ。

　寝ていてもふうふうと呼吸が浅く、形の良い額には汗がにじんでいる。やはり苦しいのだなと思う。

　とりあえずハンカチで、愛姫の額を拭ふいてやる。

「……なに、そのハンカチ。みたことないわ」

「これ……は、おかあさんがつくってくれました」

「ふーん？　成乃も色違いでもってたわね。それ、手作り？　びんぼくさいわ。へん。へん。とってもへん」

　遠えん慮りょなしのセリフが投げられる。

　吉乃の母親が、エプロンを作ったあまり布で、姉と二人にと縫ぬってくれたのだ。それぞれに『なりの』『よしの』と刺し繍しゅうも入っている。

　たしかに愛姫がクローゼットに入れている、レースやシルクのブランドハンカチに比べれば、見み栄ばえも値段も格段に落ちるだろう。比べることさえおこがましいレベルだ。

　ただそれでも、母が忙しい中作ってくれた感謝の気持ちもあるし、思い入れもある。いくら愛姫とはいえ、簡単に『へん』といわれるのは悲しい――。

「吉乃」

　愛姫は寝返りを打って、吉乃から背中を向けた。

　ぐすりとはなをすする音がした。

「ママをつれてきて」

　吉乃はおどろいた。

「でも、愛姫さま」

「いいからめーれーよ！　ママをここにつれてきて！　いますぐ！」

　それっきり、彼女は一言も口をきかなくなってしまったのだ。







（すごいこまる）

　今までもなにかと無茶を言ってきた愛姫だが、今回の無茶はまた格別だった。

　愛姫の母親――いや、安達垣の大人おとなたちは、基本的に子供のやることに関心がないのだ。嫌っているのではないと思う。ただ昔ながらの上流階級の人らしく、事業や社交は熱心にこなすものの、子育ては使用人に任せるのをよしとする人たちなのだ。

　お金も物もあふれるほど愛姫は持っているが、『ママ』との時間は簡単には手に入らない。それがわかっていて、なおやれというのか。これが風邪の日のわがままというやつなのか。

（わたしは、かなしい……）

　幼おさな心ごころに理り不ふ尽じんを感じる吉乃であった。

　しかし『やんなきゃだめ』と言い聞かせ、とぼとぼと本宅の廊ろう下かを歩いていく。

　ターゲットの名前は、安達垣綾あや芽め。今も安達垣グループの一員として、三つの財団の理事をしているほか、夫の仕事も補佐する多忙の人だ。まず家にいないことの方が多い。行っていなければ、愛姫もさすがに諦あきらめてくれないだろうか。

「――おかえりなさいまし。綾芽様！」

　そこに響ひびいた、使用人の声。吉乃は、はっと顔を上げた。

　ちょうど玄関ホールに、問題の綾芽が姿を現したところだった。

「お食事はいかがなさいますか」

「食べてきたからいいわ。着替えてシャワーを浴びたらまた出るから」

　大ぶりのサングラスをかけ、華やかな巻き髪が優雅になびく。出迎えに現れたメイドにコートとバッグをどさりと手渡し、日本円で七桁けたのシャネルのスーツのまま、さっそうと歩いていく。

　このチャンスを逃したらアウトなことはわかっていた。

　吉乃は、小さな身体からだで必死になって追いかける。

　早く早く、早くしないと。綾芽さまが行ってしまう。

「えい」

「ひいいっ」

　後ろから飛びついたら、ありえない裏声で悲鳴をあげられた。

「いやあっ、こなきじじい、こなきじじいよ。こなきじじいが後ろに、誰か取……って。なによ吉乃じゃない。どうしたのあなた」

　――どうしよう。こなきじじいになった吉乃は固まった。

　言いたいことがたくさんあるはずなのに、いざ当人を目の前にすると、うまく口が動かない。

「えと」

「……ないの？　ないのね。ふざけてるだけならやめてね。忙しいんだから」

「えとあの」

　吉乃は、蚊かの泣くような声で訴えた。ねえ綾芽さま。




「……ぎゃんぶるしませんか」
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　吉乃の申し出を聞いた綾芽のサングラスが大きくずれ、愛姫そっくりの美び貌ぼうが、信じられないものでも見るように固まっていたのが印象深い。

「奥様。あと三十分で出ないと、島しま津づ様との懇こん談だん会かいが――」

　彼女の秘書が懸けん命めいに耳打ちする中、綾芽がテーブルについてトランプをめくっている。

　トランプとコインは、吉乃が自宅の玩具おもちゃ箱から持ち出したものだ。ポケ○ン柄のトランプを、当主夫人が大おお真ま面じ目めにそろえて持っている様は、かなり異様ではあった。

「本当に、なんでこんなことしてるのかしらね、私――」

「レイズします」

　吉乃はしずかにつぶやいた。

　綾芽の柳りゅう眉びがつり上がる。吉乃は手持ちのコインを積み重ねていく。

「そう。そうくるのね。じゃあ私も対抗させてもらうわ」

　綾芽もまた、賭かけ金のコインを倍以上に上乗せした。互いのカードをオープン。

「見なさい、スペードのフラッシュ！　おほほほほ！」

「フルハウス」

「きいいいいいい！」

　吉乃は、漫画そのままに「きいいい」と叫ぶ人をはじめてみた。

「どういう六歳児なのよあなた。さっきから花札に麻雀マージャンにポーカーって。小学生の手際じゃないわよありえないわ。背中にチャックにあって、中に博ばく徒とと雀じゃん鬼きとラスベガスのディーラーでも入ってるんじゃないでしょうね」

「父にならいました」

「…………小岩井……虫も殺せない顔して……」

　当主の筆頭秘書をしている父・忠ただしの顔を思い出しているらしく、綾芽は顔色をなくしている。確かに虫も殺せない顔をしているかもしれないが、顔と中身はまた別なのだということが大人になってもわからないらしい。

「どうしますか、綾芽さま。まだつづけますか？」

「わかったわよ、私の負け！　認めるわ。ほしいものはなに？　ゲーム？　お人形？　小岩井に頼めないものでも買ってほしいの？」

「ちがうんです。おもちゃがほしいんじゃないんです」

「じゃあなによ」

「じかんをください」

　綾芽のきちんと化け粧しょうをした目が、はっと見開かれた。

「愛姫さまがさびしがってます。いっしょにいてあげてください」

　そうなんです。あの人にはなんでもあるけど、一番欲しいものをいつも持っていないから。

　風邪をひいた時に熱をはかってくれる手とか。大丈夫と心配してくれる声とか。お母さんの刺繍入りのハンカチとか。そういう、吉乃が持っているものを持っていないから。

　綾芽は、こわばった顔つきで、吉乃のことを見下ろしていた。彼女の後ろでは秘書の女性が、「また馬ば鹿かなことを」とばかりに冷ひややかな顔をしている。吉乃は、せめて自分からはうつむかないでいようと思った。

　大事なことを大事という。それは決して間違ってはいないと思うから。たとえ自分が、六歳の使用人の娘だとしても。

「……わかったわ。その件については心配しないで。今から愛姫のところに行ってくるわ」

「ちょっ、奥様！　島津様との懇談会は！」

「もう決めたわ。どうせあの人と会ったところでケリーとバーキンと旦だん那なの自慢話しかしないんだからいいの！」

　綾芽は、吹っ切るように笑った。

　秘書は蒼そう白はくになっていたが、綾芽は晴れやかな顔をしていた。

「愛姫のかわりはどこにもいないわ」

　聞かせてあげたいと思った。たった一人で寝ているお嬢様に、この言葉を。

「愛姫はいまどこ？　自分の部屋ね」

「はい……あの、ありがとうございます。綾芽さま」

「いいのよ。お礼を言いたいのはこっちよ。これからも愛姫のことをよろしくね」

　あたたかい言葉がうれしかった。

　綾芽はそれから、ぎりぎりまで愛姫の部屋にいたらしい。たまに吉乃が覗のぞきにいくと、眠る愛姫の横で子こ守もり唄うたを歌い、何か小さなものを縫っていた。

　多忙な綾芽にとって、それがどれだけ大変な譲じょう歩ほだったか。愛姫にとって貴重な時間だったか。

「あの綾芽様が。珍しいことをなさるものだなあ」

　小岩井家の食しょく卓たくを囲みながら、父が感心していたぐらいだ。

　勇気をだした甲か斐いがあった。がんばった甲斐があった。

　少なくとも――その時までは思っていたのだ。







　翌日の朝になり。吉乃が箒を持って庭の掃除をしていると、

「吉乃おおおおおおおおお！」

　いきなり愛姫が、猛スピードで突っ走ってきた。

　彼女は吉乃の目の前で、急ブレーキをかける。

　肩で荒く息をして、顔は真っ赤の汗だくで、これは全力疾走のせいだろうか。それともまだ風邪が治ってないせいだろうか。いまいち吉乃には判断がつかなかった。

「……愛姫さま、おかぜは」

「しらないわよ。ママをつれてくるって約束はどうしたのよばか吉乃！」

　吉乃は、首をかしげるしかなかった。

「……綾芽さまは、きのうそっちに」

「ああーっ、まだそんな嘘うそつくきね。ほんとにおばかさんだわ。すくいようがないわ。シャベルでも無理ね。こんなのでごまかせると思ってるの？」

　カンカンに怒る愛姫は、吉乃の眼前に、どうだとばかりに一枚のハンカチを差し出した。

　それはレースの縁取りがついた豪華なハンカチで、端はしには『あき』と刺繍がしてある。おそらくは愛姫が、喉のどから手が出るほど欲しかったに違いないものだ。

「これ、あなたが自分でやったんでしょう」

「そ」

　それはない。とんでもない濡ぬれ衣ぎぬだ。吉乃はぶんぶんと、首を横に振った。

「うそ！　じゃあ誰がやったの。成乃？」

「ちがいます」

「じゃあじゃあ誰よ。大人がやったっていうのはなしよ。こんなにヘタクソでミミズがのたくったみたいな刺繍ありえないもの！」

　――たしかに。

　それは愛姫が言うとおりでもあった。

　例にミミズを出すのも申し訳ないほどのできばえだった。『あ』と『き』。たかだかひらがな二文字の刺繍なのに、どうしたらここまでキッチュで斬ざん新しんでアヴァンギャルドな風合いに仕上げられるのかわからないぐらいヘタクソだ。

「ほんとーにヘタクソよね。線はガッタガタだし糸はほつれてるし、玉止めしてないからどんどん抜けてくし。こんなんで私をごまかそうったってそうはいかないわよ――」

　ただし、吉乃が愛姫の意見に同意することはできなかった。

　愛姫の背後に、製作者らしい人を見かけたからだ。

「吉乃？」

　愛姫は、顔色をなくして立ち尽くす吉乃に、何かを感じ取ったようだった。ゆっくりと、自分の背後を振り仰ぐ。

　そこには、安達垣家の当主夫人、安達垣綾芽の姿があった。

　彼女の美しい顔は、化粧をしていてもそれとわかるぐらいに赤くなっていた。羞しゅう恥ち心しんに震えまくっていた。

「ま、ママ……」

「ごめんなさい。ママ……昔から家庭科は苦手で……」

「じゃ、ほんとにママ……が……これ……」

「これでも……死力は……つくしたのよ……」

「ああ……」

「ふふ……」

「あああ……」

　愛姫が寝ている枕まくら辺べで、本当に刺したものだったらしい。

『ヘタクソ』で『ミミズがのたくったみたい』なハンカチを握り締める愛姫の視線はふらふらとさまよい、『ヘタクソ』で『ミミズがのたくったみたい』なハンカチを製作した綾芽の気まずさは消えず、けっきょく二人が選んだのは――。




「「吉乃がいけないのよ！」」




　そろって八つ当たりの雷を落とすことだった。
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「……二人がかりで怒られてね、わたしはぺこぺこあやまるしかなかったっていう……そんなはるのひるさがりのいいおはなし」

　吉乃の話を聞く政宗の顔が、大きく歪ゆがんだ。

　ブリックパックのウーロン茶を握りつぶしそうになりながら、少年はようよう口を開いた。

「……そもそもそれは、美談なのか？」

「さあ。安達垣のひとたちは、基本的に理不尽とヘッポコでできてるってはなし」

「だめだめじゃねえか。ゆりかごから墓場まで一族総出でだめ量産じゃねえか」

「かもね」

　それでも悪くない話なのだ。

　あのあと安達垣家の当主と、妻の綾芽の夫婦仲は、修復不可能なところまで悪化した。結果は泥沼の離婚劇。裁判で親権を夫側にとられた綾芽は、愛姫とほとんど交流を持てていない。

　一番不安定だった時期に現れたのが、あなた。

　デブでいじめられっ子の豚トン足ソクだったのだ。

「……はは、上等じゃないか。話はわかった。待ってろ小岩井師し匠しょう。この俺が必ずリベンジしてやるからな！」

　政宗が決意を新たに、拳こぶしを握りしめている。

　復讐でもリベンジでもいい。今の凍こおりきった愛姫の心を、どうにかして動かしてほしい。

　そう思ってしまうのは、吉乃の単なるエゴだろうか。

「うん。その意気、だよ。ちゃんと愛姫さまを惚ほれさせてね」

「惚れさせて捨てるだからな。それじゃあな！」

　引き締まった少年の背中に、コロコロに太った子供の幻を見た気がした。

（それじゃ、いきますか）

　吉乃は吉乃で、自分の持ち場へ歩き出す。売店で買った大量の総そう菜ざいパンを、体育倉庫の愛姫さまに届けないといけない。

　がんばってね、豚足。半はん端ぱなアプローチじゃ、うちの愛姫さまはピクリとも動かないからね。どこか祈るように呟いた。
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「「「「特別補修一ヶ月ぅ!?」」」」




　ことのはじまりは、Ｂ組のしっかり委員長、双ふた葉ば妙たえの衝しょう撃げき的てきな発言だった。

「うん、そうなのそうなの。さっき職員会議の内容チラ聞いてきちゃったんだけど、今度の実力テストで一つでも赤点あったら、補習決定だって！」

　うぎゃー、とクラスメイトの悲鳴が重なる。「無理」「厳しすぎ」「鬼だ」「勘かん弁べんして」といった感じの情けない声が、教室の方ほう々ぼうで上がった。情報提供者の委員長も、一いっ緒しょになって大騒ぎしている。

（補習。赤点で補習ねえ）

　はたで聞いている政まさ宗むねはと言えば、いまいちその危機感がピンと来なかったりするのだった。

（そんな怯おびえるもんかねえ……単に勉強すりゃいいんだろ。強制で補習なわけじゃないんだし）

　実力テストというぐらいだから、付け焼やき刃ばで勉強することすらおこがましいはずだ。そもそも赤点なんて俺おれが取るわけないしな――などと可愛かわいげのかけらもないことを腹の中で考えていることを隠しつつ、遠巻きに騒動を見ていたのだ。

（むしろ俺としちゃ、安あ達だ垣がき愛あ姫きの攻略法の方が、よっぽど難しく感じるわ……あ）

　まずったしくじった。

　うっかり双葉委員長と、目が合ってしまった。

「……あー、あはは。どうしよピンチだよー、まさむね君」

「が、がんばんないとな」

「うんうん」

　お互い笑顔がぎこちないことぎこちないこと。

　何も悪いことはしていないというのに、旧校舎のお誘いを断ってから、どうしてもこんな感じになってしまう。

　こわばる委員長に、わざとらしい自分。告白のめんどくせーところは、それでも日常は続くってことだと政宗は思う。

　言ってしまった後にはもう戻れず、気まずさと後ろめたさが隣り合わせ。

　せいぜい政宗にできることは、こうして何事もなかったふりをする、彼女に合わせるぐらいなのである。

「てゆーか、まさむね君なら余裕でしょう！　勉強できるんだし！」

「か、かんべんしてくれよ。俺だって余裕なくて冷ひや冷やもんだよ」

「うそうそ」

「マジで。ほんとに余裕あるヤツってのは――ほら、ああいうヤツを言うんだよ！」

　政宗は、目についた人間を指さした。

　その勇者は、教室の自分の席に腰掛け、上うわ履ばきの両足をぷらんぷらんとさせながら、イチゴとクリームが載のったプリンをうまそうにぱくついていた。

　そこだけがホンワカまったり、砂糖菓子のような幸せオーラが立ちのぼっているのである。

　名は朱しゅ里り小こ十じゅう郎ろう、ただし男子。何度も言うが男子。

「あ、真ま壁かべ君。ひとくち食べる？　コンビニの新作」

　そんな、スプーンだけ突き出されても困るし。可愛いけどさ、無む駄だに。

「小十郎は余裕みたいだな」

「？　なにが？」

「聞いただろ。次の実テだよ」

「うん、がんばんなきゃね」

「ほらやっぱ余裕だよ双葉さん」

「中間は良くて八点しかとれなかったからねー。今度は二桁けたいけるといいなーって」

　小十郎は、割と真ま面じ目めに言っているようだった。




　――なんてこった。

　――馬ば鹿かだったなんて。




　わりと教室にいた全員の感想だったと思う。

　静まり返る教室の中、双葉委員長だけが、政宗の横でいきなり白目をむいた。

「こっ、小十郎きゅんが補習漬づけで痩やせちゃう!?　やだ、これ以上受け度が上がったらあたし……！」

「ちょっと待ってそういう趣味？　俺への愛を語った口は？」

「男の子と男の娘こは別腹だから！」

「嫌な書き分けしてるのが目に浮かぶ！」

　政宗は、意味が分からずきょとんとしている小十郎の襟えり首くびをひっつかんだ。

「え、真壁君？」

「今からでも勉強するぞ小十郎！」

「えー」

「なになになに、どこにしけこむの二人して」

　しけこむ言うな！

　きらっきらした目の委員長を置いて、政宗は教室を出た。な、泣いてなんかないぞ！







　とりあえず図書室におもむき、状況を把は握あくすることにした。

　政宗たちは閲えつ覧らん席せきに陣取って、教科書をどっかり積み上げる。

　そう。愛は儚はかない。だが勉強は裏切らない。がんばろう小十郎。そして俺。

「まず何が分かってて、何が分かってないか知らないとな」

「今からやっても無理だよ……」

「よくこの高校受かったよな」

「七不思議の一つらしいよ」

「残り六つはなんだ」

　早々にげんなりした気分になってくるけれど、めげちゃいけない。

「……本当に、よく同じ学校に受かったわよね」

「七ふしぎのひとつらしいです」

「残り六つは何よ」

　あれ、なんだか別のところでも似たような会話が……。

　教科書をめくりながら、政宗は横のテーブルをチラ見した。




「「あ」」




　驚いた。愛姫と吉よし乃のではないか。

　三秒後、政宗は、すぐさまさわやかな笑顔を召しょう喚かんする。

「やあ――奇き遇ぐうだねこんなところで。二人で試験勉強？」

　対する愛姫は、チャーハンの中に刻んだピーマンを見つけた人みたいな苦虫顔になった。

　さすがだ、基本理り不ふ尽じん＋ヘッポコの人。吉乃に昔話を聞かされたばかりだが、こちらへの当たりに厳しさは相変わらずだ。

「……ちょっと吉乃の面倒をみてただけよ。噂うわさの通りじゃ補習必至だから」

「え」

　なに、ちょっと待って。そんな成績なの師し匠しょう。

　政宗は、意外な気分で吉乃を見た。希き代たいの腹黒シンデレラ、小こ岩いわ井い師匠は、微び妙みょうに目をそらしながらこっくりうなずいた。そ、そうだったのか……！

「お仲間だねえ、小岩井さん」

　小十郎が、微妙な場をなごませるように笑いかけている。

　愛姫は、もったいぶって髪をかきあげた。

「私はともかく、あなたまで人に教える余裕があるとはびっくりだわ」

「……まあ、そうだね。そこそこ勉強はしてるからね」

「油断はしない方がいいんじゃない？　あなたみたいな自信過か剰じょうな人が一番危ないって言うし」

　ぴきっときた。

「じゃあ――賭かけようか？」

「え？」

「だから今度の実テ。俺と小十郎、安達垣さんと小岩井さんの合計点で勝負。勝ったらまた俺と――」

　政宗は、立ち上がって愛姫たちのテーブルに片手を置く。そっと目を見て囁ささやく。

「デートして」

「――――な」

　微笑ほほえむ政宗と、目をまん丸にして固まる愛姫。次の瞬間、彼女はカッと頬ほおを赤らめた。

「なんでそうなるのよ！」

「あれ、自信ない？」

「そういう問題じゃなくて。きもいきもいきもすぎるわっ。ああいうのはもうしないって言ったじゃないっ」

「うん、確かに貴重な体験だった。純白のドレスに身を包み、衆しゅう人じん環かん視しで熱弁をふるう君は輝いていた」

「――――っ！」

　完全に真っ赤になった愛姫は、横に置いていた自分の鞄かばんをつかんで立ち上がった。震える人差し指をこちらに突きつけて。

「私が勝ったら、満腹になるまでお昼をおごりなさい！」

　ああ、うん、お昼ね。いいよ別に。それぐらい。

　愛姫は、そのまま早足で図書室を立ち去っていく。かと思えば、出口の手前でまた振り返って、

「後で吠ほえ面づらかいても知らないんだからね！」

　叫びまくるものだから、司書の先生に「静かにね」と叱しかられていた。

「ま、真壁君。僕しらないよ～」

　小十郎が心配そうに呼びかけてくるが、政宗の中に不安はなかった。

　大丈夫。

　昔の俺ならいざ知らず、今の俺には秘密兵器がある。その名も小岩井吉乃。主人の暴君ぶりにうんざりし、俺のリベンジ計画に賛同してくれる腹黒シンデレラ様が。

（頼みますよ、師匠……！）

　その黒い内面をおくびも出さずに、吉乃がぺこりと一礼して部屋を出ていった。

　この勝負、すでに獲とった！
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「――だからそこでｘ＝２が出るから、ｙの座標が……だめだめ全然ちがう」

　愛姫は夕食後も吉乃を自室に呼び、テストの特訓を続けていた。

　しかし、教える吉乃のあまりの出来の悪さに首を振り、椅い子すの背もたれに体を預ける。

「もうそのページはいいから。しばらく戻って、基本問題やってなさい」

「はい、愛姫さま……」

　吉乃は従順にうなずき、かりかりとシャープペンシルを動かし始める。

（この子もね……）

　万ばん事じ素直で従順なら効果が上がるというわけでもないのが、厄やっ介かいなところだと愛姫は思った。この子は基本的なところがどんくさすぎるのだ。

　物心つく前から一緒にいる、使用人の娘。たぶん、過ごした時間は誰だれよりも長い。親権を取るだけ取ってそれっきりの父親や、負けて仕事に走らざるをえなかった母親よりもずっとだ。

　ともかく安達垣家の名にかけて、恥ずかしい点を取らせるわけにはいかなかった。

　吉乃さえ底上げできれば、あの馬鹿との賭けなど勝ったも同然なのだ。

「……あの、愛姫さま」

「なに？」

「愛姫さまは、お勉強しなくてだいじょうぶですか？」

　愛姫は、少々眉まゆの根を寄せる。

「私が真壁に負けるって言いたいの？」

「そうじゃ……ないですけど、その」

　吉乃は、もじもじとうつむき加減に言った。

「あのひと、編入試験、満点だったってきいたから」

「え」

　愛姫は固まった。

「そう……なの？」

「はい。うちの学校、はじまって以来だって」

　初耳だった。

　あの真壁政宗が。顔がイケメンだかなんだか知らないが、ちやほやされているのを鼻にかけて、余計なお世話ばかりしてくるあの男が。満点？

「……ただのきもいナルシストだと思って……だから……だから……」

「愛姫さま。わたし、愛姫さまを応援しています。でも、まんがいちのときはこれを……」

　吉乃は言って、テーブルの下から某ぼうテーマパークのガイドブックと、マスコットキャラの耳付きカチューシャを取り出した。

「こんどはたしかなすじからの情報です。つかってください」

　すっ、と愛姫の前へ滑すべらせる。

　愛姫は、どうしていいかわからなかった。なんだこれは。こんな派手で軽薄な耳バンドを頭に生はやし、このガイドに載っている遊園地へ行けというのか？

　ためしにぱらぱらぱらとめくっていけばいくほど、写真の中のカップルは腕を組み手をつなぎ、親密度を上げ、花火が上がるお城の下では（なんで日本に西洋の城があるのだ？）、ロマンチックなキスまで――？

「い、いやああああああ！」

　これを真壁としなきゃいけないなんて！

　我が身に起きる可能性を思うと、愛姫はあまりの途方もなさに悶もん絶ぜつした。耳から蒸気が出そうだった。ただもう「ありえないわありえないわありえないわありえないわ」と、こと切れるまで連呼することしかできなかったのだ。
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　ぶぶぶぶぶ。ぶぶぶぶぶぶぶ。

　政宗が自宅の二階でトレーニングにいそしんでいると、脇わきに置いてあったスマホに着信が入った。

（お、師匠だ）

　政宗はマシンから降りると、機き嫌げんよく電話に出た。

「あ、小岩井さん？　どうしたの？　なに俺？　もちろん元気だよ。体重も体たい脂し肪ぼうも骨こつ密みつ度ども異常なしだよ。ところで勝負の件だけどさ、もちろん協力は頼め――は？　『無理』ってなに!?　『民は生かさず殺さず』？　徳とく川がわ家いえ康やすの話なの!?　何が起きてるの？　ねえ、ちょっと待って師匠――っ！」

　通話はそこで途切れた。

　最後のセリフは、『耳付きカチューシャは刺激がつよすぎました』だった。

「はは。はははははは……」

　政宗は、今さら自分が孤こ立りつ無む援えんであることを悟さとった。







　――こうなるともう、自力でどうにかするしかない。

　実力テストが近づくにつれて、周囲のプレッシャーも高まっていった。

「なあなあ、どこまでやった？」

「誰か数学のコツ教えてくれ！　補習は嫌だ！」

「ナラ・ナリ・ニ・ナリ・ナル・ナレ・ナレ！」

　普通の授業ですら、命のやりとりにも近い緊迫感がただよった。

　たとえば指名されて起立した生徒が、「わかりません」と顔色をなくしてたち尽くす。

「――わかりません、だと？」

　それを聞いた教師が、黒板の前で獰どう猛もうに笑う。獲え物ものを前に舌なめずりをする目だった。

「先生なあ、いま楽しい補習を考えているところだ。いやあ実に楽しみだ」

　怖い。怖すぎるよ。

　噂が飛び交った。補習期間中は校庭をランニングしながら、プリントを百枚とかされるらしいとか。英語は外人部隊の訓練教官が、特別講師として呼ばれるらしいとか。まことしやかな怪情報が乱れ飛ぶ。

「…………ご、ごめんね真壁君。僕もがんばってるけど、もしもの時は……」

「ま、まあまあ。大丈夫だ小十郎。なるようにしかならないんだしさ……」

　そう言ってなだめる政宗も、教室移動の途中のくせに、単語帳を手放せなかった。

　周りにいる生徒も、受験生真っ青の勢いでぶつぶつと唸うなり、勉強しまくっている。

　特に政宗は、補習のプレッシャーに加えて愛姫との賭けもある。

（くそ。なんで協力してくれねーんだよ師匠！）

　あてが外れたどころの話ではない。計画に協力してくれるのではなかったのか。今までのあれはなんだったのだ。

　ひとり歯は噛がみしてると、廊下の向こうから、御ご前ぜん様ハーレムがやってくるのが見えた。

　安達垣愛姫と、その取り巻き。

　高慢ちきのお嬢じょう様は、政宗の姿を見つけると、静かに一言。

「クリミア戦争」

「……一八五三年」

　政宗もまた彼女に尋ねる。

「配はい偶ぐう子しを形成するために行われる細さい胞ぼう分裂とは？」

「減数分裂」

「咳せきをしても一人」

「尾お崎ざき放ほう哉さい」

「お前の母ちゃんデベソを英訳すると？」

「Son of a bitchサノバビッチ!」

　政宗たちは、名うての剣客を見る思いで互いを見やる。今のところ――実力は五分！







「うそ……」

　千ち夏なつが、熱心に机に向かう政宗を見て声を震わせた。

「おかーさんみて。おにーちゃんが、筋トレもしないでべんきょーしてるヨ！」

　悪いかよ。

「明日は大事なテストなんだってっ」

「へー」

「ママね、まーくんにお弁当つくってあげようと思うの☆」

　政宗は、ぐるりと首だけ後ろへ向ける。

「低カロリー、高タンパクで！　油モン厳禁！」

　――って、聞いてねえよこの二人。キャラ弁の話で盛り上がらんでくれよ。

　まあいい。

　泣いても笑ってもあと一日だ。いま真壁政宗の学力は、かつてない勢いで高まっているのだ！
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「……はい終了。ペンを置いて」

　四時間目終了のチャイムが鳴る中、かさかさとテスト用紙が回収されていく。

（ふう）

　政宗は息をついた。

　残るテストは、午後に数学一科目だけ。さすがにぶっ続けは肩がこる。

　相方の出来を確認をするため、小十郎のところへ行った。

「どうだ小十郎。なんとかなりそうか？」

「今のところは！　真壁君のおかげだよ！」

　ほくほく顔に、安あん堵どする。良かった、小十郎もけっこうがんばってたもんな。

「お昼食べよう、真壁君。もう僕お腹なかへっちゃってさ」

　小十郎はそう言って、巾きん着ちゃく袋ぶくろから昼飯を取り出す。なぜか牛乳プリンと板チョコだった。バキバキ割ってぐるぐる混ぜて、イートイン。

「しあわせ……」

「……飲み物買ってくるよ……」

　見てるだけで胸焼けするわ。

　政宗が自販機に行くと、見慣れた女子高生が飲み物を買っていた。

　小岩井吉乃だった。

　こちらと目が合ったので、政宗は片手をあげる。

「よ」

　吉乃は、少し気まずそうに目を伏せる。

　ああ――やっぱり、それなりに申し訳ないとは思っているようだ。

「……ごめんね」

「もういいって。いつも俺に味方してたら、怪しまれるよな」

「ありがとう。はい、これ」

　吉乃は言って、政宗にブリックパックのコーヒーをくれた。

「これのんで、残りもがんばって」

「え？　がんばっていいのか？」

「もういいの」

　彼女は蚊かの鳴くような声でそう言うと、さよならさよならとばかりに遠ざかっていった。

「……なんなんだいきなり」

　無理と言ったり、協力的だったり。

　政宗は、貰ったコーヒーをストローですすり、教室で母・絹きぬ江えの弁当を食い、そのまま午後の最終テストにのぞんだ。

　異変は――開始早々に訪れた。

「はじめ！」

　合図とともに名前を書き出したとたん、腹の奥にかすかな痛みが。

（腹が……痛い……ような）

　そこから先は、一気に来た。ごろごろごろと、激しく腸が脈みゃく動どうし続け、じっとしていられないほどの激げき痛つうがビッグバン。

「……う、お、あ……」

　体を折り畳むことでかろうじて声を出すとをこらえる。ジーザス。いったいこの身に何が起きた。

　とてもではないが、問題を解くどころではない。

　政宗は、脂あぶら汗あせで腹式呼吸をくりかえし、机に張り付きながら状況把握につとめる。

（いつものストレス性胃腸炎……いやこの痛みはもっと直接的！）

　はっとした。

　政宗の頭に、去っていった小岩井吉乃の姿が浮かんだ。




　――もういいの。




　と彼女は言っていたけれど。あれの本当の意味は、




　――もう（仕込みは完了したから）いいの。




　ではないのか？　安達垣愛姫の刺し客かくとして。

（あのコーヒーか！　あれに下剤か何かを）

　くそ。くそ。くそ。くそ！　洒落しゃれじゃないがくそ！　安達垣愛姫に小岩井吉乃。やっぱりお前らどっちも敵だ。勝てないからってこんな卑ひ怯きょうな真似まねしやがって。

　ぐろごろぐろごろぐぐぐぐごろ。

（う、が、ぐ）

　けっきょく政宗は、ろくに解答できずに試験終了の鐘かねを聞いたのだ。
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「――真壁君！　おつかれさま会でパフェたべにいこーよ――ってあれ、真壁君？」

　政宗は、光の速さで教室を飛び出していた。

　本当なら真っ先にトイレに直行すべき状況ではあるが、怒りはＡ組の教室へ殴なぐり込みをかけることを優先させた。それぐらいに怒っていた。

（許せねえ！）

　いた、クソ女！　安達垣愛姫！

　出入り口の前に、見慣れた後ろ姿。近くには吉乃もいる。

「お前らな！」

　よくもやってくれたな！　肩をつかんで振り向かせて――驚いた。

　そこにいたのは、髪型だけ愛姫そっくりの、まったくの別人だったのだ。

「ま、真壁くん？　やだ、あたしに何か？」

「……安達垣さんを……捜してて……」

「安達垣さん？　今日はお休みだけど」

　なん、だって……？

「熱で寝込んでるって。ね？」

　女子高生の問いかけに、吉乃はこくりとうなずいた。

「○ニーちゃんのカチューシャはいやって、ずっとうなされてるの……」

　小声の解説など、ほとんど頭に入らなかった。

　休み。風邪かぜで休み。

　じゃあなんだ？　それってつまり、朝の時点でもう。

「……俺らの、不戦勝だったってのか……？」

　ならなんで俺のコーヒーに下剤を？

　意味がまったくわらない政宗のポケットで、スマホのバイブが震えた。

　なんとなく中を確認してみて、よりいっそう目の前が真っ白になった。

「真壁くん!?」

　スマホごと床にくずおれた。




『おにーちゃん、おかーさんのおべんとたべた？　たまごやきが腐っててすっぱかったよ～[image: ]』




　なんかもう、今いえることは一言。

　ババアコロス――。
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「ほんとびっくりしたよ。まさか真壁君がさ」

「……いろいろあったんだよ……」

「そうだよね。体調悪かったんじゃしょうがないよね」

　政宗の隣に座っていた小十郎は、政宗の体を気遣った後、「よいしょ」と言ってティディベア型のリュックサックを背負うと、椅子から立ち上がった。

「それじゃあ真壁君、補習がんばってね！」

「……ああ、がんばるよ……」

　手をふりおくりだす。

　ちくしょう。その天使のようなツラが憎い。自分だけ赤点まぬがれやがって。

（俺だってな、最後の数学さえなければ、パーフェクトだったんだぞ）

　ああ、俺の華か麗れいなイケメンライフが。

　嘆いても現状は変わらない。腐った卵にしてやられた政宗は、トホホ気分で補習教室に居残っている。周りを見ても、なんで真壁のやつがここにいるんだと言わんばかりなので、虚むなしさが倍増だった。

　と――新しく教室のドアが開いた。

　現れたのは、安達垣愛姫だった。

　綺き麗れいな顔をむくれさせ、唯ゆい一いつ空いていた政宗の隣の席（小十郎が座ってた席だ）までやってきて、不本意そうに着席した。

　まあ確かに、彼女も一日欠席したのだから、補習にはなる。

　政宗は、横で教科書をめくる。下を向いたまま、ぼそっと一言。

「デート」

　びくうっ、と愛姫が震える。

「……どっちもクリアできなかったんだから無効でしょ」

「両方有効じゃないの？」

　顔を赤くして、噛みつきそうな表情でこっちをにらむ愛姫。政宗は、すっとぼけて笑う。

　そうこうしているうちに、恐怖の補習教師が教室に入ってくる。さあ、話はここで中断。

　窓の向こうは晴れ。

　隣には残ざん虐ぎゃく姫ひめ。

　ちょっとだけ気が抜けた。

　――まあ、これもデートっきゃデートか――？







[image: ]
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「おにーちゃんてさあ」

　とある夜。

　政まさ宗むねがいつものように、自宅の二階で筋トレにいそしんでいると、千ち夏なつが言った。

「基本、イケメンだよね」

　腹筋の途中で、政宗はけげんそうに顔を上げる。

　千夏はソファの上であぐらをかき、近眼の人のように目を細めている。ショートパンツからのびる足は、マネキンか小こ鹿じかのようにほっそりしている。

「……だからなんだ？」

「うわ！　自分から真顔で肯こう定てい！　すっごくすっごく突っ込みたいけど今はそのときじゃナイ！　千夏はお願いする立場！」

「そんな風に言われて聞いてやる奴も珍しいと思うが、まあ言いたいことがあるなら言ってみればいいんじゃないか」

「イエス！　あのねあのねおにーちゃん、会ってほしい人がいるの！」

　千夏は明るく拳こぶしを突き上げる。

「会ってほしい人？」

「そう。あたしの友達でね、おにーちゃんに一ひと目め惚ぼれしたっていうの」

　なんだ、そんなことか。政宗は、やや気が抜けた。

　見た目を改造してから、そんな告白はちょいちょい受けているのである。もちろん丁重にお断りしていた。作戦の邪じゃ魔まになるからだ。

「いいか千夏。そのお友達の趣味を否定するつもりはないけどな、俺おれはいま誰だれともつきあう気はないんだ」

　ただ一人、究極に憎たらしいあんちくしょう以外はな。

「うん。それはあたしもちゃんと言ったの。でもねその子は、一回でも記念にデートしたら諦あきらめるって言ってるのね。なんかけなげじゃない？　じっさいかなりイイ子だし。だからおにーちゃん、千夏からもお願い。最初で最後でいいから会ってあげてくれない？　今度の土曜日」

「一回だけ……ねえ……」

「お礼は『別マ』の最新号でどうだ！」

　政宗は、思わず腹筋中の姿勢をといて起き上がった。

（別冊マーマレードだと!?）

　別名『別マ』。それは千夏の本ほん棚だなからちょくちょく借りて読んでいる少女コミックが、よく載のっている少女マンガ雑誌だ。

　傾向としては王道のラブコメをはじめとしたラブストーリーを得意とし、政宗の『デッド・オア・ラブ作戦』にも大いに役立っていると言っていい。単行本では気になる展開で終わっている作品もあり、いっそ本誌を買うかかなり迷っていたのだ。ネット通販でも一線を越える気がして、今の今まで実現しなかったが。

（それが、こんな合法的な形で続きが手元に……！）

　安全確実、リスクも少ない。くそ。わが妹ながら、交こう渉しょうの手しゅ腕わんを心得ているやつだった。

「……ふうん。まあ、おまえがそこまで言うなら聞いてやるよ。一回でいいんだろ？」

「やったー！　アリガトおにーちゃん！　由ゆ莉り奈なめっちゃ喜ぶヨ！」

　千夏はうきうきと部屋を出ていく。その『由莉奈』とやらに報告に行くのだろう。

　政宗は、ふたたびサーキットトレーニングを開始した。

　ともかくデートなのだ。たった一回とはいえ、たるんだ肉体でお会いするわけにもいかないだろう。しばらく負ふ荷かを増やすことにした。こらそこの人、見み栄えっ張ぱりとか言うな。お願いだから。
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　甘あま木ぎ由莉奈。千夏と同じ中学に通う二年生らしい。

　趣味はカラオケとピアノ。部活はハンドクラフト部（義手製作部ではなく手芸部のことらしい）。千夏を通じて一度だけ電話で話をしたが、なかなか可愛かわいらしい感じの女の子だった。

『ほんとにありがとうございます。一生の宝物にします』

　澄んだガラス細工のような可か憐れんな声が、今も耳に残っている。きっと奥手で心優しい子なのだろう。政宗に会えるというので、しきりに恐縮していたのが印象深い。

「とにかく優しくしてあげてね。由莉奈ってけっこう繊せん細さいなんだから」

「わかってるから。心配するなって」

「ちゅーまではギリＯＫだけど、それ以上はぜったいダメ！　いい？」

「ばっ、あたりまえだろ！」

　ちゅーはありなのか。最近の中学生コワイマジコワイ。

　千夏がニッと目を細める。

「ふふふ。安心して、おにーちゃん。おしゃれ命のちょー可愛い子だから」

「む……」

　それはそれで、緊張しそうで困り物だった。残ざん虐ぎゃく姫ひめ＠ハダピュアから、いきなり難易度が上がりすぎではないだろうか。

　千夏はそうして政宗から一歩離れると、一通りの身支度を終えたこちらの全身を、厳しい女子中学生目線でチェックしはじめる。

「右むいて」

「こ、こうか？」

「左むいて」

　あわてて反対をむく。

「――はい、髪よし！」

「髪よし！」

「眉まゆよし！」

「眉よーし！」

「服装よし！」

「服装よーし！」

「玄関はまだ見てないけど靴くつよーし！」

「だいたいよーし！」

「はいイケメン一丁！　自信もっていってらっしゃーい！」

「よっしゃこおおおい！」

　ばちんと両手で頬ほおをはたいて、政宗はずんずんと部屋を出る。

　ＢＧＭはロッキーのテーマ。気分はリングに上がるボクサーだ。

　かなりテンションが上がるので、へたすると癖くせになりそうだった。一人でやるよりいい感じなのだが、おそらく千夏はつきあってはくれないだろう。それだけが残念だ。

　いつもより二割り増しイケメンマインドで、政宗は待ち合わせ場所へ向かったのだった。







　待ち合わせ場所は、最も寄より駅前の電光掲けい示じ板ばん前。

　五分前にたどりついたが、まだ由莉奈嬢じょうらしき人物は来ていなかった。

　ひとまずその場に立ち続けるが、どうにも落ち着かない。

（……う、緊張してきた）

　おしゃれ命のちょー可愛い子。千夏の言葉が蘇よみがえる。

　腕の時計を見ながら、そわそわと落ち着きのない自分を必死になだめた。ここまで来て、不慣れなところを見せるわけにはいかなかった。

（いや、どんなんでも相手は中学生だ。どってことない、はず。たぶん）

　手のひらに『人』と三回書いて、目をつぶって呑のみ込んでいた時だった。




「あの、千夏のお兄さんですか？」




　この声！　きた！

　電話で聞き覚えのある甘い声に、政宗はどきどきしながら振り返る。

「こんにちはっ。遅れてごめんなさい。甘木由莉奈です」

　あれー、おかしいなあ。声はするのにぜんぜんいないぞう。どこだー。

「甘木……甘木……」

「だから由莉奈ですってばあ」

　ほらここに、と、ぶっとい指で自分を指差す巨体ガールがいた。

　でかいというか、幅広かった。

　着ぐるみ？　中に誰か入ってるの？　そう問いたくなるほどの肉の充実振り。どすこーいな関せき取とりサイズ。

　幼かった頃ころの、懐なつかしい自分を思い出す。丸くて太くて豚トン足ソクだった、あまりに肉々しいあのフォルム――。

「きみが……甘木さん……」

「はい、由莉奈です！」

　にっこりと少女は微笑ほほえんだ。

（ち、千夏！）

　おまえ完全にだましやがったなと叫びたかったが、時すでに遅かった。

　確かに髪は綺き麗れいにブローして、服装は流行もきちんとおさえていておしゃれだ。でも。だがしかし！

「今日はほんとに感かん激げきですっ。千夏に大感謝です。まさかほんとにつきあってくれるなんて。政宗さん――あ、名前で呼んじゃっていいですよね。オナチューじゃないし真ま壁かべ先輩っていうのも変ですし。政宗さんは……政宗さん？　どうしました？」

「いや、うん……その……」

「デートですからね。楽しみましょうね！」

　むちっと肉々しい腕が、半そでの左腕にからみついた。体中から力が抜けそうになった。

　周りの視線が、自然とこちらに集まってくる。

「うわー、すげえカップルだな……」

「ありえなくない……？」

「どういう趣味……？」

　喋しゃべる言葉まで聞こえてくるが、由莉奈はまったく気にしていないようだ。

「……じ、じゃあどうしようか。映画でも見に行く？」

「んー、でも、それじゃ二時間も真っ暗な中でだんまりですよねえ。一日しかないのにもったいなくないですか？」

　そんな。黙っていても二時間つぶれるからいいと思ったのに。

「あっ、あそこでバーゲンやってる。やーん。五十パーセントオフだって政宗さん。みたいみたいちょーみたい！」

　あああ……。







「――すごーい。むちゃかわいー。選べないよー」

　由莉奈に言われるまま、セール中の洋服屋にやってきた。

　彼女は店前のワゴンに並べられたシュシュや髪留めをかわるがわる持ち上げては、自分の髪につけたり鏡を覗のぞき込んだりして吟ぎん味みしている。たまに「似合う？」とばかりに後ろを振り返るので、そのたびに政宗は笑顔を作るしかなかった。

（あれこれ選ぶ前に、まず痩やせるのが先じゃないか……？）

　言いたいけれど言うわけにはいかない。それぐらいの理性はある。

　だが、そもそもデブかつおしゃれというのが、政宗にはよくわからなかった。政宗にとって、デブとは堕だ落らくと嘲ちょう笑しょうの象しょう徴ちょうだ。悪・即・斬ざんならぬ豚・即・斬。いじめられるし笑われるものとして焼きついている。ある意味でトラウマそのものなのだ。

　その状態で、わざわざおしゃれをしようという由莉奈は、チャレンジャーを通り越して無む謀ぼうの人だと思うのだ。

　リアル豚足時代は、そもそも自分の外見に興味がなく、親の用意したものしか着ていなかった。信しん州しゅうの山にこもっていた時は、まさに修行僧だった。下界に下りてきてはじめて、おしゃれ系ショップのワンサイズしかない服を普通に着るという行為が、普通にできるようになったのだ。しかもいまだに似合っているかどうかわからず、店員の反応にビクビクしているというのに。

（いや、無理だ。どうがんばっても店にサイズがない）

　彼女のむりむりな胴回りを見ていると、本気で心配になってきてしまう。絶対どこかで壁かべにあたるはずなのだ。

「あ、あのワンピかわいー」

　由莉奈が甲かん高だかい声をあげた。

　店頭のトルソーに着せられた、フリルたっぷりのお嬢様風のワンピースを指差している。

　彼女は吸い寄せられるように近づいて、ハンガーにかかっている同じ服を持ち上げた。

「どうですか、この色、由莉奈に似合うと思いませんか？」

「ああ、うん……いいんじゃないかな……顔色には合ってると思う……」

「ですよねですよね。ああでもでも、サイズがなー。由莉奈ちょっとぽっちゃりだからなー」

　ほら、けっきょくこうなるんだ。

　同どう族ぞく嫌けん悪おだからだろうか。どうしても体重過多の人には、点が厳しくなってしまう。しかし、しょんぼりと肩を落とす由莉奈を見ていると、政宗としても励はげましてやりたくなった。女の子なのだから、着たい服が着れないというのは悲しいだろう。

（大丈夫だよ甘木さん。君の気持ちはわかる！　ぽっちゃりなんて言葉に惑わされないで、今の悔くやしさをバネにして痩せれば、きっと人生薔薇ばら色になるから――）

　しかし由莉奈は、

「――なーんて、落ち込んだりなんかしませんけどね」

　けろっと笑い飛ばした。

「え、え、じゃあ諦めて」

「そんなことしませんよー。由莉奈『お直し』大得意なんです。ウエストの十センチや十五センチ、いくらでも継ぎ足せますから！」

　衝しょう撃げきだった。

　この女――肉体を改造する前に、服を改造するのか！

「しゅ、しゅ、手芸部だったっけ……」

「ハンドクラフト部です。いろいろテクがあるんですよー。折り込んでる部分を伸ばしたり、切って布を足したりとか。究極だと『ニコイチ』とか。同じ服二枚買って、ずばっと真ん中で切って繋いで、一枚の服にしちゃうんです。ウエスト六十センチのスカートが、百センチ超えでも安心に！」

　違う違う違う！　なんかそれ違う！

　政宗のダイエット人生にかけて違うと言いたかったが、彼女の屈くっ託たくのない表情を見ていると、なぜいけないのかうまく説明できなかった。

「うんうん、やっぱりこのワンピ買おう。お直しの素材用にもう一着買っても五十パーセントオフだから一着分！　お買い得！」

　すさまじいまでのポジティブ。目眩めまいがするほどの前向き思考。

　デブなのに。デブであってもなお。

　甘木由莉奈は二着分のワンピースを抱えてレジに行き、ほくほくとショッピングバッグをさげて帰ってきた。

「次はー、なんか甘いもの食べたいな。政宗さん、アイスとか食べにいきませんか？」

「……うん、いいよ……」

「やったうれしい！」

　その足で駅ビルの一階へ行って、ショーケースの中からコーン付きのアイスをそれぞれ選んだ。

　政宗は、少しでもさっぱりしそうなシャーベット系のアイスを選んだが、由莉奈はチョコ系かつナッツ入りと、遠えん慮りょというものがない。

　一つ頼んでもなお、ケースの前でえんえんと悩み続けている。

「んー、でもやっぱバナナ的なのも欲しいってゆーか……」

「ただいまキャンペーンをやっておりまして、ダブルのお値段でトリプルがご注文いただけます」

「……だってさ、甘木さん」

「バナナチョコファッジとキャラメルクランチ追加で！」

「ありがとうございます！」

　まあなんと威勢のいいお返事でしょう。

　そりゃまあ、太るよな。痩せないよな。由莉奈の巨大なアイスの山を見て思うが、べつに彼女の場合、太ったところでなんら困ることはないのだ。服が入らなければ改造して身体からだに合わせればいいだけだし、好きなおしゃれだってできる。友達だってたぶん政宗よりずっと多そうだ。あれ、なんかほんとに痩せなきゃいけない理由が見つからないぞ……？

（俺、なんで痩せたいって思ったんだっけ……？）

　だめだ。自分の中のアイデンティティーが、ガラガラと崩くずれていくのを感じる。

「そうだ政宗さん。次、カラオケ行きましょうカラオケ！」

　ああそう、カラオケ。いいんじゃないの。なんでもいいよ。

　うちひしがれるあまり、カラオケの経験など無いに等しいことも忘れかけていた。

　由莉奈の明るい号令のもと、デブい手に引っ張られて歩く。そんなことも、もはや気にするどころではなかった。







　カラオケルームの個室に入り、由莉奈がさっそく歌いたい曲を端たん末まつに入力していく。政宗は、手元にあるドリンクのメニュー表を見ていても上の空だった。

　人生。人生の意味ってなんだったっけ。

「政宗さん。ドリンク頼むなら、メロンソーダ一いっ緒しょにお願いできますか？」

「ああ、うん……バニラアイス追加できるよ」

「じゃ、それで☆」

　わかるよ。メロンソーダにはバニラをオンだよね。普通そうするよね。

　太っていてもかまわない――それは価値観の相違。しかしその一言では片付けられないものがあった。

　上の空でも、室内の照明が変わる。聞き覚えのあるアイドルグループのイントロが鳴り始める。

　甘木由莉奈が、立ち上がって歌いだす。

（え――）

　政宗は、今度こそ掛け値なしにおどろいた。




▼▼▼




「あー、いっぱいうたったあ！」

　アンパンのように丸い顔が、表の日差しにつやつやと輝いている。

　それはもう、二時間歌いまくれば満足感もひとしおだろう。

「なんかごめんなさい。由莉奈ばっかり歌っちゃって」

「いや……いいよ。聴いてるだけで満足だったし」

「うわ、ありがとうございます。優しいんですね、政宗さん」

　こればっかりは、お世辞ではなかった。

　甘木由莉奈の歌は、本当にうまかった。びっくりした。

　趣味はカラオケなどというレベルではない。そのへんのアイドルなど、裸足はだしで逃げ出す歌唱力なのだ。しかも、プレビュー画面そのままの振り付けで歌って踊り、息が切れない。音程が崩れない。印象に残る甘い声はオリジナリティもあり、由莉奈が歌ってはじめて『これってこんなにいい歌だったんだ』と思う楽曲がたくさんあった。

　カラオケというよりは、プロのライブを目の前で堪たん能のうさせてもらったような感覚だ。

「甘木さん、歌、うまいんだね」

「そんなことないですよ。趣味です趣味」

「今すぐデビューできると思ったよ。そこらのアイドルなんかよりよっぽど上じょう手ずだし、オリジナリティあるし」

「またまた。無理ですよ」

「なんで」

「もう。見てわからないんですか？」

　由莉奈の瞼まぶたがひくひくと震え、今までにないヒステリックさで吐き捨てた。




「デブだからですよ！」




　付け睫まつ毛げに縁取られた瞳ひとみに、じわりと涙がにじんでいった。

　政宗は、その場に立ち尽くした。

「……政宗さん、『ゆっぴー』って歌い手、しってます？」

「歌い手？　ごめん。芸能界とかあんまり詳しくなくて」

「芸能界じゃなくて、動画サイトで自分の歌をアップしてたりするんです。『ゆっぴー』は着ぐるみで活動してる歌い手で、再生数も高くてすごい人気あるんです。着ぐるみなんてやめて顔出ししろ、デビューしないかっていうオファーもいっぱいあります。でも、みんな断ってます。本当の『ゆっぴー』は……甘木由莉奈は、こんなおでぶのダメダメちゃんだから……」

　最後の語尾が、かすれて消えそうだった。

　天てん真しん爛らん漫まんな前向きさは、もうどこにもなかった。あの甘い明るさで武装した殻からがはがれ落ち、ただただ心細そうな、傷つきやすい女の子がいるだけだった。

「……わかってるんです。いくら服を着られるようにしても、おしゃれに気を使ってますって言い張っても、デブのアイドルなんて誰も見たくない。それがみんなの本音なんだって。痩せよう痩せようって思っても、いつも途中でがまんしきれなくなって失敗しちゃって……また自じ己こ嫌けん悪おなんです。ほんとサイテーなんです由莉奈って」

「それは……」

　そんなことないよ。見た目なんて関係ない。そう言うのは簡単だった。

　でも政宗は、彼女のあせりや苦しみが痛いほどわかった。やりたいことがある。でもできない。理想と現実の間で、もがいて、苦しんで、這はい上がりたくても這い上がれない。わかりすぎるからこそ、ここで安易に慰なぐさめの言葉を言うこともできなくて。

「――たしかに、がんばりが足りないのかもしれないね。本気でアイドルになりたいんだったら」

「ま、政宗さん」

「服二枚買うよりも、一枚で入るようにならなきゃいけないんだよ。メロンソーダをクリームソーダにしてる場合じゃないんだ」

「ひどい。政宗さん自分がイケメンだからって！」

「上から目線で説教してるって？　そう思いたいなら思えばいいさ。でもそうやって言い訳してるうちは、ぜったいに夢なんてかなわない」

　断言してやった。

　由莉奈の両目から、ぼろぼろと大粒の涙がこぼれていった。

　政宗は、そんな彼女の頭をなでた。よく手入れされた長い髪だった。

「歌、好きなんだろ？　君の才能は本物だよ。人の心を動かす力がある。俺が保証する」

「由莉奈は、由莉奈は……」

「あせらなくていいよ。痩せたいなら、俺も力を貸すよ。君にあったやり方がぜったいあるから。俺と一緒にがんばろう？」

　由莉奈は――唇を噛かみしたまま、黙ってうなずいた。政宗は笑った。そうだ。これが最初の一歩だ。

　この子は確かに太めかもしれないが、きっと近いうちに超ちょう弩ど級きゅうのアイドルとしてステージにたつに違いない。

「うたいたい。だからがんばる……」

「そうだよ。その意気だ」

「政宗さん……」

　涙ににじむ顔で、由莉奈がこちらを見上げる。後ろに彼女の未来の姿が重なって、輝いて見えた。デブがぽちゃ可愛く見える時とは、きっとこういう時のことを言うのだろう。うん、ほんとに可愛く見えるから不思議だ。

「甘木さん……」

　その時だった。




「――おいおまえ、由莉奈になにするんだ！」




（でっ）

　いきなり膝ひざ裏うらに、ローキックをくらった。

　よろめきながら振り返れば、髪をつんつんに逆立てた少年が、顔を真っ赤にして立っていた。

　年の頃は、千夏や由莉奈と同じぐらいだろうか。背こそ低いが、数年後にはけっこうなイケメン君になりそうな美少年君である。

「泣いてるじゃないか。女子相手にいじめなんて最低だぞ！」

「ば――いきなりなんだよ。普通に話してただけだって」

「どこがだ。どうせ由莉奈のこと、デブだなんだっていじめたんだろう」

　政宗は思わず言葉につまった。

　少年は「ほらみろ」と勝ち誇った顔をした。

「いや、俺はただ、やりたいことがあるなら痩せた方がいいって」

「ほざけ。見た目で判断して由莉奈のことを馬ば鹿かにするようなやつに、由莉奈のよさなんかわかるわけねえ。ぜってー渡さねーからな！」

　は？

　なにを言っているんだねキミ――政宗はあっけにとられるが、当人はいたく真剣なようだった。

「健けん二じ！」

　横で由莉奈が叫んだ。

「もういい、いいの！　じゅうぶんうれしいから！」

　感かん涙るいしながら少年に飛びつく。彼女よりもはるかに軽量な少年は、ぐらつきながらもしっかりとその巨体を受け止めた。

「由莉奈。オレが悪かったよ。もう不安になんかさせないからな。由莉奈はありのままが一番いいんだ」

「うんうん。ありがとう、健二」

　二人はお二人だけの世界に入って、語り合っている。

　置いてきぼりなのは、政宗だ。

「……あの、もしかして、二人とも、知り合い？」

　由莉奈は、少年の腕にしがみついたまま、しっかりうなずいた。

「はい、元カレっていうか、今カレです！」

　膝裏ローキック以上の衝撃が走った。

　そしてあらためて政宗に向き直った甘木由莉奈嬢は、それはそれは幸せそうな、くったくのない笑顔を浮かべるのだ。

「そういうわけで政宗さん。今日はほんとにありがとうございました！　とっても楽しかったです」

　政宗は、呆ぼう然ぜんとしながらも、たずねずにはいられなかった。

「楽しいのはいいけど……痩せて……アイドルになるっていうのは……」

「あー……あは。なんていうかその、ほら。今のままが好きってカレがいうんで！　いつかなれたらいいですよね！　いつか！」

「ほら、行くぞ由莉奈」

「うんっ」

　カレシにうながされるまま、由莉奈が去っていく。『ありのままの君が好き』な甘かん言げんの名のもとに、一人のトップアイドルの未来が葬ほうむり去られていく。そんな風にしか見えなかった。

「なんか食べてくかー」

「クレープかシェイクがいいなー」

「オレ、両方たべる」

「じゃ、由莉奈も！」

　喰くえ。もうなんでも喰っちまえ。

　そしてふと横を見れば、妹の千夏が、感じ入った顔でうなずいているのだ。

　ふだんはつけない度なしの眼鏡めがねに、キャップのオプション付き。どうも変装しているつもりらしい。

「……うんうん、よかったねー、由莉奈ー」

　こいつ、いったいいつから尾行していた？

「千夏よ……」

「あ、おにーちゃん。おつかれさまー」

　はじめは笑顔だった千夏だが、政宗の殺気だった視線を受け、わざとらしく目をそらした。

「……あ、あのねー、由莉奈ねー、あのカレとケンカしたとかで、ずっと悩んでたんだよね。おにーちゃんとデートしてやれば、カレのほうも変わるかもって作戦はユウコウでしたわね。ナイス采配。びばあたし。千夏ちゃんまじガンバッタ」

　自じ画が自じ賛さんしてる場合か！

「おまえ、わかってるなら言え！　はじめから！」

「ごめんごめーん。お詫わびに『別マ』に『薔薇の瞳のステロイド』のコミックスもつけるから！　ほんとおにーちゃんありがとう！　たすかった！　大好き！」

　政宗は、脱力のあまりその場にしゃがみこんだ。軽すぎる妹の感謝は、なんの役にもたたなかった。

「あ、あれ、もしかしておにーちゃん、マジで由莉奈のこと？　うわごめん、あたしったら……」

「違う！」

　政宗は神にかけて叫んだ。

　そう違う。『そのままの君でいて』『ありのままのあなたが好き』『人は見かけで判断してはいけない』『自然体が一番』、すべて嘘うそっぱちだ。欺ぎ瞞まんだ偽ぎ善ぜんだ堕落の象徴だ。

「俺は、ぜったいにそっちの道にはいかないからな！　死んでもだ！」

　政宗の心の叫びが、休日の繁はん華か街がいにとどろいたのだった。
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　結論。真ま壁かべ政まさ宗むねは、決して堕だ落らくの道へは入らない。宿敵たる安あ達だ垣がき愛あ姫きに復ふく讐しゅうするため、粛しゅく々しゅくと行動あるのみなのだ。

　本日の参考書はこれ――薔薇ばらの瞳ひとみのステロイド。連れん載さい第八回、『愛と渚なぎさのエチュード』編クライマックスより。

　運命の悪戯いたずらに傷つき、泣き濡ぬれて走るヒロインのモモに、ヒーロー役のエイジの手が伸びる。エイジ、彼女と至近距離で見つめ合う。

『エイジ――』

『俺おれはもうお前しか見えない』




　――とくん。




　問題の大ゴマ。『とくん』という効果音とともに、点てん描びょうときらきらのトーンが散りばめられ、ヒロインの赤面顔を彩いろどっている。

（――なるほど。ここで『とくん』が来ると……ヒロインの心理が動いたな）

　政宗は自室の机に向かいつつ、マーマレードコミックス『薔薇の瞳のステロイド』二巻の百二十ページに、用意した付ふ箋せんを貼はり付ける。そして、慎重に次へと読み進める。

「……なんかさー、ほんっとーに根つめて読むよねえ……あげたあたしが言うのもなんだけど……」

「ママも『薔薇ステ』だいすきよ～。エイジ様かっこいいから」

「あっ、おとーさんにいっちゃうよ」

「うふふふ」

　言ってろ外野。別にキャラ萌もえがしたくて読んでいるわけではないのだ。

　計画には常に微び調整が必要であり、千ち夏なつが『泣ける』と大絶賛した少女マンガもその参考に使うまでなのである。

　そうして机き上じょうにはコミックスが積み上がり、鉄てっ壁ぺきの論理が整えば、実じっ践せんの段階に入る。

　翌日の放課後は、居残りで補習だった。例の実力テストの特別補講は、まだ続いていた。

　すでに顔なじみとなった補習組が集まる教室で、政宗は当然のように安達垣愛姫の隣に席を陣取った。

　愛姫が秀しゅう麗れいな顔をしかめた。

「またそこなの？」

「もちろん」

　政宗はさわやかに笑う。愛姫がため息をつく。

　二人の前方では、教師があれこれとテキストの説明をはじめている。

　実際にはじまるまでは、さんざん恐怖心をあおっていたわりに、肝かん心じんの補習の中身はきわめてまっとうだった。おかげで政宗や愛姫には、いまさらな内容ばかりである。

　だからというわけではないが、政宗は机に頬ほお杖づえをつき、教師ではなくひたすら愛姫を見つめ続けた。見つめて見つめて見つめまくった。

　やがて、こちらの熱い視線に気づいたらしい愛姫が、小声で囁ささやいてくる。

「……前向いたら？」

　政宗は頬杖をついたまま、キメ顔を維持して囁いた。




「『俺はもうお前しか見えない』」




　ドヤ！

　愛姫が絶句するのが分かった。そうそう、言葉に出ないほどのときめきだろう。ネットランキング堂々一位の胸アツ名台詞だからな。

　その補習が終わって、突然の夕ゆう立だちで立ち往生してもあわてない。

「うわ。どうしよう。すごい雨。傘かさないよ～」

「安達垣さん、もってる？」

「ううん、吉よし乃のに言って持ってきてもらおうと――」

　政宗は、他ほかの補習メイトと一緒になって昇降口にたまっている愛姫の眼前に、置き傘の折りたたみを差し出した。

「『お前の涙だと思えば、雨に濡れるのも悪くない……』」

　そのまま政宗だけ、さっそうと雨の中へと駆け出す。

「真壁ちょっと！」

　はははは。

　ちなみにこれは、三巻四十二ページからの引用だ。







　そんな感じで、政宗のラブ盛り大作戦は着々と進行していたのだけれど。

「――キモイ？」

　あの小こ岩いわ井い吉乃が、よりにもよってこちらを校舎裏にまで呼び出して、そんなことを言った。

「ち、ちょっと待って。何そのキモイって。安達垣がそう言ってたの？」

　吉乃は、黙ってうなずいた。

「正確にはマジキモイ」

「あのアマぶっ殺す！」

「わたしもそうおもう」

「あのね！　『薔薇の瞳のステロイド』略して薔薇ステは名作なんだぞ！　百万乙女おとめのバイブルなんだぞ！」

「そういうモンダイじゃなくて」

　ぜーはー息をする俺。だってひどいだろう。せっかくの勉強の成果を否定され、吉乃の言葉もよく耳に入らなかった。なぜだ。この真壁政宗が感動し、乙女たちがときめいた数々の名シーン名セリフが、『キモイ』の一言で否定される。そんなバカなことがあってたまるか！

「……ふっ、まあね。最近の若い子は、なんでもキモイで片づけるからね」

「豚トン足ソク。そろそろひかないと」

　おっさん部長風に精一杯の虚きょ勢せいを張りまくる政宗へ、吉乃は言った。

「いつも押しまくるだけじゃダメ。メリハリがだいじ」

「メリハリ……？」

「そう。つぎは思いっきり冷たくするぐらいでもいいよ」

　彼女はわりと、真ま面じ目めに言っているように思えた。

　冷たく――。







（冷たく、ねえ……）

　そんなことを急に言われても、だ。

　政宗は、自室のベッドに座り込んだ。

　手元には、千夏から譲り受けた『薔薇の瞳のステロイド』のコミックスがある。

「好き勝手言いやがって。人の研究の成果を」

　そのままパラパラとめくっていく。

　まあ確かに、ヒーローに冷たくされて本心に気づくヒロインというのも、王道といえば王道だ。この話の中でもそんな展開あった気がする。どこだったっけ。

『――いまさら自分の気持ちに気づくなんてどうすればいいの？　エイジはわたしのことなんて好きじゃないのに！』（四巻一二一ページより）

　そうそう。これだ。このエピソードだ。今まで情熱的に口説く一方だったエイジの、突然の変へん貌ぼう。突き放されて自分の気持ちに気付くモモ。これで二人の仲がぐぐっと縮まるんだよな。

　でもなあ……。

「冷たくして、もっと嫌われたらどうするんだ……？」

　当然の懸け念ねんだろう。

　いくら薔薇ステの真似まねをしたところで、現実の安達垣愛姫にはキモイと言われて終わりなのだ。ここで真に受けて距離を取ったりしてみたら、




　――最近うるさいコバエが減った気がするの。

　――せいせいしたわ。




　とか言われたらどうする。ものすごくありえるぞ。

　実際にそう言われたわけではないが、政宗の頭の中では、最凶最悪に蔑さげすみまくった残ざん虐ぎゃく姫ひめの顔が、フルハイビジョンで再現された。あるある。リアルすぎる。なんという臨場感。思わず薔薇ステを引きちぎりそうになる。

「エイジ！　お前は楽でいいな！　ヒーローなら絶対ふられねえからな！」

　二次元のイケメンに嫉しっ妬とするほど、政宗には余裕がなかった。




▼▼▼




（あー、どうするべ）

　けっきょく悩みまくっても結論は出ず、朝がきたのでげっそりしながら学校へ向かった。

　教室のある階まで上がると、なんの嫌みか運命の悪戯か、悩みの主である安達垣愛姫と鉢はち合あわせした。

「や、やあ安達垣さ――」

　政宗は、ここまでの条件反射で笑おうとした。でも同時に、吉乃の制止と『キモイ』の三文字が頭をよぎった。

　くそみそに腹立たしいが、今のままじゃダメなんだ。新しいアプローチ。メリとハリが大事！

　政宗は、意識して表情を消した。何も言わずに、愛姫とすれ違った。

「――――？」

　やった！

　歩きながらも心臓はバクバク言い、口から飛び出そうだった。ひたすら振り返らずに教室へと進んだ。

　自分の席についてから、遠えん慮りょなく動どう揺ようしまくった。

　くああああ、やったやっちまった！　残虐姫を無視だよおい！　どうすんだよ！

「……真壁君？　大丈夫？」

　突っ伏す政宗の耳に、小こ十じゅう郎ろうたちの声が、遠く聞こえる。

　だがもう、後戻りはできない。

　サイは投げられた。せっかくここまで積み重ねてきた好感度もなにもかも、全部ぶち壊しになったかもしれない。

（俺がただのイケメンかヒーローか、見物だなエイジ！）







　それから。

　放課後の補習は、できるだけ愛姫から離れたところに席を取った。

　愛姫の目の前を通り過ぎて、後ろの方に座った時の意外そうな顔。気にせず知らないふりを続けるのも気をつかう。

（こういう作戦なんだよ。かかってくれよ安達垣愛姫！）

　必死に念じ続けていると、やがて愛姫は、前を向いた。教室では補習の授業がはじまった。政宗は、ほっと胸をなでおろした。

　次に校内で彼女に会うと、なんと彼女の方から顔をそむけてきた。

（な!?）

　取り巻きを連れて、足早に去っていく。

　いやちょっと待て。誤解だって安達垣さん。今までのは全部ナシ。演技なんだ――。

「待――」

　もう少しで口にしたくなるのを、ぐぐぐっと、必死にこらえた。取り巻きの列の一番最後に、吉乃の目があったからだ。

　政宗は、その場に立ち止まった。

（踏みとどまれって言いたいのか？　師し匠しょう）

　望む結果が出るまでこらえる。耐え忍しのぶ。それしかないのか。

　でも。

「………………ずっとこのまま、だったりして……」

　口をおさえたまま呟つぶやく。嗚呼ああ。ゼンゼンマッタクワラエネエ。







　その後も忍耐の日々は続いた。

　安達垣愛姫は、いっこうにデレる気配を見せなかった。おいまだなのか。本当にこれでいいのか。迷いに迷い、最近では、別の意味で顔を見るのが怖くなってきた。じっとしているだけできりきりと胃が痛みまくる始末。

（俺……しょせん顔がいいだけのモブキャラだったってことか！）

　ヒーローではなく。

　心の中で泣くしかなかった。たとえキモイと言われても、以前の方がまだ会話は成り立っていたというのに。今はもう目さえ合わない。ガン無視だ。

　せっかくの復讐が。デッド・オア・ラブ作戦が。後こう悔かいはいつも先に立たないのだ。




「――真壁」




　などと思っていた矢先。事態は激はげしく急展開した。

（あれは――安達垣愛姫だよな）

　彼女は放課後の人気のない廊ろう下かの壁かべに背を預け、据すわった目で政宗をにらみ付けてきた。

　いきなり正面から、待ち伏せされるのはどうしたものやら。

「話があるんだけど」

　ドスのきいた低音で、政宗を呼びつける。

　血の気が引くというのは、こういうことを言うのではなかろうか。可愛かわいいデレどころか、完かん璧ぺきにお怒り残虐姫モードですよこの顔。

「ま、また今度な」

　とっさに政宗は、手短に切り上げてすれ違おうとした。そうしたら後頭部に、ゴンと折りたたみ傘（俺の）をぶち当てられた。

「……ってえ！　何すんだ！」

「何すんだじゃないわよ！　聞きたいのはこっちよ！」

　愛姫は早足に距離をつめて来くる。政宗、思わず後ずさる。さらに全速前進でついてくる安達垣愛姫。政宗、バスケの要領でピボットターン。敵のディフェンスも堅い。右に、左に、右――と見せて下へ！

「はっ！」

　脇わきを抜いたと思ったらついてくるよこの女！

　ぎりぎりで制服のネクタイをひっつかまれた。

「は、な、せ、よ……っ！」

「ぜったいイヤ！」

　なんだよこれ。まるで乱らん闘とうかチンピラの恫どう喝かつだよ。どこにラブの気配があるんだよ。

「いきなりなんなのよ。馬ば鹿かなの？　私が何したっていうの？」

　彼女と組んずほぐれずのとんでもない体勢を維持しつつ、ほとほと自分という人間にあきれ果てた。

　そうだよ。けっきょく俺はこういうやつなのだ。イケメンにはなれてもヒーローにはなれなかったってことだ。八年間の修行も結果はこれだ。

「お願いだから、無視しないでよ。どうしていいかわからないじゃない……っ！」

　――あれ？

　なんか、今のは変じゃないか？

　政宗の近くにいる安達垣愛姫は、ぎりぎりとこちらのネクタイを締め上げつつ、般はん若にゃのように恐ろしい形ぎょう相そうをしてる――と思っていた。でも、よくよく見ると眉まゆがハの字というか。泣きそうな子供みたいな顔をしていた。

　捨てられるのを怖がってる。

（これはいわゆる）

（その）

（デレの予兆ってやつでは）

　うわ。

　うわ。

　うわ――――――。

「……ははっ」

　政宗は、尻餅をついた姿勢のまま、思わず笑ってしまった。

「なに笑ってるのよ！」

「だって俺さ、ずっと待ってたんだ。安達垣さんにそう言ってもらえるの」

　ここまでがまんした甲か斐いがあった。本当に良かった。

「わ、わざとってこと？」

「ごめん。安達垣さんともっと仲良くなりたかったからさ」

「……さ、最低……」

　口ではそんなことを言っているけれど、自分でも強がっているのは分かっているようだった。罵ののしる声にトゲがない。そして政宗を見る顔は真っ赤だ。

「信じられない。なんでそこまでするの？」

「そりゃもちろん、安達垣さんのことが」

「私なんかのどこがいいの？」

　好き。

　そう単純にすませるはずだった政宗は、凍こおり付くはめになった。

（――は？）

　なに？　理由を？　述べよと？

　ここにいる、顔はいいけど男嫌いで。スタイルいいけど食しょく欲よく魔ま神じんで。頭いいけど世間知らずで。そういう残虐姫・安達垣愛姫のどこがいいかと。

「か」

　考えてませんでした――なんて、とてもじゃないけど口にはできず。

「どっ、どこって。ぜんぶだよぜんぶ！　あらゆるところがだよ！」

　政宗は、笑ってごまかすことしかできなかった。

「あらゆる、ところが……」

「もうほんと最高だよね！　ビーナスの再来とはまさにこのことだよね。おおっとごめん、ちょっと用事を思い出したよ！」

「ちょっと真壁！」

「アデュー！」

　政宗は、その場を逃げ出した。

　逃げて逃げて、そして逃げながらスマホを取り出し。

「カモン、師匠――っ！」

　最終兵器、小岩井吉乃を召しょう喚かんしたのである。







　政宗を逆さに吊つり上げた公園で落ち合い、ことの次第を報告することにした。

　ある意味で真壁政宗、最大の危機かもしれない。

「おーい、ここだ師匠！」

　政宗は、公園の真ん中で手を振った。気付いた吉乃が、小走りに公園内に入ってきて――段差にけつまずいて倒れこんだ。

「ちょっ、大丈夫かよ」

　どうしてこうよく転ぶのだろうか、この人は。

　政宗は、駆け寄って助け起こしてやる。

「びっくりした……」

「怪我けがは？」

「だいじょうぶ……」

　そうか。本当に気を付けてほしい。政宗の手を借りながら、吉乃がスカートの埃ほこりをはたいた。

「それで、用って？」

「そうだ師匠。聞いてくれよ！」

　政宗は、一から事の次第を話した。吉乃の言う通りに、愛姫への態度を引いてみたら、向こうから反応があったこと。だけど、思わぬ質問に凍り付いたこと。

「……いや、ほんとびっくりだわ。普通そこつっこむかっつーか」

　から笑いの政宗を前に、吉乃は静かに目を逸らした。

「……ばか？」

「えええ!?」

「まさかそこをかんがえてないとはおもわなかった」

「あきれるなよむかつくな！」

　そんな救いようのないものに捧ささげるセリフを吐かないで。お願い。

　仕方ないだろう。向こうに好きになってもらうことが第一目標で、志望動機が必要だなんて思わなかったのだ。

「なんでもいいから考えるしかないだろ。ほら。出して。聞けば胸キュン☆なやつを」

「わたし、ドラえもんじゃないんだけど」

「そうだ顔がいいっていうのは」

「ダメ」

「え、ダメ？　なんでダメ――だからそこでため息つかない！」

　とにかく自分が不合格であることは確かなようだ。そのままけんけんがくがくの議論がはじまる。

　でも――まだまだ取り返しがきくと思っていたのだ。ピンチではあるけれど、あくまで失点の一つ。後でなんとでもなると。

　その時までは、思っていられたのだ――。




▼▼▼




（うん。やっぱこれだ！）

　翌日。政宗の手元には、一通のラブレターができあがっていた。

　これは吉乃と作り上げた『恋の理由付け』だ。読んでもらえばすっきり胸キュン。政宗が愛姫を気に入った理由が過不足なくしたためられているというあんばいだ。

（手紙だよ手紙。口で言うと、ボロが出そうだからな……）

　政宗はできあがりに満足しつつ、足取り軽く昇降口へ向かう。まずは安達垣愛姫の下げ駄た箱ばこを探した。

（お、ここだ）

　お目当てのネームプレートを見つけると、蓋ふたを開ける。いざ、投とう函かん――。

「――何やってるの？」

「わっ」

　ぎくりとした。

　なんとご本人登場だった。

　あわてて政宗は笑った。

「ち、ちょうど良かった。あのさ、安達垣さん。これ読んでくれないかな。俺の今の気持ちっていうか、わかりやすくまとめてみたっていうか――」

「いらないわよ」

　照れ顔で差し出したラブレターを、愛姫は冷たく払いのけた。

　直接こちらを見る目は、もっと冷たく凍り付いている。

「安達垣……さん？」

「……あなたなんて――大嫌い」

　――はあ!?　いきなり何？
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　――あなたなんて大嫌い。




　政まさ宗むねは、思わず耳を疑った。

　嫌いと言い放つ彼女の顔つきは、今までになく険しいものだった。まるで絶ぜっ対たい零れい度どのヤマアラシ。拒きょ絶ぜつのオーラが全身にじみ出ている。

　思わずこちらが、面食らって口ごもるぐらいに。

「…………な、なんか誤解してないかな。俺おれは」

「おあいにく様。あなたのいい加減さなんてとっっっくの昔に分かってたわ」

「安あ達だ垣がきさん？」

「そうよ、ちゃんと分かってたんだから！」

　なに？　なんだよいきなり。

　いきなりきつく吐き捨てたかと思えば、震えるほど唇くちびるを噛かみしめ、見たくもないものでも見つけたかのように、校舎の外へと駆けていくのだ。

「ちょっと安達垣さん！　待ってよ！」

「どうかした？」

　うおっと。

　出鼻をくじかれる格好で、振り返った。

　小こ岩いわ井い吉よし乃の『師し匠しょう』だった。

　あわてながらも、少しほっとしている自分がいた。

「……わ、わけわかんねえよ。あんたのご主人、なんかいきなり『大嫌い』呼ばわりしてきて、文句言ったかと思ったら、急にバタバタって……」

　逃げられた――のだろうな。たぶんこれは。

　昨日とは、あまりに態度が違いすぎた。昨日はこちらを拒絶するどころか、無視されるのを怖がっていたぐらいに見えたのに。いったい何が起きたんだ？

「わたしが来たから、にげた……」

「ごちゃごちゃ言ってないで。なあどうするよ師匠。昨日まではいい感じにやれてたってのに――あああちくしょう」

「わかった豚トン足ソク。あとはわたしにまかせて」

　吉乃は言って、鞄かばんのスマホを取り出している。

「なんだよ。心当たりでもあるのか？」

　吉乃は答えない。

「なあ、なんか言えよ、師匠！」

　吉乃は、操作の手を休めて政宗を見た。硬こう質しつな、澄んだガラス玉のような目で、一言。




「わたし、まかせてっていったよね」




　とんと突き放された気がした。

「豚足。いってもいい？　いまのあなたは、愛あ姫きさまを好きな理由もせつめいできない。好き好きいっても言葉だけ。そんなんじゃ、いまの愛姫さまになにをいってもつうじない。とってもかんたんな話」

「……お、俺、は」

「安心して。それでもちゃんと、つきあえるようにしてあげるから」

　吉乃はスマホを鞄に戻して、こちらの脇わきをすり抜けていった。しばらく、振り返ることができなかった。

　――刺さった。

　たぶん政宗の心の、このうえなく痛いところに、一いち言ごん一いっ句くが突き刺さったからだ。

「……はは……雑魚ざこの豚足はすっこんでろってか？」

　図星さされて、立ち往生。

　おいこら、真ま壁かべ政宗。おまえ、いくらなんでも八年かけてかっこわるすぎないか。なあ、これは誰だれのための復ふく讐しゅうだ？　吉乃か？　ちがう。俺だろ。俺のためだろ。

　安達垣愛姫に踏みにじられた、尊厳を取り戻すため。

　彼女を俺の口で笑わせて、俺のことを見てもらって。それで。

　もう一度、自分の力でたちあがるため。




　――いまの愛姫さまになにをいってもつうじない。




　確かにそうかもしれないけれど。

　それでもな、こんな風に待ちぼうけで、ひとから餌えさをもらうだけの復讐なんて、認められるか！

「待てって、ちくしょ――っ！」

　政宗は、遅れて走り出した。

　愛姫に会って話さなければならない。自分の口で。どうしても。




▼▼▼




　――最悪だわ。

　安達垣愛姫は、ついひとりごちた。

　平日の午前九時半。校外の児童公園で、たった一人ブランコに揺られていた。

　庶しょ民みんもすなるサボリといふものを、安達垣愛姫もしてみんとてするなり。feat.土佐日記。

（はじめてさぼってしまったわ……）

　我ながら、自分の大だい胆たんさに驚いてしまう。こんな時間に、制服姿で一人。あの安達垣愛姫が。完かん璧ぺきな優等生の名が泣くかもしれない。

（ひょ、ひょっとしたら、こんなところにいると、補導員の人とかに見つかったりするものなのかしら）

　急に不安になってきてしまう。小説やドラマでよく見るあれは、警察の人なのだろうか。それとも教員？　万引きＧメンとはどこが違うのだろう。逮たい捕ほ歴はつくの？　受験や就職にも不利だとか？　安達垣愛姫の転落人生はまさにここから？

（どうしよう……）

　すでにお先真っ暗な気分になり、こそこそと周囲の様子をうかがっていると、

「こら――っ！」

「きゃあ！」

　愛姫は飛び上がりそうになった。

　ごめんなさいごめんさいごめんなさい。必死に謝り倒し、激はげしく縮こまっている鼻先を、小さなトイプードルが走っていくのが見えた。

「ひゃん。ひゃん。ひゃん」

「もうクッキー！　待ちなさーい！」

　遅れて飼い主らしい中年婦人が、プードルの『クッキーちゃん』を、おっとり乙女おとめ走りで追いかけていく。

　愛姫のことなど、目をくれずに通り過ぎていく。

　そして残されたのは、自意識過か剰じょうで過剰防衛の自分ばかりなり。

　かっと頬ほおが熱くなった。

「――もうイヤ！」

　ブランコの上で、癇かん癪しゃくを起す。元をただせば、誰のせいでこうなったと思っているのだ。みんなあいつがいけないのだ。

　愛姫の膝ひざの上には、一本の折りたたみ傘がさが乗っている。シンプルなデザインの男物で、この事態の諸悪の根源、真壁政宗からの借り物である。

　脳裏をよぎるのは、先日のできごとである。

　愛姫が自分なんかのどこがいいのか尋ねたとたん、真壁政宗は急に情じょう緒ちょ不安定になり、




　――もうほんと最高だよね！　ビーナスの再来とはまさにこのことだよね。おおっとごめん、ちょっと用事を思い出したよ！

　――ちょっと真壁！

　――アデュー！




　あげく、愛姫の前から逃げるように走り去ってしまった。

　そしてこちらの足下には、この借り物の傘だけが残されたのだ。

　だから愛姫は、大急ぎで政宗の後を追いかけていった。




　――ちょっと真壁！　これ忘れてるわよ！




　追いつこうとした先では、彼がスマホを取り出して叫んでいるところだった。




　――カモン！　師匠！




　誰が予想しただろう。その後に公園へやってきた『師匠』が、よりにもよって小岩井吉乃だったなんて。

　転んでしまった吉乃を、政宗は慣れた様子で介抱していた。吉乃もまた、彼を信用しているようだった。

　お互い打ち解けた親しいやりとり（こちらなんかよりよほど！）を見ていられず、愛姫はその場を、逃げるように立ち去ることしかできなかったのだ。

　正直に言えばショックだったし、腹だたしくもあった。

（真壁。なにが『あらゆるところが』よ。でれでれ鼻の下のばして。最低）

　蚊帳かやの外で盛り上がられていたことを思うと、悔くやしさと羞しゅう恥ち心しんで憤ふん死ししそうになるのだ。

　あんなにデートに誘ってきたくせに。

　思わせぶりなことばかり言ってきたくせに。

　隣にいた吉乃の方が本命だったのだ。

「……っ、どうせこんなことだろうと思ってたわよ！」

「――愛姫さま」

　ブランコの鎖くさりを握りしめて、思いの丈たけをぶちまけていると、見慣れたふわふわ頭が視界に入った。

　安達垣に仕える小岩井家の次女。小岩井吉乃だ。

　愛姫は、ぎくりと体をこわばらせる。

「……なんで、今まで黙って……っ」

　そこまで言って、続きを言うことができなかった。

　今さら何を言えばいいというのだ。見苦しく責め立てるのは、安達垣の人間としてのプライドが許さなかった。だから、ぎりぎりのところで踏みとどまった。

　あらためて長い髪をかきあげて、普段通りの顔を作り直した。

「何か用？」

「愛姫さま。きいてください」

「あらかじめ言っておくけど、授業に出るかどうかぐらい、自分で決めるわ。あなたは教室に戻りなさい」

「わたし、真壁政宗くんと会ってました」

　うっと息を呑のみ込む。

　愛姫は頬を盛大にひきつらせながら、吉乃と見つめあうはめになった。

　生まれた時から一緒の、使用人の娘。それが吉乃だ。

　昔から小さくて、気が弱くて、ドジで頼りない子供だった。平へい坦たんな道でも、転んでつまずくなんてしょっちゅうだった。そこから起き上らせて、埃ほこりだらけのスカートをはたく役目はだいたい愛姫だった。そう、政宗なんかではない。

　そんな吉乃は、いまも両手を胸の前で握り合わせて、こちらを見ている。あの頃ころと同じように、まっすぐ。

　思わず、目をそらした。

「相談、うけてたんです。メールや電話ももらってました」

「ふ、ふうん？　だから？　せいぜい仲良くすればいいんじゃないの？」

「かなしいですか？」

「ありえないわね！　あんな自信過剰のナルシスト」

「本当にそれだけですか？」

　ひやりとした手が、愛姫の頬をなでた。

　至近距離、吉乃はにこりと微笑ほほえんだ。

（本当にこの子は――）

　どうしてとろくさいくせに、こう時にかぎって鋭いのか――。

　がまんしているのに、頬どころか、全身がみるみるうちに熱くなってくる。

「あ、ありえない。ありえない。ありえない……」
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　混乱する自分を見られたくなくて、愛姫はうつむきながら繰り返した。

　今でも強く、信じていることがあるのだ。

「……男なんて、みんな嘘うそつきじゃない」

　そう。嘘つきだ。母と離婚してしまった父もそうだし、一時期仲良くなった『マサムネ』もそう。ちょっと気を許したら最後、手の平をかえしていなくなってしまうのだ。

　信じていたのに。その思いが強ければ強いほど、裏切られた時の傷は深くなる。

「適当でいい加減で、最後はみんな、なかったことにするのよ……」

「……そうかもしれません」

「そうよ、だから」

「でも、そればっかりじゃないかもしれない」

　だから。この私が男子を好きになることなんてありえない。真壁政宗が知らないところで女子と仲良くなっていたって悲しみはしないし、万が一にも恋するなんてありうるはずがないのだ。そうに決まっている――。

「だいじょうぶです愛姫さま。あのひとは愛姫さましか見えてません」

　吉乃はさらりととどめを刺した。こちらの完璧で強固な理論を粉砕した。

　ぱらぱら、ぱらぱら、愛姫が築きあげてきた虚きょ勢せいが、音をたてて崩くずれて落ちていく。

「愛姫さまもあのひとのこと好きですよね」

　直球すぎて息ができない。

　口をぱくぱくしていると、吉乃は「それでは、お先にしつれいします」と一礼して公園を出ていく。

　愛姫は、たまらず吉乃を追いかけた。

「ちょっと待ちなさい、吉乃！」

　ブランコから立ち上がり、柵さくを乗り越え、出口へ走る。

　とにかく話を聞きなさい。いいこと、私はね――。

「聞きなさいってばあ！」

　だが、吉乃の姿はすでになかった。公園の出口で右を見ても左を見ても、あのふわふわした頭がどこにもない。

「……最低……」

　頬が熱くて息が上がるのは、きっと走ったせいだ。

　愛姫は頬にまとわりつく髪を払い、目の前の歩道を歩き出す。

　混乱する頭の中を、子供の頃の甘くて苦い思い出がよぎっていった。

　それは何年も昔、安達垣の屋や敷しきの庭先で、学校も違う小さな男の子と無邪気に遊んだ記憶だ。名前は確か『マサムネ』とだけ。少し頼りなかったが、優しくて可愛かわいい子だった。でもそれは、ある日あっけなく終わってしまった。

　離婚問題で揺れる家の中で、彼と遊ぶことだけが救いのようなものだったのに、彼もまた愛姫から離れていってしまった。

　あんな手痛い思いをするぐらいなら、疎うとまれ敬遠された方がずっとまし。そう思ってここまでやってきた。

　認めたくなかったのだ。自分が好きになる人が、ことごとくいなくなっていく理由。もしかしたら、自分にも原因があるかもしれないなんて。

（私は、嫌な人間。傷つかないために傷つけてきた。たくさんの人を）

　真壁政宗――あいつだって傷ついたはず。だからわからない。本当にあいつはこんな私のことが好きなんだろうか。

　そして私は、本当にあいつのことが――。




「危ないっ！」




　パアアアアアアア！

　絶叫に、大音声のクラクションが重なる。自分がどこにいるのか、とっさに判断がつかなかった。体が強く突き飛ばされた。前のめりにアスファルトに倒れこんだつま先数十センチ先を、大きな黒くろ塗ぬりの外車が猛スピードで通過していく。

「……し、死ぬって……」

　愛姫を突き飛ばした少年が、地面に膝をついてうめいている。動けない愛姫の肩を、ほとんど倒れ込むようにつかまえていた。

　少年の名前は――真壁政宗。

　息を荒げ、肩を大きく上下させている。

「やっと、見つけたぞと、思ったら……」

　あえぐように顔を上げ、

「――なに考えてんだよ。信号赤だったぞ！」

　本気で怒鳴られた。額には汗が光り、満まん身しん創そう痍いといった風ふ情ぜいだった。

　ここまでずっと、走り通しだったとしか思えない――。

「……あ、あなたには、関係ないでしょ」

「ふざけんな！」

　弱々しい愛姫の反論は、至近距離の怒声にかき消された。

「ないわけないだろ！　あんたがいなきゃ困るんだよ俺が！」

　そう言うのだ。必死に、震える声で。




　――本当にそれだけですか？




　吉乃の言葉が、いまだに頭の中を回り続けている。

　愛姫は目頭が熱くなってきて、うつむいた。この無礼で無神経な男の手を、残った手ではねのけようとしたけれど、けっきょくその手は、彼の手の上に添えたままになった。

　だってあんまりこいつが一生懸命だから。

「あっ、安達垣さん？　ごめん、ちょっと言い過ぎたかも」

　なにをあわててるのよ。今までさんざん怒鳴りつけておいて。

　――神様。もう一度信じてもいいだろうか。

　不信の果て、いろいろと壊れてしまった今の自分を立て直して、もう一度素直な安達垣愛姫に戻って。

　私はきっと。あなたのことが――。

「ちょっと待ってて。鞄放ほうってきたから、取ってくる――」

　政宗が立ち上がり、小走りに公園側の歩道へ走っていく。愛姫は待ってと言おうとして、




「あ」




　ぼげし。

　その瞬間、反対側からきた乗用車に撥ね飛ばされ、少年の体は華か麗れいに宙を舞った。




▼▼▼




　夢を見た。

　空を飛んでから落下するまでの間に、いろいろな映像が流れては消えていった。

　赤ん坊の泣く声。歩くたびに音がするサンダル。補助なしの自転車にのる練習。ランドセルが肩にかかる重さ。教室にロッカーに閉じ込められる。山の中で筋力トレーニング。売店で買う爆弾コロッケパン五つ。下着をはかない女。エッフェル塔と私服の安達垣愛姫。

　たぶんこれは、俺という人間の通ってきた道。

　そして、これから通る未来――？







　――ぴーぽー。

　――ぴーぽー。

　――ぴーぽー。




　救急車がひっきりなしに出入りするせいで、病院というのは意外にうるさいものだと知った。

（……あー。また病んだやつが運び込まれてきたか。ケガかビョーキか）

　遠くで鳴るサイレンに思いをはせるものの、動けないので真相を確かめることもできない。

　政宗は、ベッドの上でギブスに固められた左足を眺ながめやる。しみじみとため息が出てくる。ぽっきり綺き麗れいに折れてくれたせいで、入院と相成ってしまったこの体よ。

　まさか自分が車にはねられるとは思わなかった。

「ねーねー、まーくん、ドーナツたべる？　シュークリームがいい？　ママつくってきたの！」

　隣にいる母の、『さあ食え食え』攻こう撃げきをかわすのも、ベッドの上ではやりづらい。

「……母さん」

　政宗は、精一杯シリアスな憂うれい顔を作る。

「ちょっと行って看護師さん呼んできてくれる？　急にへそで茶をわかしたくなって大変なんだ……」

「まあ、たいへん！」

「頼む……頼れるのは母さんだけなんだ……」

「わかったわちょっとまって！」

「へそが！　へそがあああ！」

「かんごしさああん、まーくんがあああ！」

　母・絹きぬ江えはナースコールも押さずに、わたわたと病室を飛び出していった。これでしばらくはもつだろう。

　しかし持ち込んだ雑誌もすでに読み終え、部屋にあるのは小型のダンベルぐらいしかない。以前、あまりに暇ひまをもてあまして腹筋と腕立てをやろうとしたら、通りがかったナースに血相変えて止められてしまった。退屈なことこの上ない。

（暇だ）

　真っ白い病室で一日じっとしていると、益やく体たいのないことばかり考えてしまう。

　あの走そう馬ま燈とうのように見えたビジョン。長なが野のの修行時代とか、Ｂ組のクラスメイトのこととか、自分が全力をかけて近づこうとした女の子のこととか。

　あれこれ計画をたてていたくせに、これでみんなパーだ。そもそもなんだ、誰も見舞いにすら来てくれないのはどういうことだ。

（とっくの昔に終わってたか……？）

　この孤こ独どくが、誰もいない空間が、すべての証しょう拠このような気がした。

『ただしイケメンにかぎる』なんて座ざ右ゆうの銘めいも、看板からおろす時が来たかもしれない。イケメンなだけでは、ダメなものはダメなのだ――。

　だが、落ち込み続けるその横で、カタリと個室のドアが開く音がした。

（だれだ？）

　絹江にしては早すぎる。

　体をねじった政宗が見たのは、黒髪の姫御ご前ぜん。

「……安達垣さん……」

「あなた一人だけなの？　この部屋」

　不ふ機き嫌げんそうな仏ぶっ頂ちょう面づらで、ドアの隙すき間まに顔を覗のぞかせているのだ。

　政宗がうなずくと、彼女はゆっくりと中に踏み込んでくる。学校帰りらしい制服姿で、青と白のトルコ桔き梗きょうの花はな束たばを持っていた。

　どう見ても『お見舞い』という格かっ好こうである。木刀もないのでお礼参りではないだろう。

　たぶん――政宗を見舞いにきた。

「ちょっと。そんな顔しないでよ。私が来たらおかしいっていうの？」

「い、いやべつに！　そういうわけじゃなくてさ！」

　ただ、本当に、死ぬほどおどろいただけだ。まさか彼女が。

「いい。勘かん違ちがいしないでよね。一応、私にだって責任感ぐらいあるんだから。私の前で起きた事故だし、ほんとならもっと早く来なきゃいけなかっただろうけど、いろいろ考えることがあったのよ。花束は、出がけに吉乃が持たせたものだし、他意はぜんぜんないっていうか……」

「ああ。つまり、君自身は手ぶらだったんだ。見舞いなのに」

「――っ、悪かったわねえ！」

　愛姫が真っ赤になってかみつくので、政宗はなんだか笑ってしまった。

　ぶつぶつ呟つぶやきながらも、愛姫が椅い子すに腰かける。

　一見完璧なようで、ぽこっと抜けているところも相変わらずだ。そして意地っ張りで後には引けない。

「うれしいよ。ずっと待ってたんだ」

　セリフは自然に出た。

　彼女の目元が、ほんのり朱に染まる。隠すように彼女は横を向いた。

「……考えてたわ。今の今まで。あなたが言ってきた言葉の意味」

「そう。どうだった？」

「あ、あなたの言葉は、軽くて信用できない。今でもそう思う。でも、思ったりもするの。昔、私の前から離れていった人も、理由があったのかもしれない。私の態度が、悪かったからかもしれない。今さら謝れないけど、それは目の前にいる人に、素直に接しない理由にはならないと思う。私――」

　聞こえるか聞こえないかの、かすかな小声で。

「真壁があんな風にはねられていなくなられたらって、思ったら――すごく嫌だった……」

　そのまま愛姫は、唇をつぐんだ。後はもう、察しろ。言葉はいらないということかもしれない。

　八年間、ずっとここまで走り続けてきた。

　その積み重ねが、今。

「安達垣さん――」

　すでに何かが報むくわれたような気がしているのはなぜだろう。もしかしたら自分は、ただ単純に彼女に振り向いてもらいたかっただけなのかもしれない。

　あの優しかった頃の目で、もう一度笑ってほしかっただけ。ただそれだけで。

「覚えてるかな。八年前、君の家に迷い込んできた、デブの子供で――」




「やっほー！　まさむね君！　具合どう!?」




　政宗側からの、一いっ世せ一いち代だいの告白は、明るい声にさえぎられた。

　あっと思った瞬間にはもう、狭い病室の中は、制服姿の女子の群むれでいっぱいになった。

「真壁君、骨折したんでしょ？　うわ～、ギブスだ！」

「かわいそー。入院いつまで？」

「あの、これプレゼント！　がんばって手編みしちゃった！」

「わたしはケーキ焼いたの！」

「お守り、つかってください……！」

　右に左に、押すな押すなのぎゅうづめ状態の個室である。

　その中心で、双ふた葉ば委員長が満面の笑みでＶサインをした。

「ほんと遅れてごめんねー。お見舞いの希望者つのったら、こんなになっちゃったんだ。これでもだいぶ減らしたんだよ。じゃんけんトーナメントして」

「……ああ、そう……」

　ありがとうというか、なんというか。

　政宗が呆ぼう然ぜんとしている間も、ぞくぞくと後続の人間がつめかけてくる。そのすべてが女子だった。

「やほー、おにーちゃん。お土産みやげに由ゆ莉り奈なも連れてきてあげたヨー」

「政宗さあん！　由莉奈です。聞いてくださいよ。由莉奈またケンカしちゃったんですよお！」

　むっちりした巨体が、どすこいと人を押しのけて襲おそい掛かって――いや抱き着いてくる。

（やめろ、俺はベッドここから逃げられないんだ！）

　何より悲惨なのは、人口増加で個室の隅すみに追いやられてしまった安達垣愛姫だ。

　彼女は女子まみれの政宗を、見ようによっては羨ましく見えるかもしれない光景を、それはそれは恐ろしい顔で見み据すえてくる。

「……あ、安達垣さん」

「本当に……おモテになってけっこうですこと」

「違うって」

　話を聞け。聞け話を。政宗は笑顔でなだめようとするけれど、その前に彼女は、手に持つ花束を、ノーモーションでぶん投げてくる。

　散らばる青と白の花々が、部屋いっぱいに飛んでいく。




「死ねば？」




　花びらの中で彼女が問う。

　政宗は胸中で叫ぶ。

　いやだ！　やっぱあんな程度の謝罪じゃ足りない。

　おまえなんて、ぜったい落として捨ててやる！
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　――DEAD OR LOVE?
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「まずはそのセンスのない足下をどうにかしたら？　犬の血便さん」

　午後三時四十分。私立八や坂さか高校の正門前に、ガラスのように澄んだ罵ば声せいが響ひびきわたった。

「け、けつべ……」

「あら、もしかして違うの？　昔飼ってた犬がお腹なか壊した時、そんな色の落とし物を――」

「ああああああ！　これはあああああ！」

　罵声の主は、八坂高校の制服を着た、どちらかというと華きゃ奢しゃな雰ふん囲い気きの女子高生である。

　博はか多た人形を思わせる色白の肌は染み一つなく、背中まで流れる髪は、つややかなみどりの黒髪だ。全体的に小作りな顔だちに、形の良い赤い唇くちびる。同性でもうっとり憧あこがれてしまいそうな美しい顔のまま、『血便』の名を口にするのは強烈すぎた。

　彼女が犬の落とし物にたとえたのは、ちょうど彼女に交際の申し込みをしてきた男子高校生が履はいていた、靴下だろうとあたりをつける。

　言われてみれば、深いレッドとダークブラウンが混じった珍しい色合いの靴下で、身も蓋ふたもなく言えば血便カラーに見えなくもない。というか、言われるともうそれにしか見えない。

　外見はチャラめだが、イケメンに分類できなくもなさそうなのに、足が犬の――。

　千ち夏なつが耐えきれずクスッと笑うと、男子高校生は何かが崩壊したらしく、二度目の絶ぜっ叫きょう。逃げるように目の前の校門へと飛び込んでいった。

「……あー、悪いことしちゃったかな」

「いいわよ。先に勝手なこと言ってきたのは、向こうだもの」

　千夏の独ひとり言を、当の女子高生は聞いていたらしい。あらためてこちらと目が合うと、彼女はにこりと笑みを浮かべた。

　びっくりするほど、感じのいい笑顔だった。さっきまで血便などと口走っていたとは思えないほどだ。

「もう帰るって言ってるのに、引き留めてうるさいったらなかったの」

「そうなんですか……」

「そのセーラー服……たぶん中学校のよね。うちの高校になにか用？　見学？」

「あ、ちょっと、身内に忘れ物を届けに」

「そう。偉いのね」

「そんなことないです。あとですね、ぜひぜひ一度、お会いしてみたかったんです。噂うわさの――『安あ達だ垣がき愛あ姫き』さんに」

　あなたがそうなんですね。

　早はや瀬せ千夏は、念願が叶って嬉しかった。戸惑い気味の安達垣愛姫に、屈くっ託たくの無いスマイルを送った。兄を変えてくれた感謝と、ひとかけらの同情をこめて。




▼▼▼




　ついに『おにーちゃん』が帰ってくる。

　母、絹きぬ江えなどからその知らせを聞いた時は、千夏もさすがに驚いたものだ。

　いわゆる千夏の三つ上の兄、政まさ宗むねは、何年も前から長なが野のにいる母方の祖父のもとに預けられていたのだ。理由はいじめが原因だったとも言うし、その年にしては太りすぎだった体型が原因だったとも言う。

　どちらにしても、幼かった千夏には事情などよく理解できなくて、いきなり『おにーちゃん』がいなくなってしまって、大泣きに泣いたことだけは確かだ。

　兄はお気に入りだったブタのぬいぐるみによく似た、ちょっと抜けているけど、気のいい人であった。

　そのちょっとぼんくらが入った兄が、都合八年にわたる（！）ダイエットプログラムを終え、千夏たちの家に帰ってくることになったのだ。

　絹江はもう何日も前から大喜びで、家の部屋という部屋を掃除して回り、千夏も落ち着かない日々を過ごすことになったが、実感はあまりわかなかった。

（だってねえ、リアルでおにーちゃんに会うの、何年ぶりって感じだヨ？）

　兄と祖父が、携けい帯たいの電波もろくに届かない山中に暮らしているせいで、メールも電話もつながらないのが常だった。メインの通信手段は、なんと『電報』と『手紙』というアナログライフっぷり。たまに届く近況報告の手紙には、相変わらずまるまると太った兄の写真が添えられていたものだ。

　ちょうど兄が帰ってくる当日の朝になっても、千夏はぼんやりしたままだった。

　朝の九時を過ぎてから起き出して、寝ね癖ぐせ直しをかねたシャワーを浴びながら、さてどうしたものかと考えだす始末だ。

　まがりなりにも目標達成で下山となったのだから、ちょっとはスリムになったということだろうか。

（痩やせたおにーちゃん……そもそも想像つかないんだよなあ。意外とかっこよくなってたりして。ないか。あはは）

　風ふ呂ろ場ばから脱衣場に移動しながら、千夏はひとりニヤニヤと笑った。

　スリムな兄。しゅっとした兄。ないない。絶対。

　バスタオルで濡ぬれた髪や体を拭ふきながら、まずありえない妄もう想そうを笑い飛ばしていたのだ。

　――その時だった。




「おかえりなさーい、まーくんっ！」




　脱衣場のドアの向こうを、母・絹江が駆けていく音がした。

　おお、ついに兄上のご帰還か。思っていたより、ずいぶんと早いご到着である。こちらはまだ服も着ていないというのに。

「はいこれ、母さん。信しん州しゅう土産みやげの蕎麦そば。じい様から」

「うんうん、遠くから疲れたでしょう。ご飯にする？　それともお風呂」

「なんで朝の九時半に飯を食わなきゃいけないんだよ……とっくに食べてきたよ」

　やや呆れた感じの、若い男の人の声が、絹江の声と一緒に近づいてくる。たぶん……兄のものだ。

　声が聞き慣れないのはともかく、言っていること自体は間違ってない。ご飯もそうだが、お風呂だって千夏が使用中である。

「風呂も飯もいいけど、洗せん濯たく機き使っていいかな。向こうの洗濯物、時間なくて持ってきちゃったんだよ」

「そんなのママに任せて！　大丈夫、パンツから靴下まで、綺き麗れいに手洗いしてあげるから！」

「…………いや、いい。自分でやる……」

　ん？　なんだこの展開。

　ちょっと待ってくださいヨ――と思った時には遅かった。

　がらりと脱衣場のドアが開き、そこからくだんの『兄』が踏み込んできた。

　千夏はかろうじてはいていた新品の下着に、濡れたバスタオルを握りしめ、棒立ちしてしまった。

「……千夏？」

「おにーちゃん？」

「うわっ、すまん間違えた！」

　ぴしゃんとドアが閉まるが、千夏はまだ頭が働かなかった。
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　自分の格かっ好こうが、ほぼ素っ裸に近かったことにも、思い至らなかった。

　だってねえ――何あれ？　あんなイケメン、あたし知らないよ？







　うちの中にイケメンがいる。

　推定身長百七十センチ代後半、すらりとした背格好だが、意外に鍛きたえた感じの細マッチョ体型と見た。清潔感のあるさらさらの黒髪。着ている黒のシャツとジーンズは、量販店のプチプラではあるが、あからさまにブランド物を着こなすよりは嫌みにならないと評する者も多いだろう。千夏も同じ意見である。

（待ってよ待ってよ待ってよ待ってよ。いきなりこんなの放ほうり込まれても、千夏にも心の準備ってものが……）

　いくら痩せるにしても、ここまで変へん貌ぼうするとは思わなかった。途中経過の写真を、豚さんバージョンばかり選んで送ってきたのは、何か狙ねらいでもあったのだろうか。

　リビングのテレビには、休日の情報番組がＢＧＭのように流れ、向かいのソファには政宗が座っている。見れば見るほど端たん整せいなお顔だちだが、今はなんとなく居心地悪そうな顔つきで、都心の食べ放題情報を伝えるリポーターを見つめている。

「……ケーキバイキングって……そんな食ってどうするよ」

　ぼそっとひと言、兄が呟つぶやいた。

　そんな彼を、横から眺ながめるのが千夏であり。意味もなく頬ほおが赤くなってくるのは、混乱しているのと、見慣れていないからだ。そうに決まっている。

（…………き、禁断のラブとか、そういうのはご免だからね。そう千夏は漫画なら『薔薇ばらステ』派！）

　あまりに穴が空く勢いで見つめ倒していたせいか、向こうがこちらの視線に気がついてしまった。まずい。

「……何？　俺おれの顔、なんかついてるか？」

「いや、そーゆーわけじゃないけど……」

　千夏はうろたえながら答えた。

「ほんとにおにーちゃんなんだあ、みたいな」

「あたりまえだろ。なあ千夏、そこまで変か俺」

　いきなり政宗が座ったまま、ずいとこちらに向き直った。

「変だなんていってないじゃん」

「いいや、顔が言ってるんだよ、顔が。どこが変だ。服か？　髪型か？」

「いや、だからさあ……」

「千円の床屋はダメだっていうから、死ぬ思いで美容院いったんだよ！　めっちゃ怖い思いして！　服はいきなりセレクトショップじゃ敷居高すぎでユニク○だけど、一番売れてそうなのを買ったんだ！　それでも変なのか？　ダメなのか？　なあ!?」

「……おにーちゃん……」

「変なら変で言ってくれよおお」

　真ま壁かべ政宗は、だいぶイケメンになって戻ってきた千夏の兄は、ぶるぶると肩を震わせながら、両手で顔を覆おおった。

「……長野から高速バスで東とう京きょう駅まで来てな、うちに戻ってくるまでの間、みんな俺のこと見るんだよ……あれ気のせいじゃないよな。ぜったいそうだよな。俺の格好が変で、お、おかしいから……」

「単純に目立ったからだと思うけど……」

「なんだ千夏！　それはいい意味か？　悪い意味か？」

「少なくとも、悪い意味じゃないと思うヨ」

「そ、そうか……」

　政宗は、肺の奥底から、絞しぼり出すように息を吐いた。本当に、ホッとしているみたいだった。

（なんとゆーか）

　見た目はずいぶん激げき変へんしてしまったけれど、中身の方は――。

「……慣れてないんだよ、この格好で都会を歩き回るの。こんなことで消しょう耗もうしてちゃ、俺の目的なんて果たせないんだろうけど……」

「――あは。なんかちょっと安心したよ、おにーちゃん」

「安心？」

「うん。千夏の知ってるおにーちゃんじゃないかもって、半分思いかけてたから」

　でも違った。

　ぜんぜんすれてなくて、抜けたまんまの兄でいいみたいだ。

　千夏が「へへっ」と笑ってみせると、政宗も困惑しながら、表情をゆるめた。

「千夏は大きくなったな」

「そうだヨー。次お風呂踏み込むような真似まねしたら、承知しないからね？」

　冗談めかして釘くぎをさした千夏だったが、兄の受け取り方は、千夏の予想とは違っていた。

「あれは不ふ可か抗こう力りょくで――なんて言うのもフェアじゃないな。よしわかった」

「は？」

　なぜか政宗は、その場で黒シャツのボタンに手をかけ、おもむろに脱ぎはじめた。

「ちょっ、まっ、何、うそ、ズ、ズボンは――！」

　脱ぎ脱ぎ脱ぎと、ジーンズのベルトにも手をかけ、その場で脱いでしまう。

（ぎゃーっ！）

　リビングの真ん中で、ボクサーパンツ一丁になった政宗。

　無む駄だな贅ぜい肉にくなど一つもない、鍛えぬかれた上半身と下半身が、テレビの液晶をバックにさらされる。

「さあ、好きなだけ見ろ千夏！　千夏の裸と兄ちゃんの裸、これで対等だ！」

　それを言う兄の目は、たぶん今までで一番と言っていいほどキラキラしていた。

　以後早瀬千夏は、この兄のナルシシズムたっぷりの脱ぎ癖くせと、筋肉ラブのトレーニングフリークぶりを見せつけられることになる。

『おにーちゃん』は、昔のまま戻ってきたのではない。より変態性を増して帰ってきたのだと、千夏は悟さとった。







　いろいろな意味で変わり果ててしまった兄ではあるが、だからと言って見捨てるとか、縁切りするというほどでもなかった。

　もとより千夏が、物事にこだわりがないタイプだからかもしれない。

　長野の祖父と養子縁組し、名字まで変えて実家に戻ってきたのは、どうも昔いじめられた人を、イケメンになって見返してやりたいからのようだった。せっかく誰だれが見ても振り向く見た目になれたのに、後ろ向きにもほどがある理由だが、そういうところもひっくるめて『面白い人』だなあと観察している感じだ。

「だからまあ、どってことないよ。見慣れれば普通に兄だし」

　あんなかっこいいお兄さんがいて羨ましいと言ってくる友人には、こうやって答えることにしている。

　ところが、今回の反応はちょっと違った。

「――うーん、そんな呑のん気きな話にしちゃっていいのって、由ゆ莉り奈なは思うけど」

　通っている市立中学の、ごくごく平和なお昼休みであった。

　ハンドクラフト部のエースにして、カラオケクイーンの甘あま木ぎ由莉奈は、教室の机で古着のリメイクにいそしみ、千夏は図書室で借りた本をめくりながら、ぼんやり過ごしていたのだ。

　ちなみに読書は、最近の千夏の、ちょっとしたマイブームである。

「呑気な話、ってどゆこと？」

「だってほら、あのレベルのイケメンを見慣れちゃうって、実はすっごい不幸なんじゃって思うのね。千夏が彼氏作らないのって、そのへんの男子じゃ田んぼのカカシに見えちゃうからでしょ？」

「またまたそんな、由莉奈はおーげさな」

「じゃあ聞いちゃうよ。なんで２組の田た中なかの告白断ったの？」

「だからあ、坊ぼう主ず頭は生理的にダメなのですヨ」

「鈴すず木き先輩は？　べつに坊主でもなかったよね」

「先輩はー……普通すぎてときめきが足りないとゆーか、ピンとこなくて」

「じゃ、恋愛感情抜きして質問するよ。三組の中なか野のの顔をどう思う？　客観的に、見た目だけの判断で」

「え、恋愛抜き？　客観的？　そーだねえ、中の中、からちょっと上ぐらい？　ちょっとお猿さる似で可愛かわいいとは思うけど」

「はい失格！」

　由莉奈は太い右手に針を持ったまま、ばしっと左手で机を叩たたいた。失格にされてしまった。

「だ、ダメなの？」

「もう決定だよ。千夏、政宗さんのせいで美的感覚おかしくなっちゃってる。ブラコン病発症」

「えええええ」

「早いうちに軌道修正した方がいいよ。手遅れにならないよーに」

　そんなあ。そんなあ。

　言われた言葉がショックすぎて、すぐには反論できない千夏であった。

　持っていた文庫本が、ずるりと手から滑すべり落ちて、床に落ちた。







　――おのれ由莉奈め。自分が彼氏持ちだからって偉そうに。破局の危機に骨を折ってやったのは、誰だと思っているのだ。

　その甘木由莉奈は、放課後になると部活に出てしまったので、千夏は一人で図書室に本を返しにいった。

（――おっ、いたー）

　ドアのガラス越しに中を覗のぞくと、目当ての人が返却カウンターにいた。

　自然と頬がゆるんでしまう。

「せーんぱい、こんにちは」

　千夏が挨あい拶さつをすると、その人は眼鏡めがね越しに「早瀬か」と目を細めた。

　三年の図書委員長で、名を塚つか元もと史し郎ろうという。去年、千夏が図書委員を一年していた縁で知り合った。

「読み終わったから、返しにきました。コレ」

「どうだった？」

「あー、ちょっとカタカナ多くて難しかったけど、おもしろかったです。どきどきしました」

「だろ？」

　カウンターで青い背表紙の文庫本を受け取った史郎は、我が意を得たりとばかりに笑う。

　国内、海外問わずの読書家で、千夏の知らないことも沢山知っているのに、こういう時は悪戯いたずらが成功した子供のようだ。

　確かに最初は、委員決めのジャンケンに負けて、渋々で図書委員会に来ていたのだ。それでも生きっ粋すいの本好きの史郎に色々教えてもらって、漫画以外にも面白い本があることも知った。こうやって、史郎からお勧すすめの本を教えてもらい、話をするようにもなった。

「それにしても、すごい進歩だよな。あの早瀬が、自分で本借りにくるようになるなんて」

「なんですかそれ」

「いや、べつに」

　今でも借りた本の二冊に一冊は挫ざ折せつしかけるし、史郎と話すことの方がより楽しいというのは、さすがに言えなかったけれど。

「次、おすすめありますか？」

「そうだな――」

　楽しいものは楽しい。素敵なものは素敵だ。

　だから心配しなくていいのだ、甘木由莉奈。ブラコン病なんて言いがかり。気になる人はちゃんといるのである。政宗ほどの美形ではないけれど、一緒にいるとちゃんとドキドキする人が。

　そう、たぶん恋というやつなのだ！







「告白……してみる？」

　実際に口にしてみたら、妙みょうに気恥ずかしくなってしまった。

　千夏は夕食を終えたあと、政宗の部屋のソファに転がった。部屋着のショートパンツからのびる足をバタバタさせながら、好きなだけもだえ転がった。

「……やー、でも、いけるんじゃないかなあ、ダメかなあ。なーやーむー」

「悩むのは自分の部屋でしてくれ。なんで人の部屋で思い悩めるんだお前は」

　部屋の主あるじである政宗が言った。

　心底迷惑そうな口調なのが、可愛くないと千夏は思う。

「ここのソファ、寝心地いいんだもん。おにーちゃんばっかりずるい。新品で」

「じゃあお前のとこのと、交こう換かんするか？」

「その変なマシンだってさ」

「変なマシン言うな。これはチェストプレス、あっちはレッグカール、さらに向こうはトレッドミルだ」

　しらんがなと言いたい。

　彼は例によって上半身裸で、フィットネスクラブにでもいかないと揃わないような筋トレマシンで、筋肉増強に励はげんでいる。

　千夏は筋トレ中の政宗に、ソファの上から聞いてみた。

「あのさ、おにーちゃん」

「なに」

「女の子に告白されたら、どうする？」

「警戒する」

　千夏は目をむいた。

　政宗はこちらを見ることなく、ギシギシと重りを満まん載さいしたマシンを動かしている。

「デブの俺に告白するなんていうのは、まず間違いなく詐さ欺ぎか財産目当てだ。痩せてからの俺に告白するなんていうのは、まあだいたいが顔目当てだ。どっちにしたって警戒するにこしたことはないだろ」

「も、もしかしたら、中身も含めて好きになってくれたのかもしれないよ？」

　そんなに初めから、悲しいことを言わないでほしい。

「中身も？」

「そう。嬉しくない？」

「…………まあ、万が一にもそういうことがあったとするなら、嬉しくないとはいわないが……」

「でしょでしょ？」

「でも、嬉しくてどうする、とも思う。つきあうわけでもないし」

　千夏はまたも目をむいた。

「俺の今の作戦に、余計な女はいらないんだ。誰がこようと断るしかない――おぐわあ！」

　千夏は、政宗が使っているマシンの重り部分に、床に置いてあったダンベルを乗せてみた。

「ちょ、ちょ、ちょ、千夏、お前何をした。腕が、マジ重――」

「おにーちゃんと先輩を一緒にした千夏がバカだったんだ！」

　そのまま胸筋破裂して死んでしまえ！　パーンて！







　たぶん千夏は、ムキになっていたのだと思う。

　ダメで変わっているのは政宗の方で、史郎先輩は違う。警戒されるなんて、迷惑だなんて、そんなことあるはずないのだと。

　物事にこだわりすぎないことが、千夏の長所の一つだった。けれど、この時ばかりはこだわってしまったし、執着してしまったとも言う。

（証明してあげる！）

　そんないささか傲ごう慢まんな気持ちさえ持ちながら、勢いのままに史郎を校舎裏に呼び出した。

「塚元史郎先輩！」

　まるで果たし合いにでも臨のぞむような顔つきであった。

「好きです！　あたしとつきあってください！」

「僕と？」

「はい！」

　仁王立ちの千夏の告白を聞いた史郎は、分厚いレンズの向こうでちょっと驚いた顔をし――。

「ごめん……その、他ほかにつきあってる子がいるんだ……」







　――後半の謝罪の言葉は、ほとんど頭に入ってこなかった。

　ただもう、ダメだった、断られてしまった、そればかりだった。

　もごもごと了解の言葉を口にし、塚元史郎と別れた。

　まずは交際相手の有無を確かめる――。

　そんな初歩的なことすら、告白の手順から消え失うせていた。自分で自分をスリッパでひっぱたきたい。

（先輩なら彼女いなそうって思った？　本ばっか読んでた人だから？　眼鏡だから？　なおさらシツレーだ、あたし）

　この上なく、わかりきったことが一つあった。早瀬千夏は、早はや合が点てんのあげく、前のめりに玉砕してしまったということだ。

　学校近くの土手で好きなだけ黄昏たそがれれて、日が沈んでからしょんぼりと家に帰った。

「ただいま――」

「おかえりなさい、ちーちゃん！　おそかったのね」

　母の出迎えに、うつむき加減にうなずいた。

　できることなら、あのまま橋の下で、ずっと膝ひざを抱えていたかったぐらいだ。

「もうじきお夕飯よ？　早く制服着替えてらっしゃい」

「……はあい……」

「元気ないわねー。ちーちゃんらしくない」

　あたしらしいって、なんだろう。

　夕飯――食べたくないなあと思ってしまったのは、これが生まれて初めてだったかもしれない。

　千夏は、重い足を引きずり、二階に上がった。目の前にあったのが兄、政宗の部屋だった。

　部屋の中では、政宗がマシンの上でランニングをしていた。

　毎日毎日、汗水流して、努力努力の兄である。

「――なんだよ、千夏か？　何度も言ってるが、せめてノックぐらいしろよ」

「おにーちゃんって、なんでそんなにがんばってるの？」

「なんでって……その必要があるから」

「必要って？」

「俺には目標があるからな」

「いじめた人を見返すって？」

「そうだ」

　そのためにここまでダイエットして、別人みたいになって？

　――ちっとも偉くなんてない。バカみたいだと、意地悪く呟きたくなった。

「千夏が……もし千夏がおにーちゃんだったら、もっとうまくやるヨ。そんな編入試験トップで、運動もできて、スタイルよくて完かん璧ぺきな美人になれたら、復ふく讐しゅうなんて考えない。そのスペック全部使って、ほ、ほんとに好きなひとに、ちゃんと、振り向いてもらえるよーに……するのに……っ」

　喋しゃべりながら、目め頭がしらが熱くなってきてしまって、どうしようもなかった。

「千夏……」

「ほんとそのためだけに使うよ。おにーちゃんはバカだよ……っ！」

　違う。これはただの八つ当たりだ。

　もし自分が完璧な人間になれたところで、史郎に振り向いてもらえるかなんて分からない。今できあがっているカップルを壊したいわけでもない。

　わかっているのに、言わずにはいられなかった。

「バカだ。バカすぎるよお……」

　その場にへたりこんで、涙と鼻水をぬぐいながら、馬ば鹿かの一つ覚えのようにバカと呟き続ける。ただもう、悔しくて情けなくて。どうしようもないほど泣けて仕方なくて。

「うん、確かに馬鹿のやることかもな」

　そんな鬱陶しい妹の前に、兄が――政宗が膝をつくのがわかった。

　こちらの頭をなでながら、小声で呟くのだ。

「でも俺な、お前の言うように、馬鹿だからわからないんだ。どうすれば普通のリア充になれるのかも、普通に恋愛して普通のつきあいができるようになるのかも、想像できないし、わからない。実際に経験したことない元デブに、求められても無理なんだ。こればっかりはもう、ごめんって言うしかない」

「……おにーちゃん……」

「あいつに一泡吹かせてやるって、どうにかして復讐してやるって、そう思わない方法で今の俺になれって、千夏は言いたいんだよな。でも、それは無理だったんだよ」

　ごめんと謝る政宗の声は、本当に、怒ってなどいなかった。むしろ痛いところをつかれて途方にくれた感じの、戸惑い混じりのしゃべり方だった。

　――前提が違うのだろう。

　真壁政宗が今の体型になるには、復讐するだけの事件が必要で、それがなければはじまらなかったのだ。何もかも。

「ごめんな、千夏」

　千夏はもう一度鼻をすすると、涙を甲こうでぬぐった。

「……おにーちゃんが謝ること、ないよ」

「大丈夫か？」

　不器用でずれてて、とんちんかんな上に露出狂の変態。良くも悪くも、それが千夏の兄だ。それがあらためてわかっただけ。

　どうしようもないのに――なんだか少しほっとしている自分がいた。

「ったくもう。病気が悪化したらおにーちゃんのせいだからね」

「は？　なんの話だ？」

　ブラコン病。主な症状は、美的感覚の歪ゆがみや鈍どん化かだったろうか。

「風邪かぜなら、飯食って寝るのが一番だぞ」

「うん、かもね」

　まあいいや、と千夏は思う。この兄が言う通り、ご飯を食べて一晩寝れば、また元気が出てくるかもしれない。

　もとよりこだわりがないのが、千夏の良いところなのである。

（でもさあ、おにーちゃん）

　その仕返ししてやりたい人のことを、何年も一いち途ずに思って、辛つらいダイエットだってやりきってしまったって。

　それってもう、単なる復讐というより――。




▼▼▼




「そんなことないです。あとですね、ぜひぜひ一度、お会いしてみたかったんです。噂の――『安達垣愛姫』さんに」

　セーラー服姿の中学生はそう言って、愛姫の前で悪戯っぽく目を細めた。

　すらりとしたモデル体型の、なかなか可愛らしい少女だった。きらきらと好奇心に目を輝かせながら名前を出されると、愛姫の方でも気にはなった。

「噂って？」

「うちの兄が、あなたに夢中なんです。家でもいつもうるさいぐらい」

「ああ」

　そういうことねと、合が点てんがいく。

　勝手にこちらに入れあげて、拒きょ否ひされれば怒り狂う。そういう手合いの男子は、山ほど見てきた。

　愛姫に『残ざん虐ぎゃく姫ひめ』というあだ名をつけてきたのは、そうでもしないと溜りゅう飲いんが下げられなかった彼らだ。

「残念だけど、そのお兄さんにも恨まれるかもしれないわね。私は誰ともおつきあいするつもりはないの」

「もう充分恨まれてるし、諦あきらめるつもりもないみたいですよ」

「え？」

　少女は笑って、そのまま後ろへ下がる。短いスカートのプリーツが、軽やかにひるがえった。

　背後の横断歩道で、信号が青になる。

「覚悟してください。うちの兄はけっこうしぶといですから。なんたって年単位ですからね」

「ちょっと待って、あなた、名前は――」

「早瀬です。早瀬――」

　少女は下の名前も答えたようだが、愛姫の耳へ届く前に、反対側の歩道へと渡りきってしまった。

　人懐なつっこく手を振りながら、駆け足で去っていく。

（何よ、そんな言い方されると気になるじゃない）

　どうにも目覚めが悪かったので、後になって『早瀬』という名を調べてみた。だが、そんな名みょう字じの学生は一人もいなかった。

「……どういうこと？」

　まさか幽ゆう霊れい？

　愛姫がこの謎なぞを解くのは、だいぶ――そう、だいぶ先になってからである。
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　どうもこんにちは、竹岡葉月です。ふだんは月刊ComicREXで連載中の漫画、『政宗くんのリベンジ』のストーリーを担当しています。

　さて、漫画の原作とひと言に言いましても、形式は様々あるようで。いわゆる『バクマン。』のようにコマを割ってセリフを書き込む、ネーム形式で提出する場合もあれば、ト書きが中心の脚本形式で提出する方もいらっしゃるようです。私の場合は、もともとが小説家なもので、一番書きやすい＆人に伝えやすい、小説形式で毎月の原作を提出してきました。

　このノベル版の『政宗くんのリベンジ』は、その毎月出してきた原作をべースに加筆修正し、さらに完全版として書き下ろしの短編を加えた一冊です。

　こうやって小説版の『政宗くん』を作っていると、つくづく物語の縁と、媒体の違いというものについて考えさせられます。

『政宗くんのリベンジ』という話の出発点については、少女漫画でよくある鉄板ネタ、『綺麗になって、アタシをふったあいつを見返してやる！』を、少年向けでやったらどうなるかなという、シンプルな興味からでした。ただ、当初はこのネタを漫画でやろうとは考えておらず、主戦場にしていた少年向けライトノベルの編集さんにちらっと話しては、「うーん」という渋い回答をもらう感じだったのです。

　そこに思いがけず、一迅社さんから漫画原作のお話をいただき、




私「デブの復讐モノとかどうですか」

担当さん「いきましょう」




　となったのは、渡りに船ではありました。

　考えてみれば、デブがイケメンになって、女の子に復讐しようとする話なのです。どこまでも外見ありきの話なのです。文字でねちねちとデブの変貌ぶりを書くより、ビジュアルでばーんと成果を描いた方がわかりやすいです。説得力が違います。しかもＴｉｖさんのペンは、愛らしいデブから神がかったイケメンまで、生き生きと描ききってくださいました。可憐で不器用なヒロインたちも同様です。

　この話が、漫画として世に出ることができて、良かったです。

　小説版の『政宗くん』は、担当さんとＴｉｖさんにだけ伝わればいいと毎月書き綴ったテキストを、全体公開できるよう修正していく作業でもありました。なんだか夜中に書いたラブレターを、あらためて公開する的な気恥ずかしさがありますが、一回につきおおよそ原稿用紙二十枚前後の原作を、作画のＴｉｖさんが膨らませてできる漫画と見比べてみると、どこを膨らませてどこをそぎ落としたのか、違いがわかって面白いかもしれません。たぶん、政宗の性格なども、Ｔｉｖさんのフィルターを通す前と後でだいぶ違っていると思います。

　また今回、漫画の原作としては問題ないけれど、小説として読むには読みにくい場面や表現などは、雰囲気が変わらない範囲で修正させていただきました。

　コミックとライトノベル、エンタメとしては近しいジャンルだとは思いますが、実際やってみるといろいろ違って面白い、というのが正直な感想だったりします。

　ちなみにこの本が発売された後、『政宗くんのリベンジ』は、また新しいフィルターを得て新しい媒体で発表されます。テレビアニメです。

　果たしてどんな風に変わっていくのか、最初のちっちゃい一投を担当した人間として、楽しみにしているところです。竹岡でした。
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